
 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Arcstar Contact Center 2.0 

ユーザーズマニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リアルタイムレポート編 

1.26.2.3 版（2025 年 10 月 14 日） 

  



 

2 

更新履歴 

 

版数 更新日 変更（[新]：新規追加した項目/[変]：既存項目への加筆修正） 

1.00 版 2017/12/20  サービス提供開始に伴い公開 

1.10 版 2018/4/1 [変]1.1.2.2 補足にユーザーID 無効設定時の動作を追記 

[変]1.2 GAX バージョンアップに伴う GAX 画面説明の画像更新 

Pulse サーバ言語パックのバージョンアップに伴う説明/画像更新 

[変]1.2.2 Pulse ログイン後の表示内容に関する補足を修正 

[変]1.2.2.1 GAX ログイン手順を追記 

[変]1.2.3 図中のダッシュボードに関する説明の誤記を修正 

1.11 版 2018/4/16 [変]1 未アクセス時の統計値取得停止に関する説明を追記 

1.12 版 2018/6/1 [変]1.1.2 Workspace Desktop Edition の追加モジュール表の凡例誤記を修正 

[変]1.2.6.2 参照先頁番号の未記載を修正 

1.13 版 2018/10/30 [変]1.1.2 SpeechMiner 利用時の OS/ブラウザ動作条件に関する補足を追記 

[変]1.1.5.4 セッション無効化に対応するための統計値設定の注意書きを追加 

[変]3.1 ヘルプデスク/料金の問合せ受付時間に注釈を追記 

1.14 版 2019/2/6 [変]1.2.1.3 ウィジェット性能上限の項目名の誤記を修正 

1.15 版 2019/3/8 [変]1.1.2 Windows 7 のサポート期限について追記 

波形表示の制限時間（30 分以内）を追記 

Chrome におけるエラー発生の条件から 90 分以上の通話を削除 

1.20 版 2019/11/29 [変]1 放棄数に関する注意事項を追記 

[変]1.1.2 WDE/CCpulse+の提供バージョンを最新版に修正 

.NET Framework 以外の追加モジュールは不要となったため削除 

1.21 版 2020/6/1 [変] Windows 7 のサポート終了に伴い、関連記述を削除 

[変]1.1.2 Interaction Routing Designer の提供バージョンを変更 

1.23 版 2020/10/１ [変]1.2.3.1 GAX バージョンアップに伴う画像の変更 

[変]1.2.4.3 Pulse ログアウト後の画像変更 

1.23.1 版 2021/12/22 [変]1.1.2 Edge（Chromium 版）の記載を追加 

1.26.1 版 2023/6/7 [変]1.2 

[変] 

[変]3.1 

Pulse バージョンアップに伴う説明/画像更新 

Windows 11 の情報を記載 

料金に関するお問合せを変更 

1.26.2 版 2023/12/1 なし 版改定 

1.26.2.1 版 2024/12/10 なし 

[変]1.1.2.1 

版改定 

ホスト故障時の CCPulse+ログイン方法を追記 

1.26.2.2 版 2025/5/28  社名変更対応 

1.26.2.3 版 2025/10/14 [変]1.1.2 クライアント PC のブラウザ要件から Internet Explorer 11(32bit)を

削除 

Windows 10 EOL 後の注意事項を記載 

SpeechMiner 利用時のブラウザについての注釈を削除 
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Arcstar Contact Center 2.0 ユーザーズマニュアル リアルタイムレポート編 

本章は以下の内容で構成されています。目的に応じて各項を参照してください。 

 

項番/項目名 概要 参照先頁番号 

1  リアルタイムレポート  P.9 

 1.1 CCPulse+ クライアント PC にインストールして利用する

CCPulse+の利用手順 

P.11 

 1.2 Pulse Web ブラウザから利用する Pulse の利用手順 P.153 

2  よくあるご質問  P.341 

3  お問い合わせ  P.343 

4  用語集  P.345 

 

マニュアル中の注意事項/補足事項の凡例は以下のとおりです。 

 

注意事項 

• 設定や操作に伴う注意事項です。機能やサービスの利用に支障が発生する場合があります。 

 

補足事項 

• 設定や操作に伴う補足事項です。 

 

 

本マニュアルに掲載された画面例は、NTT ドコモビジネス開発環境のものとなります。実際にご利用いただ

く環境とは配色/ボタン配置/文言などが完全に同一ではない場合がありますので、了承願います。 

 

サービスとして動作保証される性能上限数については、ユーザーズマニュアル「初期設定編」を参照してく

ださい。なお、表記されている上限数を超えて処理を実施した場合、処理の遅延が発生する場合や、正常に

動作しない場合がありますので、注意してください。 
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1. リアルタイムレポート 

リアルタイムレポート機能を利用することにより、エージェントやキューの統計情報をリアルタイムで取得

して参照することが可能です。クライアント PC にインストールして利用する「CCPulse+（シーシーパルス

プラス）」と、Web ブラウザから利用する「Pulse（パルス）」の 2 種類のツールを提供しています。 

 

 

 

 

リアルタイムレポートの放棄数について 

• エージェントへの着信とほぼ同時に発信先から切断された場合など、着信と切断のタイミングが非常に近い通話は、放棄

数にカウントされない場合があります。 

• CDR レポートには放棄呼として出力されるため、リアルタイムレポートの放棄数と差異が発生する場合があります。 
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CCPulse+と Pulse の主な機能差異は以下のとおりです。 

 

項目 CCPulse+ Pulse 

形態 専用アプリケーション Web ブラウザ 

認証方式 利用時にエージェント ID/パスワードを入力 GAX からシングルサインオンでアクセス 

表示更新間隔 約 3 秒 約 10 秒 

累積値のリセット 毎日 0 時 毎日 0 時 

未アクセス時の統計値取得停止 72 時間 72 時間 

利用可能な権限 テナント管理者/スーパーバイザ 構築用管理者/テナント管理者/スーパーバイザ 

テンプレート 外部ファイル サーバ内保存 

ログイン中エージェントのみ表示 CCPulse+のメニューから設定可 テンプレートのカスタマイズが必要 

 

表示更新間隔と累計値リセットについて 

• 表示更新間隔はサーバ負荷の状況により遅延する場合があります。 

• クライアント PC が推奨スペックを満たしていない場合、表示更新が遅延する場合があります。 

• エージェントステータスに関する統計値は、累計値リセットの対象外となります。 

• カスタマポータル（GAX）から Stat サーバの再起動を行った場合は、エージェントステータスに関する統計値を含めて

すべての統計値がリセットされます。 

 

未アクセス時の統計値取得停止について 

• レポート用ツール（CCPulse+/Pulse）から、ある統計項目（着信数など）への要求がない状態が 72 時間継続した場合

には、次に同じ統計項目への取得要求が行われるまでの間、レポートサーバでの該当の統計項目に関する統計値の取得が

停止します。（ただし、ステータスの経過時間は除きます。） 

（例）：年末年始 5 日間の休業明けで、受付開始 5 分前に CCPulse+を起動してレポート表示を開始 

    ⇒レポート表示により統計項目への取得要求が行われた時点から、レポートサーバでの統計値取得が再開される 

    ⇒取得再開前となる受付開始 10 分前の着信数などは、カウントされていない状態でレポートが表示される 

• 全ての統計項目に関する統計値の取得が停止するものではありません。レポート用ツールから要求がない統計項目のみが

停止対象となります。 

• エージェント ID 単位の管理ではありません。レポートサーバ内の統計項目単位での管理となります。上記の例において

は、最初のエージェント以降に CCPulse+を起動したエージェントについては、最初のエージェントが CCPulse+を起動

した時点以降の統計値が表示されます。 

• 断続的に統計値の取得を実施する場合には、ヒストリカルレポート/CDR レポートを利用してください。 

 

各ツールの詳細な機能および利用方法については、以下の各項を参照してください。 

「1.1 CCPulse+」（P.11） 

「1.2 Pulse」（P.153） 
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1.1 CCPulse+ 

本項は以下の内容で構成されています。目的に応じて各項を参照してください。 

 

項番/項目名 概要 参照先頁番号 

1

． 

CCPulse+の概要  P.12 

2

． 

ログイン/ログアウト CCPulse+へのログイン/ログアウト手順 P.14 

3

． 

CCPulse+画面説明  P.21 

4. CCPulse+レポート表示 CCPulse+でレポートを取得/表示する手順 P.52  

5. CCPulse+サンプルテンプレート Arcstar Contact Center 2.0 で用意している

CCPulse+用のサンプルテンプレート仕様 

P.124 
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1.1.1 CCPulse+の概要 

1.1.1.1 機能と権限 

CCPulse+で利用できる機能と概要は以下のとおりです。アカウント権限により参照できる項目が異なりま

す。 

 

[ 凡例 ●：権限あり 空欄：権限なし ] 

項目 概要 

アカウント権限 

参照先 

構
築
用
管
理
者 

テ
ナ
ン
ト
管
理
者 

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ 

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト 

ログイン/ログアウト       

 CCPulse+へのログイン CCPulse+にログインする  ● ●  P.19 

 CCPulse+からのログアウト CCPulse+からログアウトする  ● ●  P.20 

レポート表示       

 

ワークスペースの設定 表示に必要なワークスペースを設定する  ● ●  P.53 

リアルタイムビューの設定 リアルタイムレポートの表示内容を設定する  ● ●  P.67 

画面表示設定 ワークスペースの表示内容を設定する  ● ●  P.77 

しきい値の作成 アクションに必要なしきい値を設定する  ● ●  P.83 

アクションの作成 しきい値に応じたアクションを設定する  ● ●  P.102 

 

アカウント権限の設定について 

• アカウント権限に対応する機能の設定および参照可否を契約者が変更することはできません。 
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1.1.1.2 性能指標 

契約席数に応じて以下の性能指標内で利用いただくようお願いします。 

 

項目 契約席数 備考 

～400 席 401～1,000 席 1,001～2,000 席 

同時ログイン数 60 150 300  

更新インターバル(秒) 3  

総リクエスト数 70,000 「オブジェクト数 x 項目数」で積算 

CCPulse+画面上で確認可 

 

性能指標を超えて利用した場合について 

• 直ちに Arcstar Contact Center 2.0 の機能が利用できなくなったり、通話が切断されたりすることはありませんが、サ

ーバ負荷の増大により各種設定や操作の反応が遅くなったり、通話品質に影響を及ぼしたりする可能性があります。 

 

テナント拡張（オプション機能）を利用している場合について 

• テナント拡張のリソース（1,000 席/2,000 席）が席数の基準となります。 
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1.1.2 ログイン/ログアウト 

ツールの利用に際しては以下の推奨スペックを満たすクライアント PC を用意してください。条件を満たさ

ない場合、正常に動作しないことがありますので、ご注意ください。 

 

項目 スペック 備考 

CPU Core i5 2.6GHz 以上 • 物理コアが 2 コア以上であること 

メモリ 4GB 以上  

OS Windows 10 64bit  

Windows 11 64bit 

• 対応エディション 

Home/Pro/Enterprise  

HDD Workspace Desktop Edition 60MB • インストール直後の HDD 使用容量目安 

• ログ出力やテンプレート保存などにより使用容量が

増加する場合がある 

CCPulse+ 60MB 

Interaction Routing Designer 30MB 

ブラウザ Google Chrome 51 以上 

Edge(Chromium 版) 

 

画面解像度 SpeechMiner 利用あり 1,280 x 1,024 以上  

SpeechMiner 利用なし 1,280 x 768 以上 

 

Windows 10 の EOL について 

• 2025 年 10 月 14 日にマイクロソフト社の Windows 10 サポートが終了いたします。2025 年 10 月 15 日以降

Windows 10 端末をご利用いただく場合、各種お問合せに対して弊社ノウハウを活かした対応はさせていただきますが、

マイクロソフト社および基盤ソフトベンダへの問合せができないことから回答はお約束できない状況となります。 

 

クライアント PC の推奨スペックについて 

• インストール済みの他のアプリケーションや常駐アプリケーション等の状況によって、推奨スペックを満たしていても正

常に動作しない場合もありますので、予めご了承ください。 

• OS/ブラウザについては、日本語版でのみ動作確認を行っています。 

• 上記に記載のない OS/ブラウザは動作保証およびサポートの対象外となります。 
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専用アプリケーションの提供バージョンと対応 OS の詳細は以下のとおりです。 

 

[ 凡例 ●：対応 空欄：非対応 ] 

専用アプリケーション 提供バージョン 
Windows 10 Windows11 

64bit 64bit 

Workspace Desktop Edition  

 

ソフトフォン機能利用版 8.5.153.05 ● ● 

ソフトフォン機能 GenesysSoftphone 9.0.020.10  ● 

ハードフォン利用版利用版 8.5.153.05 ● ● 

CCPulse+  

 

64bit 版 本体 8.1.100.58 ● ● 

64bit 版 言語パック 8.1.100.05 ● ● 

Interaction Routing Designer  

 

64bit 版 本体 8.1.400.49 ● ● 

64bit 版 言語パック 8.1.400.06 ● ● 

 

バージョン表記について  

• アプリケーション本体と言語パックのマイナーバージョンは異なる管理体系のため完全には一致しません。 

 

Workspace Desktop Edition の利用には、OS のバージョンに応じて Microsoft 社提供の追加モジュールを

インストールする必要があります。 

 

[ 凡例 ●：必要 ○：追加インストールは不要だが無効化している場合は有効化が必要 ] 

Workspace Desktop Edition の利用に必要な追加モジュール 
Windows 10 Windows 11 

64bit 64bit 

.NET Framework 4.5 以上 ○ ○ 

 

Windows 10/11 の.NET Framework について 

• Windows 10/11 には.NET Framework 4.6 以上が標準でインストール/有効化されています。 

• 有効化は明示的に機能を無効化している場合のみ必要です。 
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1.1.2.1 初回設定 

初めて CCPulse+を利用する際には、以下の手順に従って設定を行ってください。 

(1) スタートメニューから[Genesys Solutions]→[Start CCPulse+]を選択します。画面は Windows 10 バ

ージョン 1709 の場合の例となります。 

 

 

CCPulse+の起動について 

クライアント PC の OS に応じて、スタートメニューから以下の手順で起動してください。 

• Windows 10 バージョン 1706 以前 

スタートメニューから[すべてのアプリ]→[Genesys Solutions]→[Start CCPulse+]の順に選択 
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(2) CCPulse+が起動します。アプリケーション/ホスト名/ポートの各設定を入力します。 

 

 

フィールド名 入力値 備考 

アプリケーション名 CCP  

ホスト名 メイン拠点 ホスト 1 j1-pap01-0 • 通常は「ホスト 1」の値を設定 

• 「ホスト 2」は「ホスト 1」の故障時などに利用 ホスト 2 j1-pap01-1 

DR 拠点 ホスト 1 j2-pap01-0 • DR オプション契約者のみ利用可 

ホスト 2 j2-pap01-1 

ポート 7001  

 

設定項目の表示について 

• [アプリケーション]/[ホスト名]/[ポート]の設定が表示されていない場合は、[詳細]を選択してください。 
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故障時などの利用について 

• ログイン先ホストの故障等で利用できない状態では以下のエラーメッセージが表示されます。その際はホスト名を変更

（もう一方のホスト名を設定）して再度ログインを試してください。 

 

 

 

(3) 設定の入力が完了したら、次頁以降の手順に従ってログインを行ってください。 
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1.1.2.2 CCPulse+へのログイン 

(1) CCPulse+を起動します。ユーザー名とユーザーパスワードを入力し、[OK]をクリックします。 

 

 

 

ID・パスワード誤り/ID 無効/アカウントロックについて 

• 入力されたエージェント ID またはパスワードに誤りがある場合、入力されたエージェント ID の状態がカスタマポータル

で「無効」に設定されている場合、アカウント（エージェント ID）がロックされている場合は、以下のエラーメッセー

ジが表示されます。 

 

 

         

   

• 20 分以内に 5 回パスワードの入力誤りがあるとアカウントがロックされます。アカウントロックから 30 分が経過すると

自動的に解除されます。即時解除が必要な場合は、ユーザーズマニュアル「カスタマポータル編」を参照してください。

（即時解除には構築用管理者の権限が必要です。） 

• アカウントがロックされると同じエージェント ID を利用するアプリケーションが利用できなくなります。 

• エージェント ID の状態が「無効」に設定されている場合は、アカウントはロックされません。カスタマポータルからエ

ージェント ID の状態を「有効」に設定することで、CCPulse+へのログインが可能となります。 

 

(2) ログインが完了し、CCPulse+が起動します。 

 

 

  

入力誤りがある場合/「無効」設定の場合 アカウントがロックされている場合 
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1.1.2.3 CCPulse+からのログアウト 

(1) [ファイル]メニューから[終了]を選択します。 

 

 

ログアウトについて 

• メインウィンドウの[×]をクリックすることでも、同様にログアウトすることが可能です。 

 

(2) ログアウトが完了し、CCPulse+が終了します。 
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1.1.3 CCPulse+画面説明 

レポート取得対象のオブジェクトや取得した値が表示されます。画面はレポート出力設定を行った後の画面

となります。CCPulse+を初めて起動した場合は、レポート表示を行うための設定が必要となります。 
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1.1.3.1 ペインメニュー 

オブジェクト/ビュー/詳細状況の各ペインの表示方法を設定します。ペインバーの「メニュー」を選択する

と、表示方法を選択することが可能です。 

 

 

表示方法に応じて以下の各項を参照してください。 

項番/項目名 概要 参照先頁番号 

1

． 

フローティング ペインを独立したウィンドウとして表示する。任意の

場所に配置することが可能 

P. 23 

2

． 

ドッキング アプリケーションウィンドウにドッキングした状態で

表示する。CCPulse+起動時のデフォルト設定はウィン

ドウ左側へのドッキング表示となる 

P. 26 

3

． 

自動的に隠す ペインを選択した場合のみ表示する P. 31 

4. 非表示 ペインを表示しない P. 34 
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1.1.3.1.1 フローティング 

ペインを独立したウィンドウとして表示します。任意の場所に配置することが可能となります。ドッキング

表示となっている場合のみ選択可能です。 

(1) 「メニュー」から[フローティング]を選択します。 
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(2) フローティング表示に変更されます。 

 

 

フローティング表示への変更方法について 

• ドッキング表示の状態でペインのタイトルバーまたはペイン下部のタブをダブルクリック/ドラッグ＆ドロップしても、

同様にフローティング表示に変更されます。 

• タイトルバーをダブルクリック/ドラッグ＆ドロップした場合は、以前に行ったフローティング表示方法（ペイン全体ま

たは該当ペインのみのいずれか）が踏襲されます。 

• ペイン下部のタブをダブルクリック/ドラッグ＆ドロップした場合は、該当のペインのみがフローティング表示されま

す。 

• 特定のペインのみをフローティング表示している場合は、ペイン同士をドラッグ＆ドロップで重ねることにより複数のペ

インまたはペイン全体のフローティング表示へ変更することが可能です。 
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(3) フローティング表示時にペインメニューを表示する場合は、ペインのタイトルバーを右クリックしま

す。 

 

 

ドッキング表示への変更について 

• ペインのタイトルバーをダブルクリックすると、フローティング表示からドッキング表示に変更されます。 
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1.1.3.1.2 ドッキング 

アプリケーションウィンドウにドッキングした状態で表示します。フローティング表示となっている場合の

み選択可能です。 

(1) ペインのタイトルバーを右クリックし、[ドッキング]を選択します。 
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(2) ドッキング表示に変更されます。 

 

 

ドッキング表示への変更方法について 

• フローティング表示の状態でペインのタイトルバーまたはペイン下部のタブをダブルクリックすると、同様にドッキング

表示に変更されます。（ペイン下部のタブは複数ペインを 1 つのフローティング内に表示している場合のみ表示されま

す。） 

• タイトルバーをダブルクリックした場合は、以前に行ったドッキング表示位置が踏襲されます。 

• 特定のペインのみをドッキング表示している場合は、ペイン同士をドラッグ＆ドロップで重ねることにより複数のペイン

またはペイン全体をドッキング表示へ変更することが可能です。 
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(3) フローティング表示となっているペインのタイトルバーをドラッグ＆ドロップすることにより、アプリ

ケーションウィンドウ内でドッキング表示する位置を「上」/「下」/「左」/「右」から選択することが

可能です。 

 

タイトルバーをドラッグするとアプリケーションウィンドウ内にドッキング位置を指定するためのアイ

コンが表示されます。 
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(4) ドラッグした状態でアイコンにマウスカーソルを重ねると、ドッキング予定位置が青で透過されて表示

されます。 

 

 

(5) ドロップすると指定した位置にドッキング表示されます。ドッキングをキャンセルする場合は、アイコ

ン以外の場所でドロップしてください。 
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(6) 特定のペインのみをフローティング表示としていた場合は、既存ペイン内へのドッキングを指定するこ

とも可能です。ペイン内へドッキングする場合のアイコンは以下のとおりです。アイコン中央を指定す

ると、既存ペイン内のタブとしてドッキングされます。 
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1.1.3.1.3 自動的に隠す 

ペイン表示を選択した場合のみ表示します。ドッキング表示となっている場合のみ選択可能です。 

(1) 「メニュー」から[自動的に隠す]を選択します。 

 

 

  



 

32 

(2) ペインが表示されない状態となり、アプリケーションウィンドウ内にペイン名のみが表示された状態と

なります。 

 

 

自動的に隠す設定について 

• タイトルバーの「自動的に隠す」アイコン（ ）をクリックしても、同様に自動的に隠す設定が適用されます。 

• 自動的に隠す設定は同一ペイン内の全てのペインに対して一律適用されます。 

• 特定のペインのみを自動的に隠す設定を実施する場合は、該当のペインのみをフローティング表示に変更した後、異なる

位置（上/下/左/右）にドッキングしてから自動的に隠す設定を行ってください。 

• ペイン名が表示される位置（上/下/左/右）は、ペインメニューをドッキングしていた位置となります。任意の位置に変

更することはできません。 
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(3) アプリケーションウィンドウに表示されたペイン名にマウスカーソルを約 1 秒合わせると、該当のペイ

ンが表示されます。マウスカーソルをペイン外に約 1 秒以上出し続けると再度非表示となります。 

 

 

(4) 設定を解除する（ドッキング表示に戻す）には、「メニュー」から[自動的に隠す]を再度選択します。 

 

 

自動的に隠す設定について 

• タイトルバーの「自動的に隠す」アイコン（ ）をクリックしても、同様に自動的に隠す設定が適用されます。 
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1.1.3.1.4 非表示 

ペインを非表示にします。 

(1) 非表示にするペインが選択されていることをペイン下部のタブで確認し、「メニュー」から[非表示]を選

択します。画面はオブジェクトペインが選択されている場合の例となります。 
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(2) ペインが非表示となります。 

 

 

非表示の設定について 

• 複数のペインを一括して非表示へ変更することはできません。 

• アプリケーションメニューの「表示」から非表示としたいペインを選択することでも、同様に非表示設定が適用されま

す。 

• 以下のショートカットキーを利用しても、同様に非表示設定が適用されます。 

F7：オブジェクトペイン 

F8：ビューペイン 

F9：詳細状況ペイン 
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(3) ペイン表示するには、アプリケーションメニュー「表示」から表示するペインを選択します。 

 

 

表示の設定について 

• 複数のペインを一括して表示へ変更することはできません。 

• 以下のショートカットキーを利用しても、同様に表示設定が適用されます。 

F7：オブジェクトペイン 

F8：ビューペイン 

F9：詳細状況ペイン 
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1.1.3.2 オブジェクトペイン 

レポートを取得するオブジェクトが表示されます。オブジェクトを右クリックすると、リアルタイムレポー

トの表示に関する設定が可能です。 
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右クリックで表示されるメニューから、以下の設定が可能です。選択するオブジェクトの種類により、利用

できるメニューが異なります。表示されないメニューは、対象オブジェクトでは利用できません。 

 

メニュー選択 概要 

リアルタイムビューの作成 リアルタイムレポートを表示します。詳細は「1.1.4.2 リアルタイムビュー

の設定」（P.67）を参照してください。 メンバー用のリアルタイムビューの作成 

リアルタイム V/AG 動的メンバーシップの作成 

履歴ビューの作成 Arcstar Contact Center 2.0 では利用できません。 

メンバー用の履歴ビューの作成 Arcstar Contact Center 2.0 では利用できません。 

ビューに追加 選択したオブジェクトをレポートビューに追加します。 

オブジェクトを選択 オブジェクトペインに表示するオブジェクトを追加/変更します。 

削除 選択したオブジェクトを削除します。 

非表示の表示 非表示設定されている項目を表示します。（非表示設定はテンプレートで行

います。） 

詳細状況の監視 オブジェクトを詳細情報ペインに表示します。 

しきい値の設定 しきい値を設定します。詳細は「1.1.3.5.1 しきい値の設定」（P.44）を参

照してください。オブジェクトペインからしきい値を設定した場合は、オブ

ジェクトの表示色が青字に変更されます。 
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1.1.3.3 ビューペイン 

ワークスペースで作成したレポートビューの一覧を表示します。レポート名を右クリックすると、レポート

ビューの表示に関する設定が可能です。 

 

 

右クリックで表示されるメニューから、以下の設定が可能です。 

 

メニュー選択 概要 

アクティブにする レポートビューに表示されていないレポートを表示します。レポート名のチェックボックス

にチェックを入れても、同様の設定となります。 

非アクティブにする レポートビューに表示されているレポートを非表示にします。レポート名のチェックボック

スのチェックを外しても、同様の設定となります。 

削除 ワークスペースからレポートを削除します。 
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1.1.3.4 詳細状況ペイン 

「詳細状況の監視」が設定されたオブジェクトを表示します。複数のオブジェクトを同時に表示することは

できませんが、エージェントグループを選択した場合は所属するエージェントに関する全ての詳細状況が表

示されます。 

 

詳細状況ペインの表示条件について 

• 詳細状況ペインを表示するには詳細状況の監視が必要です。オブジェクトペインで各オブジェクトを右クリックし、詳細

状況の監視を選択してください。 

 

 

 

サンプルテンプレートで利用可能なオブジェクトについては、以下の情報が表示されます。 

オブジェクト 概要 

エージェントグループ ステータス継続時間/所属エージェント数/エージェント ID ごとのステータス継続時間/内線番号/ログイン

ID（ログインしていない場合は LoggedOut 表示） 

エージェント エージェント ID のステータス継続時間/内線番号/ログイン ID（ログインしていない場合は LoggedOut 表

示） 

キュー 稼働経過時間/キューの名前/Switch ID（Arcstar Contact Center 2.0 の内部管理用情報） 

仮想キュー 稼働経過時間/仮想キュー（バーチャルキュー）の名前/Switch ID（Arcstar Contact Center 2.0 の内部管

理用情報） 
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キュー/仮想キューの稼働経過時間について 

• Stat サーバ（ccpStatServer）の再起動、またはサービス影響のない NTT ドコモビジネスによるメンテナンス作業によ

りリセットされます。作成日からの経過時間とは一致しませんのでご了承願います。 

 

右クリックから[消去]を選択すると、表示されているオブジェクトの情報が消去されます。 

 

 

 

  



 

42 

1.1.3.5 レポートビュー 

レポートの出力対象となっているオブジェクト（エージェントなど）が表示されます。選択したオブジェク

トがリアルタイムビューに表示されます。 

 

レポートビューの表示条件について 

• レポートビューを表示させるためには、リアルタイムビューの作成が必要となります。 
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オブジェクトの右クリックで表示されるメニューから、以下の設定が可能です。 

 

右クリック箇所/メニュー選択 概要 

レポート名 文書名の変更 レポートの名前を変更します。 

非表示の表示 非表示設定されている項目を表示します。（非表示設定はテンプレートで行

います。） 

詳細状況の監視 オブジェクトを詳細情報ペインに表示します。 

すべてのしきい値をクリア 設定されているしきい値を全てクリアします。 

しきい値の設定 しきい値を設定します。詳細は「1.1.3.5.1 しきい値の設定」（P.44）を参

照してください。 

オブジェクト名 

/項目名 

削除 オブジェクトを削除します。レポートビュー内に 1 つしかオブジェクトが

表示されていない状態では、選択できません。（選択するためには、ビュー

の追加が必要です。） 

非表示の表示 非表示設定されている項目を表示します。（非表示設定はテンプレートで行

います。） 

詳細状況の監視 オブジェクトを詳細情報ペインに表示します。 

すべてのしきい値をクリア 設定されているしきい値を全てクリアします。 

しきい値の設定 しきい値を設定します。詳細は「1.1.3.5.1 しきい値の設定」（P.44）を参

照してください。 
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1.1.3.5.1しきい値の設定 

レポートの出力対象となっている個々のオブジェクト（エージェントなど）に対して、リアルタイムレポー

トの値をしきい値として表示色の変更などのアクション（動作）を設定することが可能です。 

 

(1) しきい値を設定したいオブジェクトを右クリックし、「しきい値の設定」から対象とするリアルタイムレ

ポート値を選択します。画面はサンプルテンプレートの「キューレポート」を使用し、

「VQ_CT1_J1_SwintchSIP」から「キューレポート」、「待ち呼数」を選択した場合の例となります。 
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(2) 「しきい値/アクションの関連付け」ダイアログが表示されます。「利用できるしきい値」から設定した

いしきい値を選択し、「しきい値の付加」（▶）クリックします。画面は「3 以上」を選択する場合の例

となります。 

 

 

利用できるしきい値について 

• サンプルテンプレートでは、オブジェクトタイプ「キュー」に対してしきい値「3 以上」の設定が用意されています。 

• 利用できるしきい値の設定を追加/修正する場合は、テンプレートの修正（カスタマイズ）が必要となります。環境構築

サポートのご利用をご検討ください。 

• しきい値の設定にはアクションの設定が必要です。アクションを設定せずに[OK]をクリックすると、以下のメッセージが

表示されます。 
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(3) 「利用できるアクション」から設定したいアクションを選択し、「アクションの付加」（▶）クリックし

ます。画面は「背景色変更(赤)」を選択する場合の例となります。 

 

 

利用できるアクションについて 

• サンプルテンプレートでは、「背景色変更(赤)」の設定が用意されています。 

• 利用できるアクションの設定を追加/修正する場合は、テンプレートの修正（カスタマイズ）が必要となります。環境構

築サポートのご利用をご検討ください。 

• アクションの設定にはしきい値の設定が必要です。アクションを設定せずに[OK]をクリックしてもしきい値/アクション

の設定は適用されません。 
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(4) [OK]をクリックします。 

 

 

(5) しきい値が設定されます。しきい値が設定されたオブジェクトには、アイコン( )が表示されます。 
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1.1.3.6 リアルタイムビュー 

レポートビューで選択したリアルタイムレポートの値を、テーブル（表形式）およびグラフとして表示しま

す。 
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1.1.3.6.1 テーブル 

レポートビューで選択したオブジェクトのリアルタイムレポートの値に関する詳細項目を、テーブル（表形

式）で表示します。 
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カラム/テーブル全体の表示の調整では、以下の設定が可能です。 

 

右クリック箇所/メニュー選択 概要 

カラム 行を非表示 選択したカラムを含む行を非表示とします。 

すべての行を表示 非表示となっている行を全て表示します。 

コピー 選択したカラムの内容をコピーします。 

すべて選択 全てのカラムを選択状態とします。 

プロパティ 各行の幅を設定するためのダイアログを表示します。 

テーブル 列を非表示 選択した列を非表示とします。 

すべての列を表示 非表示となっている列を全て表示します。 

列のヘッダの幅を自動調整 選択した列の幅をヘッダ名の幅で自動調整します。 

すべての列のヘッダの幅を自動調整 すべての列の幅をヘッダ名の幅で自動調整します。 

列の内容の幅を自動調整 選択した列の幅を列の内容の幅で自動調整します。 

すべての列の内容の幅を自動調整 すべての列の幅を列の内容の幅で自動調整します。 

プロパティ 各行の高さを調整します。 
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1.1.3.6.2 グラフ 

レポートビューで選択したオブジェクトのリアルタイムレポートの値をグラフで表示します。 

 

 

 

グラフの変更について 

• グラフの表示色を変更する場合は、「1.1.4.3.5 グラフビュー」（P.82）の手順を参照してください。 

• グラフの種類を変更する場合は、テンプレートの修正（カスタマイズ）が必要となります。環境構築サポートのご利用を

ご検討ください。 
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1.1.4 CCPulse+レポート表示 

CCPulse+でリアルタイムレポートの値を取得して表示するためには、以下の手順に従って設定を行う必要

があります。 
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1.1.4.1 ワークスペースの設定 

リアルタイムレポートの値を取得して表示するためのテンプレートを選択します。リアルタイムレポートを

表示するためには、ワークスペースの設定が必要となります。初めて CCPulse+を利用する場合は、

「1.1.4.1.1 新規作成」の手順に従って、ワークスペースを作成してください。 
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1.1.4.1.1 新規作成 

(1) 「ファイル」メニューから[新規作成]を選択します。 
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(2) 「Stat Server の選択」画面が表示されます。表示内容を確認し、[次へ]をクリックします。 

 

 

Stat Server の選択表示内容について 

• DR オプション未契約者/DR オプション契約者がメイン拠点に接続している場合は、以下の表示となります。 

 サーバ：J1_ccp_StatServer_01P 

 ホスト：j1-pap01-0 

 バックアップ：J1_ccp_StatServer_01B 

• DR オプション契約者が DR 拠点に接続している場合は、以下の表示となります。 

サーバ：J2_ccp_StatServer_01P 

ホスト：j2-pap01-0 

バックアップ：J2_ccp_StatServer_01B 
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(3) 「構成ウィザード- オブジェクトタイプ」ダイアログが表示されます。取得したいオブジェクトの種類

を選択して、[次へ]をクリックします。画面は「エージェント」/「キュー」/「仮想キュー」を選択した

場合の例となります。 
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(4) 「構成ウィザード- オブジェクトインスタンス」ダイアログが表示されます。取得したいオブジェクト

を選択して、[完了]をクリックします。 

 

 

オブジェクトの選択について 

• 複数のオブジェクトを選択する場合は、選択したいオブジェクト全てにチェックを入れてください。 

• 組織設定を行っている場合、選択できるオブジェクトはログインしているエージェント ID の所属する組織/配下の組織/

組織設定を行っていないオブジェクトに限定されます。 
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(5) 選択したオブジェクトがオブジェクトペインに表示されます。 

 

 

(6) 「ファイル」メニューから[保存]または[名前を付けて保存]を選択します。画面は[保存]を選択した場合

の例となります。 
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(7) 「現在のワークスペースを新しい名前で保存します。」ダイアログが表示されます。「名前」にワークス

ペース名を入力し、[保存]をクリックします。画面は「コールセンタ部門」を入力した場合の例となり

ます。 

 

 

ワークスペースの保存について 

• ストレージタイプは「CCPulse+ 7.x ストレージ」を選択してください。それ以外の形式を選択した場合、ワークスペー

スが正常に保存できない場合があります。 

• 既存のワークスペースを上書きする場合は、「ワークスペース」内に表示されるワークスペース名を選択してください。 

• 「Stat Server」の設定を変更することはできません。 
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(8) 保存が完了すると、ワークスペース名が CCPulse+のタイトルバーに表示されます。 
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1.1.4.1.2 開く 

「1.1.4.1.1 新規作成」（P.54）で作成したワークスペースを開きます。 

(1) 「ファイル」メニューから[開く]を選択します。 

 

 

(2) 「既存のワークスペースを開きます。」ダイアログが表示されます。「ワークスペース」から開くワーク

スペースを選択し、[開く]をクリックします。画面は「コールセンタ部門(リアルタイムレポート)」を開

く場合の例となります。 
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(3) ワークスペースが表示されます。 
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1.1.4.1.3 名前の変更 

「1.1.4.1.1 新規作成」（P.54）で作成したワークスペースの名前を変更します。 

(1) 「ファイル」メニューから[開く]を選択します。 

 

 

(2) 「既存のワークスペースを開きます。」ダイアログが表示されます。「ワークスペース」から名前を変更

するワークスペースを選択して右クリックし、[名前の変更]を選択します。画面は「コールセンタ部門

(リアルタイムレポート)」の名前を変更する場合の例となります。 
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(3) 名前を変更した後、[Enter]キーを押下するかワークスペース名以外のダイアログ内を選択すると、名前

が変更されます。画面は「コールセンタ部門」の名前を「コールセンタ部門_変更」に変更した場合の例

となります。 
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1.1.4.1.4 削除 

「1.1.4.1.1 新規作成」（P.54）で作成したワークスペースを削除します。 

(1) 「ファイル」メニューから[開く]を選択します。 

 

 

(2) 「既存のワークスペースを開きます。」ダイアログが表示されます。「ワークスペース」から削除するワ

ークスペースを選択して右クリックし、[削除]を選択します。画面は「コールセンタ部門」を削除する

場合の例となります。 
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(3) 削除確認のダイアログが表示されます。[はい]をクリックします。 

 

 

(4) ワークスペースが削除されます。 
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1.1.4.2 リアルタイムビューの設定 

リアルタイムビューにはワークスペースで設定したオブジェクトのリアルタイムレポートを表示することが

可能です。テンプレートに設定されたオブジェクトの種類によって、表示できるリアルタイムビューが異な

ります。サンプルテンプレートで提供されるレポートについては、以下のとおりです。 

 

[ 凡例 ●：出力可 空欄：出力不可 ] 

項目 リアルタイムビューの概要 

サンプルテンプレート 

キ
ュ
ー 

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト 

グ
ル
ー
プ 

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト 

リアルタイムビュー 対象オブジェクトのリアルタイムビューを作成。 ● ● ● 

メンバー用のリアルタイムビュー 対象オブジェクト（エージェントグループ）に含まれる全て

のエージェント一覧を対象としたリアルタイムビューを作

成。 

 ●  

リアルタイム V/AG 動的メンバーシップ 対象オブジェクト（エージェントグループ）に含まれるエー

ジェントのうち、ログインしているエージェントのみを動的

に表示の対象としたリアルタイムビューを作成。 

 ●  

 

出力可能な項目について 

• 環境構築サポートによるカスタマイズを行った場合に出力可能な項目については、環境構築ベンダーへご確認ください。 

• CCPulse+による「履歴ビュー」機能は Arcstar Contact Center 2.0 ではご利用いただけません。履歴に関するレポート

を参照する場合は、ヒストリカルレポートをご利用ください。 

 

リアルタイム V/AG 動的メンバーシップの最大オブジェクト数について 

• リアルタイム V/AG 動的メンバーシップにおける 1 つのリアルタイムビュー内に選択/表示可能なオブジェクト（エージ

ェント等）の最大数は 450 となります。 

• 450 を超えたオブジェクトのレポートを同時に表示する場合は、複数のリアルタイムビューに分けて設定してください。 

• サンプルテンプレートを使用する場合でも、テンプレートを作成して使用する場合でも、オブジェクトの最大数は 450

となります。最大数を変更することはできません。 
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1.1.4.2.1 新規作成 

(1) オブジェクトペインから、リアルタイムビューを作成したいオブジェクトを選択して右クリックし、表

示するリアルタイムビューを選択します。画面はエージェントグループである「コールセンタ部門」を

選択し、[リアルタイムビューの作成]を選択した場合の例となります。 

 

 

オブジェクトの自動追加/削除について 

• リアルタイムビューに表示設定を行っているオブジェクト（エージェントグループなど）が GAX から新たに作成される

と、該当のオブジェクトはログイン中の全エージェントの CCPulse+のリアルタイムビューに自動的に追加されます。 

• 自動的に追加されたオブジェクトを削除するには、該当オブジェクトを右クリックして[削除]を選択してください。 

• リアルタイムビューに表示設定を行っているオブジェクト（エージェントグループなど）が GAX から削除されると、該

当のオブジェクトはログイン中の全エージェントの CCPulse+のリアルタイムビューから自動的に削除されます。 

 

 

 

  



 

69 

(2) 「リアルタイム データ テンプレート」ダイアログが表示されます。使用するテンプレートを選択し、

[OK]をクリックします。画面はサンプルテンプレート「AgentGroupReport」を選択した場合の例とな

ります。 

 

 

複数オブジェクトの選択について 

• 同種のオブジェクトの場合は、複数選択することで同一リアルタイムレポート内に値を表示する事が可能です。 

• 複数選択する場合は、Ctrl ボタンを押しながらオブジェクトを選択してください。 

 

利用できるテンプレートについて 

• サンプルテンプレートが利用できるオブジェクトは、エージェント/エージェントグループ/ルーティングポイント・バー

チャルキューとなります。それ以外のオブジェクトを選択した場合、環境構築サポートでカスタマイズテンプレートを作

成した場合を除き、選択できるテンプレートはありません。 

 

 

  



 

70 

(3) レポートビューに選択したテンプレートのリアルタイムレポートが表示されます。 

 

 

複数レポートの表示について 

• 複数のレポートを表示させる場合は、(1)（P.68）から本手順までを繰り返し実施してください。新たなリアルタイムレ

ポートのタブが作成されます。 

 

リアルタイムビューの設定の保存について 

• 選択したオブジェクトやテンプレートの設定は、ワークスペースを保存すると合わせて保存されます。ワークスペースの

保存方法は「1.1.4.1.1 新規作成」/(6)（P.58）を参照してください。 
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1.1.4.2.2 変更 

ワークスペース作成時に設定したオブジェクトの種類の範囲で、リアルタイムレポートを表示する対象とな

るオブジェクトを追加することが可能です。 

 

変更機能について 

• オブジェクトの種類（エージェントグループ/キューなど）を追加することはできません。ワークスペース作成時に選択

されていないオブジェクトを追加したい場合は、「1.1.4.1 ワークスペースの設定」（P.53）の手順に従って、ワークス

ペースを再作成する必要があります。 

 

(1) オブジェクトペイン内を右クリックし、[オブジェクトの選択]を選択します。 

 

 

非表示の表示について 

• 非表示設定されている項目を表示します。非表示設定はテンプレートで行います。 
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(2) 「構成ウィザード- オブジェクトインスタンス」ダイアログが表示されます。追加したいオブジェクト

にチェックを入れ、[完了]をクリックします。画面はエージェントグループである「大阪センタ」を新

たに追加する場合の例となります。 

 

 

(3) オブジェクトペインに選択したオブジェクトが追加されます。 
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(4) 追加されたオブジェクトのリアルタイムレポートを表示する場合は、該当オブジェクトの右クリックか

ら[ビューに追加]を選択します。画面は「大阪センタ」を追加する場合の例となります。 

 

 

(5) 「ビューを選択」ダイアログが表示されます。リアルタイムレポートを表示するリアルタイムビューに

チェックを入れ、[OK]をクリックします。画面は[AgentGroupReport]を選択した場合の例となりま

す。 
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(6) リアルタイムビューにリアルタイムレポートが表示されます。 

 

 

 

  



 

75 

1.1.4.2.3 非表示 

リアルタイムビューの非表示とすることが可能です。 

 

(1) 非表示または削除したいリアルタイムビューのタブの「×」（閉じる）をクリックします。画面は

「AgentGroupReport」を非表示とする場合の例となります。 

 

 

保存されていないリアルタイムビューを閉じる場合について 

• リアルタイムビュー作成後にワークスペースが保存されていない場合は、以下のダイアログが表示されます。 

 

 

• [はい]をクリックすると、リアルタイムビューは削除されます。再度表示する場合は、「1.1.4.2.1 新規作成」（P.68）

の手順に従って再度リアルタイムビューを作成する必要があります。 

• [いいえ]をクリックすると、リアルタイムビューは次頁以降の手順と同様に非表示となります。ワークスペースのリアル

タイムビュー設定は上書き保存されます。 
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(2) リアルタイムビューが非表示となります。 

 

 

再表示と削除について 

• 非表示となったリアルタイムビューは、「1.1.3.3 ビューペイン」（P.39）で[休止する]を選択した状態となります。再

度表示させる場合は、同画面の[アクティブにする]を選択します。 

• リアルタイムビューを削除する場合は、「1.1.3.3 ビューペイン」（P.39）で[削除]を選択します。 

 

 

 

 

  



 

77 

1.1.4.3 画面表示設定 

ワークスペース内の画面表示設定が可能です。設定内容は設定を行ったクライアント PC でのみ有効です。 

(1) 「ツール」メニューから[設定]を選択します。 

 

 

(2) 「設定」ダイアログが表示されます。画面表示設定の変更は全てこのダイアログから行います。 
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1.1.4.3.1 全般 

言語設定が表示されます。 

 

 

Arcstar Contact Center 2.0 では以下の設定で動作確認を行っております。設定を変更した場合の動作につ

いては保証しておりませんので、予めご了承ください。 

 

項目 設定 

言語 インタフェース <Microsoft Windws と同様> 

ヘルプ <インタフェース言語と同様> 

タスクバーを使って対話することができます チェックを入れない 
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1.1.4.3.2 更新頻度 

更新頻度設定が表示されます。 

 

 

Arcstar Contact Center 2.0 では以下の設定で動作確認を行っております。設定を変更した場合の動作につ

いては保証しておりませんので、予めご了承ください。 

 

項目 設定 

DeltaAvgTime 2 

DeltaTotalTime 10 

DeltaCntCalls 1 

IntervalForCurrentUpdate 2 

HistoricalUpdateFrequency 60 

NotifyEvery 60 
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1.1.4.3.3 状況表示 

状況表示設定が表示されます。ステータスの表示に関するアイコン/色の変更が可能です。 

 

 

項目 設定概要 

状況のチェック 規定された状況に対して、アイコンを表示するか「？」アイコンを表示するかを選択

します。チェックを外すと「？」アイコンの表示となります。任意のアイコンに変更

することはできません。変更を反映するためには、CCPulse+の再起動が必要です。 

タイプ Stat サーバに設定された種別です。変更することはできません。 

SDNA：Directory Number Action（番号に関する状況） 

SRPA：Routing Point Action（ルーティングポイントに関する状況） 

SCMPA：Campaign Action（キャンペーンに関する状況） 

色 リアルタイムビューのグラフの表示色を設定します。設定後、即時適用されます。 
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1.1.4.3.4 テーブルビュー 

リアルタイムビュー設定が表示されます。テーブルの表示に関する変更が可能です。設定変更は即時反映さ

れます。 

 

 

項目 設定 

色 テーブルの表示色を設定します。 

フォント テーブルヘッダ テーブルヘッダのフォントを設定します。 

テーブルボディ テーブルボディ（本体）のフォントを設定します。 

グリッド ソート間隔 テーブルに設定されたソートの適用間隔(秒)を設定します。 
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1.1.4.3.5 グラフビュー 

リアルタイムビュー設定が表示されます。グラフの表示に関する変更が可能です。設定変更は即時反映され

ます。 

 

 

項目 設定 

色 グラフの表示色を設定します。 

フォント グラフタイトル グラフタイトルのフォントを設定します。 

グラフ軸 グラフ軸のフォントを設定します。 

チャート データラベルを表示 データラベルが表示されるグラフのデータラベル表示を設定します。 

データラベルを表示(サムネイル） 
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1.1.4.4 しきい値の作成 

レポートの出力対象となっている個々のオブジェクト（エージェントなど）に対して、リアルタイムレポー

トの値をしきい値として表示色の変更などのアクション（動作）を設定することが可能です。 

 

しきい値の設定については、サンプルテンプレート向けにオブジェクト「キュー」に対して「3 以上」が用

意されています。それ以外のオブジェクトに対するしきい値の設定を行う場合は、スクリプトの作成が必要

となります。 

 

しきい値の設定について 

• しきい値を設定するためには、CCPulse+のスクリプトに関する知見が必要となるため、環境構築サポートのご利用が前

提となります。 

• 環境構築サポートメニューをご利用にならない場合でも本章の手順に従って設定を行う事は可能ですが、動作仕様に関す

るお問合せの対象外となりますので予めご了承願います。 

 

(1) 「ツール」メニューから[しきい値ウィザード]を選択します。 
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(2) 「しきい値の選択」ダイアログが表示されます。しきい値の作成、変更、削除は全てこの画面から設定

します。 
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1.1.4.4.1 新規作成 

(1)  [しきい値ウィザード]ダイアログの「利用できるオブジェクト」からしきい値を設定するオブジェクト

にチェックを入れ、[新しいスクリプト]が選択されていることを確認して[次へ]をクリックします。画面

は「エージェント」に対してしきい値を作成する場合の例となります。 

 

 

複数オブジェクトへの設定について 

• 複数オブジェクトに対して同一のしきい値を作成する場合は、対象のオブジェクト全てにチェックを入れてください。 

• 対象のオブジェクトを選択すると同一のしきい値が設定可能なオブジェクトに対してのみ、チェックボックスが表示され

ます。 
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(2) [しきい値作成ページ」ダイアログが表示されます。設定を入力します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

しきい値名 ● しきい値の名前を入力する。 • 半角文字（カナ英数字・一部の記号）が利

用可能 

• 以下の半角記号は利用不可 

^&*+=|\[]:;,!?”/<> 

• 全角文字が利用可能 

• 半角/全角いずれも最大 25 文字まで 

• 既存のしきい値名と重複していると[完了]

が有効化されない 

しきい値スクリプト ● しきい値のスクリプトを入力する。 • デフォルトで StatValue（値）のサンプル

が入力されている 

タイムアウトを設定  スクリプト実行のタイムアウトを設定する。 非活性(設定不可) 

実行データ( ) 
 テスト実行時の変数の値を設定する。  

テスト( )  スクリプトの実行テストを行う。 • テストがエラーになると[完了]が有効化さ

れない 
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(3) [テスト]をクリックします。 
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(4) テスト結果が表示されます。[OK]をクリックします。 

 

 

テストについて 

• テストは「実行データ」に入力された変数の値に基づいてスクリプトを実行し、その結果を「戻り値」として表示しま

す。 

• スクリプトのテストに失敗すると、以下のダイアログが表示されます。スクリプトの記述を確認してください。テストが

成功するまで、[完了]は有効化されません。（エラーメッセージは一例です。エラーの内容により異なります。） 
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(5) [完了]をクリックします。 

 

 

(6) 作成完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして作成を完了します。 
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1.1.4.4.2 選択したスプリクトから作成 

作成済みのしきい値を元にして、新たなしきい値を作成することが可能です。 

 

(1) [しきい値ウィザード]ダイアログの「利用できるオブジェクト」から元となるしきい値が設定されてい

るオブジェクトにチェックを入れ、「利用できるしきい値」から元となるしきい値を選択し、[選択した

スクリプトから作成]が選択されていることを確認して[次へ]をクリックします。画面は「キュー」の

「3 以上」を元として、新しいしきい値を作成する場合の例となります。 

 

 

複数オブジェクトへの設定について 

• 複数オブジェクトに対して同一のしきい値を作成する場合は、対象のオブジェクト全てにチェックを入れてください。 

• 対象のオブジェクトを選択すると同一のしきい値が設定可能なオブジェクトに対してのみ、チェックボックスが表示され

ます。 
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(2) [しきい値作成ページ」がダイアログ表示されます。設定を入力します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

しきい値名 ● しきい値の名前を入力する。 • 半角文字（カナ英数字・一部の記号）が利

用可能 

• 以下の半角記号は利用不可 

^&*+=|\[]:;,!?”/<> 

• 全角文字が利用可能 

• 半角/全角いずれも最大 25 文字まで 

• 既存のしきい値名と重複していると[完了]

が有効化されない 

しきい値スクリプト ● しきい値のスクリプトを入力する。 • 選択したしきい値のスプリクトが表示され

る 

タイムアウトを設定  スクリプト実行のタイムアウトを設定する。 非活性(設定不可) 

実行データ( ) 
 テスト実行時の変数の値を設定する。  

テスト( )  スクリプトの実行テストを行う。 • テストがエラーになると[完了]が有効化さ

れない 
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(3) [テスト]をクリックします。 
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(4) テスト結果が表示されます。[OK]をクリックします。 

 

 

テストについて 

• テストは「実行データ」に入力された変数の値に基づいてスクリプトを実行し、その結果を「戻り値」として表示しま

す。 

• スクリプトのテストに失敗すると、以下のダイアログが表示されます。スクリプトの記述を確認してください。テストが

成功するまで、[完了]は有効化されません。（エラーメッセージは一例です。エラーの内容により異なります。） 
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(5) [完了]をクリックします。 

 

 

(6) 作成完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして作成を完了します。 
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1.1.4.4.3 修正 

作成済みのしきい値を修正（変更）します。 

 

(1) [しきい値ウィザード]ダイアログの「利用できるオブジェクト」から修正するしきい値が設定されてい

るオブジェクトにチェックを入れ、「利用できるしきい値」から修正するしきい値を選択し、[スクリプ

トを修正]を選択して[次へ]をクリックします。画面は「キュー」の「1 以上」を修正する場合の例とな

ります。 

 

 

複数オブジェクトへの設定について 

• 複数オブジェクトに対して同一のしきい値を作成する場合は、対象のオブジェクト全てにチェックを入れてください。 

• 対象のオブジェクトを選択すると同一のしきい値が設定可能なオブジェクトに対してのみ、チェックボックスが表示され

ます。 
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(2) [しきい値作成ページ]ダイアログが表示されます。設定を修正します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

しきい値名  変更不可  

しきい値スクリプト ● しきい値のスクリプトを入力する。 • スクリプトの修正実施前は[完了]が有効化

されている 

• スクリプトの修正を実施すると、テストが

成功するまで[完了]が有効化されない 

タイムアウトを設定  スクリプト実行のタイムアウトを設定する。 非活性(設定不可) 

実行データ( ) 
 テスト実行時の変数の値を設定する。  

テスト( )  スクリプトの実行テストを行う。 • テストがエラーになると[完了]が有効化さ

れない 
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(3) スクリプトの修正を実施した場合は、[テスト]をクリックします。 
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(4) テスト結果が表示されます。[OK]をクリックします。 

 

 

テストについて 

• テストは「実行データ」に入力された変数の値に基づいてスクリプトを実行し、その結果を「戻り値」として表示しま

す。 

• スクリプトのテストに失敗すると、以下のダイアログが表示されます。スクリプトの記述を確認してください。テストが

成功するまで、[完了]は有効化されません。（エラーメッセージは一例です。エラーの内容により異なります。） 

 

 

 

 

  



 

99 

(5) [完了]をクリックします。 

 

 

(6) 修正完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして修正を完了します。 
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1.1.4.4.4 削除 

(1) [しきい値ウィザード]ダイアログの「利用できるオブジェクト」から削除するしきい値が設定されてい

るオブジェクトにチェックを入れ、「利用できるしきい値」から削除するしきい値を選択し、[スクリプ

トを削除]を選択して[次へ]をクリックします。画面は「キュー」の「1 以上」を削除する場合の例とな

ります。 

 

 

複数オブジェクトへの設定について 

• 複数オブジェクトに対して同一のしきい値を作成する場合は、対象のオブジェクト全てにチェックを入れてください。 

• 対象のオブジェクトを選択すると同一のしきい値が設定可能なオブジェクトに対してのみ、チェックボックスが表示され

ます。 
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(2) 削除確認ダイアログが表示されます。[はい]をクリックします。 

  

 

(3) 削除完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして削除を完了します。 
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1.1.4.5 アクションの作成 

レポートの出力対象となっている個々のオブジェクト（エージェントなど）に対して、リアルタイムレポー

トの値をしきい値として表示色の変更などのアクション（動作）を設定することが可能です。 

 

アクションの設定については、サンプルテンプレート向けに「背景色変更（赤）」が用意されています。それ

以外のアクションの設定を行う場合は、スクリプトの作成が必要となります。 

 

アクションの設定について 

• アクションを設定するためには、CCPulse+のスクリプトに関する知見が必要となるため、環境構築サポートのご利用が

前提となります。 

• 環境構築サポートメニューをご利用にならない場合でも本章の手順に従って設定を行う事は可能ですが、動作仕様に関す

るお問合せの対象外となりますので予めご了承願います。 

 

(1) 「ツール」メニューから[アクションウィザード]を選択します。 
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(2)  「アクションの選択」ダイアログが表示されます。アクションの作成、変更、削除は全てこの画面から

設定します。 
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1.1.4.5.1 新規作成 

(1) 「アクションの選択」ダイアログの[新しいスクリプト]が選択されていることを確認して[次へ]をクリッ

クします。 
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(2) 「アクション作成ページ」ダイアログが表示されます。設定を入力します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

アクション名 ● アクションの名前を入力する。 • 半角文字（カナ英数字・一部の記号）が利

用可能 

• 以下の半角記号は利用不可 

^&*+=|\[]:;,!?”/<> 

• 全角文字が利用可能 

• 半角/全角いずれも最大 25 文字まで 

• 既存のアクション名と重複していると[完

了]が有効化されない 

アクションスクリプト ● アクションのスクリプトを入力する。 • デフォルトで背景色（ダーク・マゼンタ）

のサンプルが入力されている 

タイムアウトを設定  アクション実行のタイムアウトを設定する。 非活性(設定不可) 

テスト( )  アクションの実行テストを行う。 • テストがエラーになると[完了]が有効化さ

れない 
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(3) [テスト]をクリックします。画面は「背景色(緑)」を作成した場合の例となります。 

 

 

テストについて 

• スクリプトのテストに失敗すると、以下のダイアログが表示されます。スクリプトの記述を確認してください。テストが

成功するまで、[完了]は有効化されません。（エラーメッセージは一例です。エラーの内容により異なります。） 
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(4) テスト結果が表示されます。[OK]をクリックします。 

 

 

 

(5) [完了]をクリックします。 
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(6) 作成完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして作成を完了します。 
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1.1.4.5.2 選択したスプリクトから作成 

作成済みのアクションを元にして、新たなアクションを作成することが可能です。 

 

(1) [アクションの選択]ダイアログの「利用できるアクション」から元となるアクションを選択し、[選択し

たスクリプトから作成]が選択されていることを確認して[次へ]をクリックします。画面は「背景色変更

（赤）」を元として、新しいアクションを作成する場合の例となります。 
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(2) 「アクション作成ページ」ダイアログが表示されます。設定を入力します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

アクション名 ● アクションの名前を入力する。 • 半角文字（カナ英数字・一部の記号）が利

用可能 

• 以下の半角記号は利用不可 

^&*+=|\[]:;,!?”/<> 

• 全角文字が利用可能 

• 半角/全角いずれも最大 25 文字まで 

• 既存のアクション名と重複していると[完

了]が有効化されない 

アクションスクリプト ● アクションのスクリプトを入力する。 • 選択したアクションのスプリクトが表示さ

れる 

タイムアウトを設定  アクション実行のタイムアウトを設定する。 非活性(設定不可) 

テスト( )  アクションの実行テストを行う。 • テストがエラーになると[完了]が有効化さ

れない 
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(3) [テスト]をクリックします。画面は「背景色変更（青）」を作成した場合の例となります。 

 

 

テストについて 

• スクリプトのテストに失敗すると、以下のダイアログが表示されます。スクリプトの記述を確認してください。テストが

成功するまで、[完了]は有効化されません。（エラーメッセージは一例です。エラーの内容により異なります。） 
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(4) テスト結果が表示されます。[OK]をクリックします。 

 

 

(5) [完了]をクリックします。 

 

 

  



 

113 

(6) 作成完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして作成を完了します。 
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1.1.4.5.3 修正 

作成済みのアクションを修正（変更）します。 

 

(1) [アクションの選択]ダイアログの「利用できるアクション」から修正するアクションを選択し、[スクリ

プトを修正]が選択されていることを確認して[次へ]をクリックします。画面は「背景色変更(緑)」を修

正する場合の例となります。 
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(2) 「アクション作成ページ」ダイアログが表示されます。設定を修正します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

アクション名  変更不可  

アクションスクリプト ● アクションのスクリプトを入力する。 • スクリプトの修正実施前は[完了]が有効化

されている 

• スクリプトの修正を実施すると、テストが

成功するまで[完了]が有効化されない 

タイムアウトを設定  アクション実行のタイムアウトを設定する。 非活性(設定不可) 

テスト( )  アクションの実行テストを行う。 • テストがエラーになると[完了]が有効化さ

れない 
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(3) スクリプトの修正を実施した場合は、[テスト]をクリックします。 

 

 

テストについて 

• スクリプトのテストに失敗すると、以下のダイアログが表示されます。スクリプトの記述を確認してください。テストが

成功するまで、[完了]は有効化されません。（エラーメッセージは一例です。エラーの内容により異なります。） 

 

 

 

 

  



 

117 

(4) テスト結果が表示されます。[OK]をクリックします。 

 

 

(5) [完了]をクリックします。 
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(6) 修正完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして作成を完了します。 
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1.1.4.5.4 削除 

(1) [アクションの選択]ダイアログの「利用できるアクション」から削除するアクションを選択し、[スクリ

プトを削除]が選択されていることを確認して[次へ]をクリックします。画面は「背景色(緑)」を削除す

る場合の例となります。 
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(2) 削除確認ダイアログが表示されます。[はい]をクリックします。 

 

 

(3) 削除完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして削除を完了します。 
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1.1.4.6 インポート/エクスポートユーティリティ 

CCPulse+で作成したテンプレート/しきい値/アクション/ワークスペースをインポートまたはエクスポート

します。 

 

(1) 「ツール」メニューから[インポート/エクスポート]を選択します。 
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(2) 「ツール」メニューから[インポート/エクスポート]を選択します。インポート/エクスポートの設定を入

力します。 

 

 

 

フィールド名 入力値 備考 

オブジェクトタイプ インポート/エクスポートするオブジェクトを選択する。 

テンプレート 

 しきい値 

 アクション 

 テンプレート 

 

ストレージ 1/2 のタイプ インポート/エクスポート先の種別を選択する 

 CCPulse+ 7.x ストレージ（内部設定） 

 CCPulse+ バイナリデータファイル（外部ファイル） 

 CCPulse+ XML データファイル（外部ファイル） 

• 1 を CCPulse+ストレージ、2 をデータフ

ァイルとした場合は、エクスポートとなる 

• 1 をデータファイル、2 を CCPulse+スト

レージとした場合は、インポートとなる 

ストレージ 1/2 のパス インポート/エクスオート先のパスを選択する。 

ストレージ 1/2 の内容 指定したパスに存在するオブジェクトのうち、指定したオブ

ジェクトタイプと一致するオブジェクトを表示する 

コピー（ / ） ストレージ 1/2 間でオブジェクトをコピーする • 対象のオブジェクトを選択すると有効化 

リフレッシュ（ ） ストレージの表示内容を更新する  

名前の変更（ ） オブジェクトの名前を変更する • 対象のオブジェクトを選択すると有効化 

削除（ ） オブジェクトを削除する • 対象のオブジェクトを選択すると有効化 
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(3) [閉じる]をクリックするとエクスポート/インポートします。上書き保存される場合でも確認メッセージ

の表示はありません。 
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1.1.5 CCPulse+サンプルテンプレート 

環境構築サポートでのカスタマイズを前提とした「サンプルテンプレート」を提供しています。ご利用の環

境によりカスタマイズを行わないと表示が正常に行えない場合がありますので、ご了承ください。 

 

また、Arcstar Contact Center 2.0 ご利用開始時から環境構築サポートをご利用いただき、レポートの表示

項目カスタマイズを実施されている場合は、本項でご案内するサンプルテンプレートはご利用いただけない

場合がありますのでご了承ください。 

 

1.1.5.1 キューレポート 

キュー単位でのレポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりとなります。 

No. 項目 概要 備考 

1 放棄数 対象キューに積滞している間に放棄された呼数を表

示する。 

• エージェント呼出が開始された後の放棄は

カウント対象外 

2 応答数 応答した呼数を表示する。 • インバウンドの場合はエージェントの応答

をカウント 

• アウトバウンドの場合は発信先の応答をカ

ウント 

3 応答数(着信) エージェントがインバウンドコールに応答した呼数

を表示する。 

 

4 着信数 キューに着信した呼数を表示する。  

5 アウトバウンドコール数 アウトバウンドキャンペーンの呼数を表示する。 • プレディティブ/プログレッシブでの発信

のみ 

6 待ち呼数 現在の待ち呼数を表示する。  

7 応答率 キューに対する応答率を表示する。 • 「No.3 の応答数(着信)」÷「No.4 の着信

数×100」で算出する 
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1.1.5.2 エージェントグループ 

エージェントグループ単位でのレポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりとなります。 

No. 項目 概要 備考 

1 ステータス 現在のグループステータス及び経過時間を表示す

る。グループステータスの表示内容は備考のとお

り。 

• アイコン表示とエージェントの状態の詳

細は、次頁の補足事項を参照 

• 毎日 0 時の累計値リセット対象外 

2 インバウンドコール数 エージェントが応答したインバウンドの呼数を表

示する。 

 

3 アウトバウンドコール数 外線発信に対して発信先が応答した呼数を表示す

る。 

 

4 着信数 エージェントに着信した呼数を表示する。 • 呼出開始でカウント 

5 応答数 エージェントが応答した呼数を表示する。 • インバウンドはエージェント応答 

• アウトバウンドは発信先応答 

6 放棄数 エージェントグループに外線が着信したタイミン

グで放棄された呼数を表示する。 

• 引継ぎ転送中に発信元が切断した場合は

カウント対象外 

• 無条件転送中に発信元が切断した場合は

カウント対象 

7 対応中件数 エージェントが通話対応しているインバウンド/ア

ウトバウンドの呼数(合算)を表示する。 

 

8 長時間通話呼数 同一のステータスが長時間維持されている通話の

合計数を表示する。 

• 30 分以上、同一のステータス（通話/保

留など）が維持されている件数をカウン

トする。 

9 離席回数 エージェントが離席した件数を表示する。 • ログイン時の初期ステータスによる離席

もカウント対象 

• コールフローで不応答時に自動離席する

設定とした場合もカウント対象 

10 受付可能件数 ステータスを受付可能に設定しているグループ内

のエージェント数を表示する。 

 

11 後処理件数 ステータスを後処理に設定しているグループ内の

エージェント数を表示する。 

 

12 ログインしてからの経過時

間 

エージェントがログインしてからの経過時間を表

示する。 

• グループ内ログイン中エージェントの合

算 

13 平均応答時間 エージェントに外線が着信してから応答するまで

の時間の平均を表示する。 

• 引継ぎ転送の応答時間は対象外 

14 応答率 応答率を表示する。 • 「No.2:インバウンドコール数」÷

「No.4:着信数」×100 で算出 
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ステータスについて 

• オブジェクトペインのアイコン表示とビューのステータス表示に対応するエージェントの状態は以下のとおりです。 

 オブジェクトペインの

アイコン表示 
ビューのステータス表示 エージェントの状態 

 

  LoggedOut ログインしているエージェントがいない  

  NotReadyForNextCall 受付可のエージェントがいない  

  WaitForNextCall 受付可のエージェントが 1 人以上いる  

  Monitored グループにエージェントがいない  

 

 

出力項目のうち、発信/着信/放棄のカウントに関する項目のカウント基準は以下のとおりです。 

 

[○：カウント対象 ×：カウント対象外] 

種別 No 項目 内線 外線 アウトバウンド 

通
常 

発
着
し
た
通
話
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ン
サ
ル
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ー
チ
ン
グ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
会
議
で
受
け
る 

通
常 

発
着
し
た
通
話
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ン
サ
ル
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ー
チ
ン
グ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
会
議
で
受
け
る 

プ
レ
ビ
ュ
ー 

プ
レ
デ
ィ
ク
テ
ィ
ブ 

プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ 

着
信 

2 インバウンドコール数 × × × × × ○ ○ × ○ × × × × 

4 着信数 × × × × × ○ ○ × ○ × × × × 

5 応答数 × × × × × ○ ○ × ○ × × 
○ 

[※3] 

○ 

[※3] 

着
信 

放
棄 

6 放棄数 × × × × × ○ ○ × ○ × × 
○ 

[※3] 

○ 

[※3] 

発
信 

3 アウトバウンドコール数 × × × × × ○ 
○ 

[※1] 
× 

○ 

[※2] 
× ○ 

○ 

[※3] 

○ 

[※3] 
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[※1] 

• 外線発信した通話のインスタント転送に応答した時点で、「アウトバウンドコール数：1」と「応答数：1」がカウントさ

れる。 

 

[※2] 

• 実施予約済みの場合はモニタリング/コーチング対象のエージェントと外線の通話が成立した時点で、通話中開始の場合

はスーパーバイザが開始操作を行った時点で、モニタリング/コーチングを実施するスーパーバイザに「アウトバウンド

コール数：1」がカウントされる。モニタリング/コーチングの着信にスーパーバイザが応答すれば、スーパーバイザに

「応答数：1」がカウントされ、応答しない場合や応答する前にエージェントと外線の通話が終了した場合は、スーパー

バイザに「放棄数：1」がカウントされる。 

 

[※3] 

• アウトバウンドキャンペーンによる発信に対して発信先が応答し、エージェントが呼出に応答した時点で、エージェント

に「応答数：1」と「アウトバウンドコール数：1」がカウントされる。エージェントが呼出に応答しなかった場合は、放

棄数も含め、いずれの項目にもカウントされない。 
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1.1.5.3 エージェント 

エージェント単位でのレポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりとなります。 

No. 項目 概要 備考 

1 ステータス 現在のエージェントステータス及び経過時間を表

示する。 

• アイコン表示とエージェントの状態の詳

細は、次頁の補足事項を参照 

• 毎日 0 時の累計値リセット対象外 

2 インバウンドコール数 エージェントが応答したインバウンドの呼数を表

示する。 

 

3 アウトバウンドコール数 外線発信に対して発信先が応答した呼数を表示す

る。 

 

4 着信数 エージェントに着信した呼数を表示する。 • 呼出開始でカウント 

5 応答数 エージェントが応答した呼数を表示する。 • インバウンドはエージェント応答 

• アウトバウンドは発信先応答 

6 放棄数 エージェントに外線が着信したタイミングで放棄

された呼数を表示する。 

• 引継ぎ転送中に発信元が切断した場合は

カウント対象外 

• 無条件転送中に発信元が切断した場合は

カウント対象 

7 対応中件数 エージェントが通話対応しているインバウンド/ア

ウトバウンドの呼数(合算)を表示する。 

• 内線通話はカウント対象外 

8 長時間通話呼数 同一のステータスが長時間維持されている通話を

表示する。 

• 30 分以上、同一のステータス（通話/保

留など）が維持されている件数をカウン

トする。 

9 離席回数 エージェントが離席した件数を表示する。 • ログイン時の初期ステータスによる離席

もカウント対象 

• コールフローで不応答時に自動離席する

設定とした場合もカウント対象 

10 ログインしてからの経過時

間 

エージェントがログインしてからの経過時間を表

示する。 

 

11 平均応答時間 エージェントに外線が着信してから応答するまで

の時間の平均を表示する。 

• 引継ぎ転送の応答時間は対象外 

12 通話時間 エージェントが通話していた時間を表示する。 • グループ内ログイン中エージェントの合

算 

13 応答率 応答率を表示する。 • 「No.2:インバウンドコール数」÷

「No.4：着信数」×100 で算出 
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ステータスについて 

• オブジェクトペインのアイコン表示とビューのステータス表示に対応するエージェントの状態は以下のとおりです。 

 オブジェクトペインの

アイコン表示 
ビューのステータス表示 エージェントの状態 

 

  LoggedOut ログアウト  

  NotReadyForNextCall 準備中（離席理由あり/なし）・応答不可  

  WaitForNextCall 受付可  

  CallRinging 外線/内線着信中（受付可だった場合のみ）  

  CallInbound 通話中（外線着信）  

  CallDialing 外線/内線発信中（受付可だった場合のみ）  

  CallOutbound 通話中（外線発信）  

  CallOnHold 保留中  

  CallConsult 引継通話中  

  CallInternal 内線通話中  

  AfterCallWork 後処理  

 

 

 

出力項目のうち、発信/着信/放棄のカウントに関する項目のカウント基準は次頁を参照してください。 
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[○：カウント対象 ×：カウント対象外 △：条件により異なる] 

種別 No 項目 内線 外線 アウトバウンド 

通
常 

発
着
し
た
通
話
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ン
サ
ル
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ー
チ
ン
グ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
会
議
で
受
け
る 

通
常 

発
着
し
た
通
話
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ン
サ
ル
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ー
チ
ン
グ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
会
議
で
受
け
る 

プ
レ
ビ
ュ
ー 

プ
レ
デ
ィ
ク
テ
ィ
ブ 

プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ 

着
信 

2 インバウンドコール数 × × × × × ○ 
△ 

[※1] 
× × × × × × 

4 着信数 × × × × × ○ 
△ 

[※1] 
× × × × × × 

5 応答数 × × × × × ○ ○ × ○ × × 
○ 

[※4] 

○ 

[※4] 

着
信 

放
棄 

6 放棄数 × × × × × ○ ○ × ○ × × 
○ 

[※4] 

○ 

[※4] 

発
信 

3 アウトバウンドコール数 × × × × × ○ 
○ 

[※2] 
× 

○ 

[※3] 
× ○ 

○ 

[※4] 

○ 

[※4] 

 

[※1] 

• 同じエージェントグループに所属するエージェントから転送を受けた場合はカウントされない。異なるエージェントグル

ープに所属するエージェントから転送を受けた場合は、転送に応答した時点で着信したエージェントが所属するエージェ

ントグループに「インバウンドコール数：1」と「着信数：1」がカウントされる。 

 

[※2] 

• エージェントが外線発信した通話のインスタント転送に応答した時点で、インスタント転送先のエージェントが所属する

エージェントグループに「アウトバウンドコール数：1」と「応答数：1」がカウントされる。 
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[※3] 

• 実施予約済みの場合はモニタリング/コーチング対象のエージェントと外線の通話が成立した時点で、通話中開始の場合

はスーパーバイザが開始操作を行った時点で、モニタリング/コーチングを実施するスーパーバイザが所属するエージェ

ントグループに「アウトバウンドコール数：1」がカウントされる。モニタリング/コーチングの着信にスーパーバイザが

応答すれば、スーパーバイザが所属するエージェントグループに「応答数：1」がカウントされ、応答しない場合や応答

する前にエージェントと外線の通話が終了した場合はスーパーバイザが所属するエージェントグループに「放棄数：1」

がカウントされる。 

 

[※4] 

• アウトバウンドキャンペーンによる発信に対して発信先が応答し、エージェントが呼出に応答した時点で、応答したエー

ジェントが所属するエージェントグループに「応答数：1」と「アウトバウンドコール数：1」がカウントされる。エージ

ェントが呼出に応答しなかった場合は、放棄数も含め、いずれの項目にもカウントされない。 
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1.1.5.4 テンプレートの作成 

 

テンプレートの作成について 

• CCPulse+用テンプレート作成は、NTT ドコモビジネスの環境構築サポートメニューをご利用いただく場合において、

NTT ドコモビジネスまたは NTT ドコモビジネスの委託を受けた環境構築ベンダーが利用する項目となります。 

• 環境構築サポートメニューをご利用にならない場合でも以下の手順で作成を行う事は可能ですが、動作保証の対象外とな

りますので、予めご了承ください。 

 

(1) 「ツール」メニューから[テンプレートウィザード]を選択します。 
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(2) 「テンプレート定義]ダイアログが表示されます。テンプレートの作成、変更、削除は全てこの画面から

設定します。 
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1.1.5.4.1 新規作成 

(1) 「テンプレート定義」ダイアログから作成するテンプレートで利用するオブジェクトを選択し、[新しい

テンプレートを作成]が選択されていることを確認して[次へ]をクリックします。画面は「キューのグル

ープ」を選択した場合の例となります。 

 

 

 

複数オブジェクトへの設定について 

• 複数オブジェクトに対して同一のテンプレートを作成する場合は、対象のオブジェクト全てにチェックを入れてくださ

い。 

• 対象のオブジェクトを選択すると同一のテンプレートが設定可能なオブジェクトに対してのみ、チェックボックスが表示

されます。 
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(2) 「事前定義の統計」ダイアログが表示されます。テンプレート名を設定します。画面は[キュー別グルー

プ]を入力した場合の例となります。 

 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

テンプレート名 ● テンプレートの名前を入力する。 • 半角文字（カナ英数字・一部の記号）が利

用可能 

• 以下の半角記号は利用不可 

^&*+=|\[]:;,!?”/<> 

• 全角文字が利用可能 

• 半角/全角いずれも最大 25 文字まで 

• 既存のテンプレート名と重複していると保

存できない 
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(3) [新しいグループ]をクリックしてグループを作成します。 

 

 

(4) 「利用できる統計」から利用する統計を選択し、[統計を追加します]をクリックします。画面は

「Average Time」の「AverAbandCallTime」を追加する場合の例となります。 
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(5) 「指定された統計」に統計が追加されます。統計のみの追加でテンプレートを作成する場合は、引き続

き(7)（P.139）の手順から実施してください。統計を利用した式を定義する場合は、次頁の(6)の手順か

ら実施してください。 

 

 

セッション無効化への対応について 

• 1 つのテンプレートにおいて 1 つ以上の統計値の「区別なし」設定を「0」にすることを推奨します。この設定により、

状態変化が無い場合でも更新間隔の設定に基づいて StatServer と通信を行います。 

• Arcstar Contact Center 2.0 では CCPulse+と StatServer 間の通信が 60 分以上発生しない場合、セッションが無効化

されます。統計値に変化がない状態（エージェントのログインやログアウトがない、通話ない、など）が 60 分以上継続

すると、セッション無効化によりそれ以降は CCPulse+のステータス表示が変更されなくなります。 

• 「区別なし」設定を「0」としない場合において CCPulse+のステータス表示が更新されなくなった場合は、F5 キーを押

下し手動更新を行うことで最新の状態を反映させることが可能です。 

 

統計の設定変更について 

• 選択した統計グループ/統計の名前を変更する場合は、「名前の変更」( )をクリックしてください。 

• 選択した統計を「指定された統計」から削除する場合は、「削除」（ ）をクリックしてください。 

• 選択した統計の設定を変更する場合は、「プロパティ」（ ）をクリックしてください。 
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(6) [公式]をクリックします。式が追加されます。 

 

 

式の設定変更について 

• 選択した式の名前を変更する場合は、「名前の変更」( )をクリックしてください。 

• 選択した式を「指定された統計」から削除する場合は、「削除」（ ）をクリックしてください。 

• 選択した式の設定を変更する場合は、「プロパティ」（ ）をクリックしてください。 
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(7) 統計の設定が完了したら、[次へ]をクリックします。 
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(8) 「グラフ」ダイアログが表示されます。グラフ表示を設定します。 

 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

色の設定 ● グラフの表示色を設定する。  

グラフの設

定 

タイトル ● リアルタイムビューに表示するグラフの名前を入

力する。 

• 半角文字（カナ英数字・一部の記号）が利

用可能 

• 以下の半角記号は利用不可 

^&*+=|\[]:;,!?”/<> 

• 全角文字が利用可能 

• 半角/全角いずれも最大 25 文字まで 

• 既存のグラフ名と重複していると保存でき

ない 

ギャラリタ

イプ 

● グラフの種類を設定する。  

グリッド ● グリッドの表示を設定する。  

 

ギャラリタイプの設定について 

• 表示するデータ量に応じて、テンプレートの設定に関わらず CCPulse+が自動的に表示が軽量な「2D 棒グラフ」/「2D

列グラフ」に表示を置き換える場合があります。 
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(9) [完了]をクリックします。 

 

 

(10)作成完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして作成を完了します。 
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1.1.5.4.2 選択したテンプレートから作成 

作成済みのテンプレートを元にして、新たなテンプレートを作成することが可能です。 

 

(1) [テンプレート定義]ダイアログの「利用できるオブジェクトタイプ」から元となるテンプレートが設定

されているオブジェクトを選択し、「利用できるテンプレート」から元となるテンプレートを選択しま

す。[選択したテンプレートから作成]が選択されていることを確認して[次へ]をクリックします。画面は

オブジェクトタイプ「キューのグループ」の「キュー別グループ」テンプレートを元として、新しいテ

ンプレートを作成する場合の例となります。 

 

 

複数オブジェクトへの設定について 

• 複数オブジェクトに対して同一のテンプレートを作成する場合は、対象のオブジェクト全てにチェックを入れてくださ

い。 

• 対象のオブジェクトを選択すると同一のテンプレートが設定可能なオブジェクトに対してのみ、チェックボックスが表示

されます。 
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(2) 「事前定義の統計」ダイアログが表示されます。テンプレート名を設定します。画面は[キュー別グルー

プ 2]を入力した場合の例となります。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

テンプレート名 ● テンプレートの名前を入力する。 • 半角文字（カナ英数字・一部の記号）が利

用可能 

• 以下の半角記号は利用不可 

^&*+=|\[]:;,!?”/<> 

• 全角文字が利用可能 

• 半角/全角いずれも最大 25 文字まで 

• 既存のテンプレート名と重複していると保

存できない 
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(3) 統計の設定が完了したら、[次へ]をクリックします。 

 

 

セッション無効化への対応について 

• 1 つのテンプレートにおいて 1 つ以上の統計値の「区別なし」設定を「0」にすることを推奨します。この設定により、

状態変化が無い場合でも更新間隔の設定に基づいて StatServer と通信を行います。 

• Arcstar Contact Center 2.0 では CCPulse+と StatServer 間の通信が 60 分以上発生しない場合、セッションが無効化

されます。統計値に変化がない状態（エージェントのログインやログアウトがない、通話ない、など）が 60 分以上継続

すると、セッション無効化によりそれ以降は CCPulse+のステータス表示が変更されなくなります。 

• 「区別なし」設定を「0」としない場合において CCPulse+のステータス表示が更新されなくなった場合は、F5 キーを押

下し手動更新を行うことで最新の状態を反映させることが可能です。 

 

統計の設定変更について 

• 新たな統計グループを作成する場合は、「新しいグループ」( )をクリックしてください。 

• 統計を追加する場合は、「利用できる統計」から追加する統計を選択し、「統計を追加します」( )をクリックしてくだ

さい。 

• 新たな式を追加する場合は、「公式」( )をクリックしてください。 

• 選択した統計グループ/統計/式の名前を変更する場合は、「名前の変更」( )をクリックしてください。 

• 選択した統計/式を「指定された統計」から削除する場合は、「削除」（ ）をクリックしてください。 

• 選択した統計/式の設定を変更する場合は、「プロパティ」（ ）をクリックしてください。 
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(4) 「グラフ」ダイアログが表示されます。グラフ表示を設定します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

色の設定 ● グラフの表示色を設定する。  

グラフの設

定 

タイトル ● リアルタイムビューに表示するグラフの名前を入

力する。 

• 半角文字（カナ英数字・一部の記号）が利

用可能 

• 以下の半角記号は利用不可 

^&*+=|\[]:;,!?”/<> 

• 全角文字が利用可能 

• 半角/全角いずれも最大 25 文字まで 

• 既存のグラフ名と重複していると保存でき

ない 

ギャラリタ

イプ 

● グラフの種類を設定する。  

グリッド ● グリッドの表示を設定する。  

 

ギャラリタイプの設定について 

• 表示するデータ量に応じて、テンプレートの設定に関わらず CCPulse+が自動的に表示が軽量な「2D 棒グラフ」/「2D

列グラフ」に表示を置き換える場合があります。 

 

  



 

146 

(5) [完了]をクリックします。 

 

 

(6) 作成完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして作成を完了します。 
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1.1.5.4.3 修正 

作成済みのテンプレートを修正（変更）します。 

 

(1) [テンプレート定義]ダイアログの「利用できるオブジェクトタイプ」から修正するテンプレートが設定

されているオブジェクトを選択し、「利用できるテンプレート」から修正するテンプレートを選択しま

す。[選択したテンプレートを修正]が選択されていることを確認して[次へ]をクリックします。画面はオ

ブジェクトタイプ「キューのグループ」の「キュー別グループ」テンプレートを修正する場合の例とな

ります。 
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(2) 「事前定義の統計」ダイアログが表示されます。統計の設定が完了したら、[次へ]をクリックします。 

 

 

セッション無効化への対応について 

• 1 つのテンプレートにおいて 1 つ以上の統計値の「区別なし」設定を「0」にすることを推奨します。この設定により、

状態変化が無い場合でも更新間隔の設定に基づいて StatServer と通信を行います。 

• Arcstar Contact Center 2.0 では CCPulse+と StatServer 間の通信が 60 分以上発生しない場合、セッションが無効化

されます。統計値に変化がない状態（エージェントのログインやログアウトがない、通話ない、など）が 60 分以上継続

すると、セッション無効化によりそれ以降は CCPulse+のステータス表示が変更されなくなります。 

• 「区別なし」設定を「0」としない場合において CCPulse+のステータス表示が更新されなくなった場合は、F5 キーを押

下し手動更新を行うことで最新の状態を反映させることが可能です。 

 

統計の設定変更について 

• 新たな統計グループを作成する場合は、「新しいグループ」( )をクリックしてください。 

• 統計を追加する場合は、「利用できる統計」から追加する統計を選択し、「統計を追加します」( )をクリックしてくだ

さい。 

• 新たな式を追加する場合は、「公式」( )をクリックしてください。 

• 選択した統計グループ/統計/式の名前を変更する場合は、「名前の変更」( )をクリックしてください。 

• 選択した統計/式を「指定された統計」から削除する場合は、「削除」（ ）をクリックしてください。 

• 選択した統計/式の設定を変更する場合は、「プロパティ」（ ）をクリックしてください。 
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(3) 「グラフ」ダイアログが表示されます。グラフ表示を設定します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

色の設定 ● グラフの表示色を設定する。  

グラフの設

定 

タイトル ● リアルタイムビューに表示するグラフの名前を入

力する。 

• 半角文字（カナ英数字・一部の記号）が利

用可能 

• 以下の半角記号は利用不可 

^&*+=|\[]:;,!?”/<> 

• 全角文字が利用可能 

• 半角/全角いずれも最大 25 文字まで 

• 既存のグラフ名と重複していると保存でき

ない 

ギャラリタ

イプ 

● グラフの種類を設定する。  

グリッド ● グリッドの表示を設定する。  

 

ギャラリタイプの設定について 

• 表示するデータ量に応じて、テンプレートの設定に関わらず CCPulse+が自動的に表示が軽量な「2D 棒グラフ」/「2D

列グラフ」に表示を置き換える場合があります。 
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(4) [完了]をクリックします。 

 

 

(5) 修正完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして修正を完了します。 
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1.1.5.4.4 削除 

(1) [テンプレート定義]ダイアログの「利用できるオブジェクトタイプ」から削除するテンプレートが設定

されているオブジェクトを選択し、「利用できるテンプレート」から削除するテンプレートを選択しま

す。[選択したテンプレートを削除]が選択されていることを確認して[次へ]をクリックします。画面はオ

ブジェクトタイプ「キューのグループ」の「キュー別グループ」テンプレートを削除する場合の例とな

ります。 
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(2) 削除確認ダイアログが表示されます。[はい]をクリックします。 

 

 

 

(3) 削除完了のダイアログが表示されます。[OK]をクリックして削除を完了します。 
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1.2 Pulse 

本項は以下の内容で構成されています。目的に応じて各項を参照してください。 

 

項番/項目名 概要 参照先頁番号 

1

． 

Pulse の概要  P.154 

2

． 

ログイン/ログアウト Pulse へのログイン/ログアウト手順 P.157 

3

． 

Pulse 画面説明  P.163 

4. ダッシュボード レポートを取得/表示するウィジェットを配置するダッ

シュボートの設定手順 

P.172 

5 ウォールボード 専用ディスプレイなどの全画面表示向けレポート表示

機能であるウォールボードの設定手順 

P.232 

6. ウィジェット レポートを取得/表示するウィジェットの設定手順 P.293 

6. Pulse サンプルテンプレート Arcstar Contact Center 2.0 で用意している Pulse 用

のサンプルテンプレート仕様 

P.310 
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1.2.1 Pulse の概要 

1.2.1.1 機能と権限 

Pulse で利用できる機能と概要は以下のとおりです。アカウント権限により参照できる項目が異なります。 

 

[ 凡例 ●：権限あり 空欄：権限なし ] 

項目 概要 

アカウント権限 

参照先 

構
築
用
管
理
者 

テ
ナ
ン
ト
管
理
者 

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ 

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト 

ログイン/ログアウト       

 Pulse へのログイン Pulse にログインする ● ● ●  P.157 

 Pulse からのログアウト Pulse からログアウトする ● ● ●  P.162 

ダッシュボード       

 ダッシュボード設定 ダッシュボードを設定する ● ● ●  P.172 

ウォールボード       

 ウォールボード設定 ウォールボードを設定する ● ● ●  P.232 

ウィジェット       

 ウィジェット設定 ウィジェットを設定する ● ● ●  P.293 

 

アカウント権限の設定について 

• アカウント権限に対応する機能の設定および参照可否を契約者が変更することはできません。 
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1.2.1.2 画面 

Pulse の主な画面と機能の概要は以下のとおりです。 
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1.2.1.3 性能指標 

契約席数に応じて以下の性能指標内で利用いただくようお願いします。 

 

項目 契約席数 備考 

～400 席 401～1,000 席 1,001～2,000 席 

レイアウト数 100 同一ダッシュボードの場合は複数の

エージェントで使用してもレイアウ

ト数は 1 として積算 

同時接続 48  

更新インターバル(秒) 10  

総リクエスト数 70,000 「オブジェクト数 x 項目数」で積算 

 

ウィジェットの性能上限は以下のとおりです。 

項目 契約席数 

～400 席 401 席～1,000 席 1,001 席～2,000 席 

ウィジェット数 5 ウィジェット/エージェント 

ブラウザ種別 Internet Exploror 4,000 エージェント x 10 項目 

Chrome 6,000 エージェント x 10 項目 

 

性能指標を超えて利用した場合について 

• 直ちに Arcstar Contact Center 2.0 の機能が利用できなくなったり、通話が切断されたりすることはありませんが、サ

ーバ負荷の増大により各種設定や操作の反応が遅くなったり、通話品質に影響を及ぼしたりする可能性があります。 

 

テナント拡張（オプション機能）を利用している場合について 

• テナント拡張のリソース（1,000 席/2,000 席）が席数の基準となります。 
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1.2.2 ログイン/ログアウト 

1.2.2.1 ログイン 

(1) 以下の URL へアクセスします。 

 

メイン拠点 https://j1-accs.arcstarcc.net/gax  

DR 拠点 https://j2-accs.arcstarcc.net/gax • DR オプション契約者のみ利用可 

 

DR 拠点の利用について 

• 通常はメイン拠点の URL へアクセスしてください。 

• メイン拠点被災時、メンテナンス等で DR 拠点を利用する場合のみ DR 拠点の URL へアクセスしてください。 

• 同一のエージェント ID/パスワードで双方の拠点にログイン可能です。 

 

(2) GAX のログイン画面が表示されます。ユーザーID とパスワードを入力し、[Log In]をクリックします。 

 

 

ログイン画面の英語表示について 

• Chrome のシークレットモード/Internet Explorer の InPrivate ブラウズを設定している場合は、ブラウザ起動後の初回

アクセス時におけるログイン画面の表示が上記画面のように英語表示となります。ログアウト操作を行って以降、ブラウ

ザを終了するまでの間は、日本語表示となります。 

• Chrome のシークレットモード/Internet Explorer の InPrivate ブラウズを設定していない場合は、日本語表示となりま

す。 
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ID・パスワード誤り/ID 無効/アカウントロックについて 

• 入力されたユーザーID またはパスワードに誤りがある場合、入力されたユーザーID の状態がカスタマポータルで「無

効」に設定されている場合、アカウント（ユーザーID）がロックされている場合は、以下のエラーメッセージが表示され

ます。 

 

   

 

 

   

 

• 20 分以内に 5 回パスワードの入力誤りがあるとアカウントがロックされます。アカウントロックから 30 分が経過すると

自動的に解除されます。即時解除が必要な場合は、ユーザーズマニュアル「カスタマポータル編」の手順を参照してくだ

さい。（即時解除には構築用管理者の権限が必要です。） 

• アカウントがロックされると同じユーザーID を利用するアプリケーションが利用できなくなります。 

• ユーザーID の状態が「無効」に設定されている場合は、アカウントはロックされません。カスタマポータルからユーザ

ーID の状態を「有効」に設定することで、GAX へのログインが可能となります。 

 

 

  

入力誤りがある場合、「無効」設定の場合（英語/日本語） 

アカウントがロックされている場合（英語/日本語） 
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(3) GAX の初期画面が表示され、ログインが完了します。 

 

 

初期画面について 

• 初期画面に表示される内容は、ログインするアカウントの権限によって異なります。上記の画面は構築用管理者のエージ

ェントでログインした場合の例となります。 

• 初めて GAX にログインした場合/ブラウザのキャッシュ情報が削除された場合/Pulse から GAX へ遷移した場合などにお

いては、ログイン時に以下のホーム画面が表示される場合があります。 

 

 

 

  

↑ [構成]をクリックすると、上記の設定画面へ遷移します。 

 
エージェント権限の場合は[構成]メニューは表示されません。 

エージェント名のみが選択可能です。 
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(4) メニューから[Pulse]を選択します。 

 

 

(5) Pulse のログイン画面が表示されます。ユーザーID とパスワードを入力し、[ログイン]をクリックしま

す。 

 
 

ログインについて 

• GAX にログインせず、以下の URL から Pulse ログイン画面へ直接ログインすることが可能です 
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(6) Pulse が表示されます。 

 

 

初回アクセス時の表示について 

• 以下の条件に合致する場合は、該当のダッシュボードが表示されます。 

該当のエージェント ID でヒストリカルレポートの出力または CDR レポートの出力を実行した経歴がある場合 

過去に同一のエージェント ID を作成/削除し、その後再作成した場合 

• 「データベースとの接続に失敗」した旨のエラーメッセージが表示される場合がありますが、異常ではありません。該当

のメッセージが表示された場合は、ブラウザの表示更新を行ってください。 
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1.2.2.1 ログアウト 

(1) 右上のログイン中エージェントを選択し、[Log out]を選択します。 

 
 

(2) Pulse からログアウトします。 

 

 

ログアウトについて 

• Pulse からログアウトすると、GAX はログアウトされずにクローズします。GAX からログオフするには、再度 GAX にア

クセスしてからログオフする必要があります。 
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1.2.3 Pulse 画面説明 

設定済みのダッシュボード/ウォールボード/ウィジェットが表示されます。 

 

 

 

ダッシュボードの設定は「1.2.4 ダッシュボード」（P.172）、ウォールボードの説明は「1.2.5 ウォールボ

ード」（P.232）、ウィジェットの設定は「1.2.6 ウィジェット」（P.293）を参照してください。 
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ダッシュボードをドラッグすると、配置順を変更することが可能です。変更した配置順はログアウト後も保

持され、再度ログインした際には変更後の配置で表示されます。 

 

 

ウィジェットの中央部分をドラッグすると、配置を変更することが可能です。変更した配置はログアウト後

も保持され、再度ログインした際には変更後の配置で表示されます。 
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ウィジェットの右端部分をドラッグすると、ウィジェットのサイズを変更することが可能です。変更したサ

イズはログアウト後も保持され、再度ログインした際には変更後のサイズで表示されます。 

 

 

ウィジェットの配置について 

• 記録されたウィジェットの配置は、ブラウザの表示サイズを変更したり、異なる解像度のクライアント PC を利用してロ

グインしたりすることで、Pulse の描画領域サイズが変更されるとクリアされます。ウィジェットの配置は自動的に整列

されます。 
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1.2.3.1 GAX 

GAX へのアクセスが可能です。 

 

(1) GAX を選択します。 

 

 

(2) GAX に切り替わります。 

 
Pulse への直接ログイン時について 

• Pulse の URL へ直接ログインした場合は、GAXChrome のシークレットモード/Internet Explorer の InPrivate ブラウズ

を設定していない場合は、日本語表示となります 
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1.2.3.2 管理 

ダッシュボード/ウォールボード/ウィジェットの各設定画面へのアクセスが可能です。ダッシュボード設定

は「1.2.4 ダッシュボード」（P.172）、ウォールボード設定は「1.2.5 ウォールボード」（P.232）、ウィジ

ェット テンプレート設定は「1.2.6 ウィジェット」（P.293）および「1.2.7 テンプレート」（P.310）、オ

プションのインポート/エクスポート設定は「1.2.8 オプションのインポート/エクスポート」（P.337）を

参照してください。 
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1.2.3.3 Pulse アカウントメニュー 

Pulse のプリファレンスの変更、バージョン確認およびログアウトが可能です。 

 

(3) 右上のログイン中エージェントを選択します。 

 

 

(4) [プリファレンス]を選択すると言語とタイムゾーンを変更することが可能です。 
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(5) [バージョン]を選択すると Pulse のバージョンが表示されます。 
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(6) [Log out]を選択すると Pulse からログアウトします。 
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1.2.3.4 ヘルプアイコン 

製品ヘルプを表示します。製品ヘルプを表示するには、インターネットへのアクセスが可能な状態である必

要があります。製品ヘルプに記載の内容は Arcstar Contact Center 2.0 のサービスで提供している機能と一

部異なる場合があります。Arcstar Contact Center 2.0 としての機能はユーザーズマニュアルに準じます。 

 

(1) [ヘルプアイコン]をクリックします。 

 

 

(2) 製品ヘルプが表示されます。 
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1.2.4 ダッシュボード 

リアルタイムレポートの表示項目であるウィジェットを配置するための機能です。1 つのダッシュボードに

は複数の任意のウィジェットを配置することが可能です。 

 

初めて Pulse を利用する場合は、ダッシュボード/ウォールボードを新たに作成するか、作成済みのダッシュ

ボード/ウォールボードを選択する必要があります。ダッシュボードを新たに作成する場合は「1.2.4.1 ダ

ッシュボードの作成」（P.173）を、作成済みのダッシュボードを選択する場合は、「1.2.4.2 ダッシュボー

ドの選択」（P.178）を選択してください。ウォールボードについては「1.2.5 ウォールボード」（P.232）を

参照してください。 

 

ダッシュボードの保存について 

• 保存したウォールボードには組織設定は適用されず、Pulse にアクセス可能なすべてのエージェントから参照が可能で

す。 

• ダッシュボードに設定されたウィジェット内オブジェクトの参照可否については、組織設定が適用されます。 

 

本項は以下の内容で構成されています。目的に応じて各項を参照してください。 

 

項番/項目名 概要 参照先頁番号 

1

． 

ダッシュボードの作成  P.173 

2

． 

ダッシュボードの選択 保存済みのダッシュボードを開く手順 P.178 

3

． 

ダッシュボードの変更 ダッシュボードの名前変更/ウィジェット追加/ダッシ

ュボードの保存/ダッシュボードを閉じる手順 

P.181 

4. ダッシュボードの削除 保存済みダッシュボードを削除する手順 P.229 
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1.2.4.1 ダッシュボードの作成 

(1) [ダッシュボードの追加]ボタンをクリックします。 

 

 

(2) ダッシュボードとウォールボードの選択画面が表示されます。[ダッシュボード]を選択します。 
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(3) ダッシュボードの追加画面が表示されます。[空のダッシュボード]を選択し、[構築]をクリックします。 
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(4) ダッシュボードの設定画面が表示されます。設定を入力します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

ダッシュボード名 ● 作成するダッシュボードの名前を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 255 文字まで設定可能 

説明  作成するダッシュボードの説明を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 2,000 文字まで設定可能 

 

ダッシュボード名について 

• 作成時には既存のダッシュボードと同一名での作成が可能です。保存時または公開時に上書き確認が表示されますので、

必要に応じて名前の変更または上書きを行ってください。 
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(5) 入力が完了したら、[構築]をクリックします。 
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(6) 新しいダッシュボードが作成されます。 

 

 

ダッシュボードの詳細について 

• ダッシュボードの構築を行ったエージェント ID に対して、当該のダッシュボードを表示する状態が保存されます。GAX

からログアウトした場合でも、再度 Pulse へアクセスすると当該のダッシュボードが表示された状態となります。 

• 構築を行ったダッシュボードへウィジェットを追加する手順は「1.2.4.3.1 ウィジェットの追加」（P.182）を参照してく

ださい。 

• 構築を行ったダッシュボードの名前の変更/保存（他のエージェントへの共有）/削除を行う手順は「1.2.4.3 ダッシュ

ボードの変更」（P.181）を参照してください。 

• 作成可能なダッシュボードの数に上限はありませんが、作成可能なウィジェット数の上限は 12 個となります。複数のダ

ッシュボードを作成しても、ウィジェット数の上限は全ダッシュボードに対する合計となります。ウィジェットの作成に

ついては、「1.2.6.1 ウィジェットの作成」（P.294）を参照してください。 
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1.2.4.2 ダッシュボードの選択 

(1) [ダッシュボードの追加]ボタンをクリックします。 

 

 

(2) ダッシュボードとウォールボードの選択画面が表示されます。[ダッシュボード]を選択します。 
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(3) ダッシュボードの追加画面が表示されます。作成済みのダッシュボードを選択し、[開く]をクリックし

ます。画面は「東京センタ RT レポート」を選択する場合の例となります。 

 

 

(4) ダッシュボード内容の変更に関する確認事項が表示されます。[OK]をクリックします。 

 

 

確認事項の表示について 

•  [今後表示しない]をチェックすると、次回以降は表示されなくなります。 
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(5) 作成済みのダッシュボードが表示されます。 

 

 

ウィジェット内のオブジェクト表示について 

• 作成済みダッシュボード内に設定されたオブジェクト（エージェント ID やエージェントグループなど）が既に削除され

ている場合や、組織設定により参照できない場合は、以下の表示となります。 
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1.2.4.3 ダッシュボードの変更 

ダッシュボードの変更メニューでは、以下の操作を行う事が可能です。全ての変更操作は、その操作を行っ

たエージェント ID に対して、変更後の状態が自動で保存されます。GAX からログアウトした場合でも、再

度 Pulse へアクセスすると変更後のダッシュボードが表示されます。 

 

項番/項目名 概要 参照先頁番号 

1

． 

ウィジェットの追加 ダッシュボードへウィジェットを追加する P.154 

2

． 

カスタマイズ ダッシュボードの名前/説明を変更する P.157 

3

． 

複製 ダッシュボードの複製を作成する P.163 

4. 公開(共有の有効化) 他のエージェントに対してダッシュボードの構成を共

有する。1 回実行すると、以降は表示されなくなる 

P.172 

5 共有コピーの更新 公開済みダッシュボードの構成情報を更新する。公開

実行前は表示されない 

P.217 

6. 名前を付けて保存 公開済みダッシュボードの構成情報を別のダッシュボ

ードとして保存する。公開実行前は表示されない 

P.293 

7. 閉じる ダッシュボードを閉じる。Pulse 上に表示されている

ダッシュボードが 1 つしかない場合は表示されない 

P.310 
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1.2.4.3.1 ウィジェットの追加 

ダッシュボードにリアルタイムレポートを表示するためのウィジェットを追加します。 

 

追加可能なウィジェットの上限について 

• ウィジェットの最大値はダッシュボート/ウォールボード合わせて最大 12 個となります。ダッシュボート/ウォールボー

ドの数を問わず最大値が適用されますのでご注意ください。 

• ヒストリカルレポート/CDR レポートの出力で生成されるウィジェットもそれぞれカウントされます。 

 

(1) ダッシュボードメニューから[ウィジェットの追加]を選択します。 

 

 

ウィジェットの追加について 

• ダッシュボード上にウィジェットがない場合は、ダッシュボードに表示されている[+]（ウィジェットの追加）をクリッ

クすることでも、(2)以降の手順へ遷移することが可能です。 
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メニューの表示について 

• 設定変更を行うダッシュボード以外に Pulse 上に表示されているダッシュボードが存在していない場合は、[閉じる]メニ

ューは表示されません。 

• 公開実行前のダッシュボードの場合は、[共有コピーの更新]/[名前をつけて保存]は表示されず[公開(共有の有効化)]が表

示されます。 

 

 

 

(2) ウィジェットの追加画面が表示されます。「Pulse」をクリックして、設定済のリアルタイムレポートテ

ンプレートを表示します。 
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(3) 追加したいウィジェットが含まれるテンプレートを選択し、[ウィジェットの選択]を選択します。画面

は「【ACCS】エージェントグループステータスレポート」を選択した場合の例となります。 

 

 

テンプレートの選択について 

• 名前に【ACCS】が付与されているテンプレートが、Arcstar Contact Center 2.0 のサンプルテンプレートとなります。 

• 名前に【ACCS】が付与されていないテンプレートは、Genesys 社の製品標準テンプレートとなります。NTT ドコモビジ

ネスでは表示内容の正常性確認は行っておりませんので、予めご了承ください。 

• サンプルテンプレートに含まれるウィジェットの詳細については、「1.2.7.1 Pulse サンプルテンプレート」（P.310）を

参照してください。 

• 環境構築サポートを利用してリアルタイムレポートのテンプレートを作成している場合、テンプレートの名称およびテン

プレートに含まれるウィジェットの詳細については、環境構築ベンダーにお問合せください。 
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(4) ウィジェットの設定画面が表示されます。設定が必要な項目は以下のとおりです。 
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(5) 目標（オブジェクトの選択）の画面構成は以下のとおりです。 
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(6) オブジェクト一覧からレポート表示対象とするオブジェクトにチェックを入れます。画面はエージェン

トグループステータスレポートにおいて、「東京センタ」をレポート表示対象とする場合の例となりま

す。 

 

 

オブジェクトの選択について 

• 複数のオブジェクトを選択する場合は、選択したいオブジェクト全てにチェックを入れてください。 

• 組織設定を行っている場合、選択できるオブジェクトはログインしているエージェント ID の所属する組織/配下の組織に

限定されます。 
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(7) 選択したオブジェクトが、画面右の「ウィジェットの概要」内に表示されます。オブジェクト名の前に

表示されている[×]をクリックすると、オブジェクトは選択対象から外れます。[すべてクリア]をクリ

ックすると、全ての選択済オブジェクトが選択対象から外れます。 

 

 

オブジェクトの選択について 

• 複数のオブジェクトを選択する場合は、選択したいオブジェクト全てにチェックを入れてください。 

• 組織設定を行っている場合、選択できるオブジェクトはログインしているエージェント ID の所属する組織/配下の組織に

限定されます。 

• オブジェクトが 1 つも選択されていない状態の場合は、[ウィジェットの作成]ボタンが有効になりません。最低 1 つ以上

のオブジェクトを選択する必要があります。 

 

統計項目の選択/表示オプションの設定を行わない場合は、[ウィジェットの作成]をクリックすると作成した

ウィジェットが表示されます。レポートの項目が表示されるまでには数十秒程度の時間がかかります。 

引き続き統計項目の選択/表示オプションの設定を行う場合は、[ウィジェットの作成]をクリックせずに以降

の手順に従って、設定を行ってください。 
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(8) [統計]タブを選択します。 

 

 

(9) 統計項目選択の画面が表示されます。画面構成は以下のとおりです。 
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(10)統計項目一覧からレポート表示対象とする統計項目にチェックを入れます。画面はエージェントステ

ータスグループレポートにおいて、全ての統計項目を表示する場合の例となります。 

 

 

(11)選択されている統計項目が、画面右の「ウィジェットの概要」内に表示されます。統計項目名の前に

表示されている[×]をクリックすると、その統計項目は選択対象から外れます。[すべてクリア]をクリ

ックすると、全ての選択済統計項目が選択対象から外れます。 
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統計項目の選択について 

• 最低 1 つ以上の統計項目選択が必要です。統計項目が選択されていない場合は以下のエラーメッセージが表示されます。 

 

 

 

表示オプションの設定を行わない場合は、[ウィジェットの作成]をクリックすると作成したウィジェットが

表示されます。レポートの項目が表示されるまでには数十秒程度の時間がかかります。 

表示オプションの設定を行う場合は、 [ウィジェットの作成]をクリックせずに以降の手順に従って、設定を

行ってください。 

 

(12)[表示オプション]タブを選択します。 

 

 

[表示オプション]タブの選択について 

• [表示オプション]タブは、本項「(6)」（P.187）の手順に従ってオブジェクトの選択を行わないと有効になりません。 
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(13)表示オプションの設定画面が表示されます。 

 

 

プレビュー内の統計値について 

• プレビューに表示されるグラフ内の統計値は、表示されるグラフをイメージしやすくするためのサンプル値となります。

実際の値とは異なります。 

 

(14)表示オプションでは以下の表示設定を行う事が可能です。レポートの表示項目数とウィジェットタイ

プの組合せによっては、全ての統計項目を同時に表示できない場合があります。 

 

① ウィジェットタイトル 

ダッシュボード内に表示されるウィジェットの表示名を入力します。表示名に入力可能な文字は半

角英数字、半角記号および全角文字、最大文字数は 255 文字となります。 

 

② ウィジェットタイプ 

以下の 5 種類から表示方法を選択します。テンプレートによっては 5 種類全てを選択できない場合

もあります。設定はウィジェット追加後も変更することが可能です。 
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リストウィジェット 備考 

表示例 レポート対象項目をリストで表示する 

 

 

• ウィジェットの設定で棒表示(左記の例)/

と線表示の切替が可能 

 

 

サイズ ダッシュボード上での表示領域を設定する 

（最小）2x1 ～ （最大）3x2 の範囲で設定可能 

• 表記は縦 x 横 

表示 

タイプ  

統計 統計値を見出しとして表示する。見出しに設定する統計値を 1

つ/複数オブジェクトが表示される場合のソート順を設定する 

 

オブジェクト オブジェクトを見出しとして表示する。見出しに設定するオ

ブジェクトを 1 つ設定する 

 

更新間隔 表示の更新間隔を設定する。最短は 10 秒間隔となる • 既定値は 10 秒/15 秒/30 秒/60 秒 

• カスタム値は 61 秒～3,600 秒 

 

  



 

194 

 

ドーナツウィジェット 備考 

表示例 対象の統計項目全体を 100%とした円グラフで表示する 

 

 

• タイプ（数値/時間/割合など）が異なる

統計項目を 1 つの円グラフに統合するこ

とはできない 

サイクル 統計 指定した統計項目に対するオブジェクトごとの割合を表示する • 統計項目は最大 10 個まで指定可能 

• 2 個以上の統計項目を指定した場合は、

[自動切替]にチェックが可能となり、チ

ェックを入れると 10 秒ごとに表示され

る統計項目が切り替わる 

オブジェクト 指定したオブジェクトに対する統計項目ごとの割合を表示する • オブジェクトは最大 10 個まで、オブジ

ェクトに対する統計項目は最大 4 個まで

指定可能 

• テンプレートに設定された統計項目に複

数のタイプが混在している場合は、[統

計タイプ]の設定で対象とする統計項目

のタイプを選択することが可能 

更新間隔 表示の更新間隔を設定する。最短は 10 秒間隔となる • 既定値は 10 秒/15 秒/30 秒/60 秒 

• カスタム値は 61 秒～3,600 秒 
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KPI ウィジェット 備考 

表示例 ウィジェット内の表示を特定のオブジェクト/統計項目 1 つに

限定して表示する 

 

 

• 複数の統計項目/オブジェクトが設定さ

れている場合は、ウィジェット下部のボ

タンで表示対象の手動切り替えが可能 

 

 

サイズ ダッシュボード上での表示領域を設定する 

（最小）1x1 ～（最大）2x1 の範囲で設定可能 

• 表記は縦 x 横 

サイクル 統計 指定したオブジェクトに対する統計項目の統計値を表示する • 統計項目は最大 10 個まで指定可能 

• 2 個以上の統計項目を指定した場合は、

[自動切替]にチェックが可能となり、チ

ェックを入れると 10 秒ごとに表示され

る統計項目が切り替わる 

オブジェクト 指定した統計項目に対するオブジェクトの統計値を表示する • オブジェクトは最大 10 個まで、オブジ

ェクトに対する統計項目は最大 4 個まで

指定可能 

更新間隔 表示の更新間隔を設定する。最短は 10 秒間隔となる • 既定値は 10 秒/15 秒/30 秒/60 秒 

• カスタム値は 61 秒～3,600 秒 
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グリッドウィジェット 備考 

表示例 表形式で表示する 

 

 

 

サイズ ダッシュボード上での表示領域を設定する 

（最小）2x2 ～（最大）4x4 の範囲で設定可能 

• 表記は縦 x 横 

統計 指定した統計項目を表示する • [オブジェクト]タブで指定されたオブジ

ェクトが対象となり、表示オプションで

選択を変更することはできない 

名前列をピン留め [名前の列をピン留め]をチェックすると名前の列を固定して、

2 列目からスクロール対象になる 

• デフォルトは[名前列をピン留め]しない 

行の密度 行の密度を設定する 

低/高から設定可能 

• デフォルトは低 

行の色のコントラスト 行の色のコントラストを設定する 

低/高から設定可能 

• デフォルトは低 

更新間隔 表示の更新間隔を設定する。最短は 10 秒間隔となる • 既定値は 10 秒/15 秒/30 秒/60 秒 

• カスタム値は 61 秒～3,600 秒 
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折れ線ウィジェット 備考 

表示例 複数の統計項目を 1 つの折れ線グラフで表示する 

 

 

• ウィジェット右上のリストボックスで

表示を 15 分/1 時間/1 日から選択可 

 

• グラフの表示範囲は累積値の開始値か

ら終了値で固定となる 

(例)15:10 に 15 分単位を選択すると、

15:15 までは 15:00～15:15 のグラフ

が表示される 

サイズ ダッシュボード上での表示領域を設定する 

（最小）2x2 ～（最大）4x4 の範囲で設定可能 

• 表記は縦 x 横 

表示するオブジェクト 表示対象とするオブジェクトを設定する • [オブジェクト]タブで指定されたオブ

ジェクトが対象となり、表示オプショ

ンで選択を変更することはできない 

時間の統計 時間単位の統計項目のうち、表示する統計項目を設定する • 3 つの項目（時間/数値/割合）のうち、

2 つの項目まで選択可能 

• 選択した 1 つまたは 2 つの項目におい

て、合計 3 個の統計項目まで選択可能 

(例)数値統計で 1 つ、割合統計で 2 つ

選択すると、項目は２つ/統計項目は 3

つ選択したこととなる 

数値統計 数値単位の統計項目のうち、表示する統計項目を設定する 

割合統計 割合単位の統計項目のうち、表示する統計項目を設定する。 

更新間隔 表示の更新間隔を設定する。最短は 10 秒間隔となる • 既定値は 10 秒/15 秒/30 秒/60 秒 

• カスタム値は 61 秒～3,600 秒 
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(15)[Alerts]タブを選択します。 

  

 

[Alerts]タブの選択について 

• [Alerts]タブは、本項「(10)」（P.190）の手順に従って統計項目の選択を行わないと有効になりません。 

 

(16)アラートの設定画面が表示されます。統計のアラート追加をクリックして統計項目を表示させます。 
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(17)アラートを追加したい統計項目をクリックします。以下は「受付可」を選択した場合の例です。 

 

 

選択した統計項目の設定画面が表示されます。アラートする既定値を設定します。 

 

[低い方が良い]にチェックを入れない（デフォルト）と、既定値以上の場合に緑色でアラートする 1 種類の

設定、既定値以下の場合に黄色でアラートする設定と赤色でアラートする設定の 2 種類の設定ができます。 
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[低い方が良い]にチェックを入れると、既定値以下の場合に緑色でアラートする 1 種類の設定、既定値以上

の場合に黄色でアラートする設定と赤色でアラートする設定の 2 種類の設定ができます。 

 

 

設定できる色を変更することはできません。 

 

以下は、ウィジェット毎のアラートの表示例です。 

ウィジェットタイプ アラート表示例 

リストウィジェット 統計項目の値が予め設定された値を超えた場合に、画面にアラートを表示する。文字列形式の統計項

目には、アラートは設定できない。 
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ウィジェットタイプ アラート表示例 

ドーナツウィジェット 統計項目の値が予め設定された値を超えた場合に、画面にアラートを表示する。 

 

 

KPI ウィジェット 統計項目の値が予め設定された値を超えた場合に、画面にアラートを表示する。 

 

グリッドウィジェット 統計項目の値が予め設定された値を超えた場合に、画面にアラートを表示する。 

 

 

折れ線ウィジェット 統計項目の値が予め設定された値を超えた場合に、画面にアラートを表示する。 
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(18)アラートオプションの設定が完了したら、[ウィジェットの作成]をクリックして設定を完了します。 

 

 

ウィジェットの上限を超える場合について 

• ウィジェットの上限（12 個）を超える場合は、以下のエラーメッセージが表示され、新しいウィジェットは追加されま

せん。ウィジェットの数には、ヒストリカルレポート/CDR レポートのウィジェットも含みます。 
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(19)作成したウィジェットが表示されます。レポートの項目が表示されるまでには数十秒程度の時間がか

かります。 
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(20) カスタマイズ 

ダッシュボードの名前/説明を変更します。 

(1) ダッシュボードメニューから[カスタマイズ]を選択します。 

 

 

メニューの表示について 

• 設定変更を行うダッシュボード以外に Pulse 上に表示されているダッシュボードが存在していない場合は、[閉じる]メニ

ューは表示されません。 

• 共有実行前のダッシュボードの場合は、[共有コピーの更新]/[名前をつけて保存]は表示されず[共有(共有の有効化)]が表

示されます。 
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(21)カスタマイズ画面が表示されます。設定を変更します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

ダッシュボード名 ● 変更するダッシュボードの名前を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 255 文字まで設定可能 

説明  変更するダッシュボードの説明を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 2,000 文字まで設定可能 

タブでアラート通知の有効化  アラート通知設定しているウィジェット数を

タブに表示する。 

• デフォルトは無効 

 

ダッシュボード名について 

• 作成時には既存のダッシュボードと同一名称での作成が可能です。保存時または共有時に上書き確認が表示されますの

で、必要に応じて名称の変更または上書きを行ってください。 
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(22)変更が完了したら、[保存]をクリックします。 
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(23)変更が反映されます。 

 

 

ダッシュボードの名前の表示ついて 

• ダッシュボードの名前に表示可能な文字数は、全角文字 7 文字/半角文字 14 文 字が目安となります。それを超える場合

は、「...」での省略表示となります。 

• 名前の上にマウスカーソルを置くと、全ての文字が表示されます。 
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1.2.4.3.2 複製 

ダッシュボードの複製を作成します。 

(1) ダッシュボードメニューから[複製]を選択します。 

 

 

ウィジェットの上限を超える場合について 

• 複製後にウィジェットの上限（12 個）を超える場合は、以下のエラーメッセージが表示され、複製は実行されません。

ウィジェットの数には、ヒストリカルレポート/CDR レポートのウィジェットも含みます。 

 

 

 

メニューの表示について 

• 設定変更を行うダッシュボード以外に Pulse 上に表示されているダッシュボードが存在していない場合は、[閉じる]メニ

ューは表示されません。 

• 公開実行前のダッシュボードの場合は、[共有コピーの更新]/[名前をつけて保存]は表示されず[公開(共有の有効化)]が表

示されます。 
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(2) ダッシュボードが複製されます。複製されたダッシュボード名には「コピー元：（複製元のダッシュボー

ド名）」が自動で設定されます。 

 

 

ダッシュボード名の重複について 

• ダッシュボード名は重複が可能です。同じダッシュボードから複数の複製を行った場合、複製されたダッシュボードは全

て同じダッシュボード名となります。 
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1.2.4.3.3 公開(共有の有効化) 

他のエージェントに対してダッシュボードの構成を共有します。 

 

公開の実行について 

• 各エージェントが作成したダッシュボード/ウィジェットの設定は、各エージェントの設定としてダッシュボードを閉じ

る操作を行わない限り保持されます。作成したダッシュボードの構成を他のエージェントに共有する必要がない場合は、

公開の実行は不要です。 

• 公開を実行すると、「1.2.4.2 ダッシュボードの選択」（P.178）から選択が可能となります。組織設定は適用されず、

Pulse にアクセス可能なすべてのエージェントが選択できる状態となります。 

 

(1) ダッシュボードメニューから[公開(共有の有効化)]を選択します。 

 

 

[公開(共有の有効化)]メニューの表示について 

• 公開を実行済みのダッシュボードでは、公開メニューは表示されません。ダッシュボードの構成を上書きする場合は、

「1.2.4.3.4 共有コピーの更新」（P.217）、別名で保存する場合は「1.2.4.3.5 名前を付けて保存」（P.219）」の手順をそ

れぞれ参照してください。 
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[閉じる]メニューの表示について 

• 設定変更を行うダッシュボード以外に Pulse 上に表示されているダッシュボードが存在していない場合、[閉じる]メニュ

ーは表示されません。 
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(2) ダッシュボードの公開画面が表示されます。設定を入力します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

ダッシュボード名 ● 公開するダッシュボードの名前を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 255 文字まで設定可能 

説明  公開するダッシュボードの説明を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 2,000 文字まで設定可能 

Genesys Configuration 

Server に保存 

 ダッシュボードの保存先フォルダを指定する。 

チェックを入れない（デフォルト） 

 Pulse 

チェックを入れる 

Environment > Resources > Scripts 

• 保存先による機能差異はなく、任意で指定 

 

ダッシュボード名について 

• 作成時には既存のダッシュボードと同一名称での作成が可能です。上書き確認が表示されますので、必要に応じて名称の

変更または上書きを行ってください。 
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(3) [保存]をクリックしてダッシュボードを公開します。 

 

 

ダッシュボードの上書きについて 

• 同名のダッシュボードが存在する場合は、上書き確認画面が表示されます。上書きする場合は[はい]をクリックします。

保存をキャンセルする場合は[キャンセル]をクリックし、ダッシュボード名を変更してください。 
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(4) 保存されたダッシュボードは、ダッシュボード管理で確認することが可能です。[管理]メニューから[ダ

ッシュボード管理]を選択します。 

 

 

(5) 「Pulse」フォルダの[∨]アイコンまたはフォルダアイコンを選択すると、保存されているダッシュボー

ドを確認することが可能です。 
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[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れて保存した場合について 

• ダッシュボードを保存する際に[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れた場合、ダッシュボードの保

存先は「Environment > Resources > Scripts」フォルダの配下となります。 

 

 

・「Pulse」フォルダ配下のダッシュボードを選択し[移動]ボタンクリック後、[Genesys Configuration Server に保存]をチ

ェックして[移動]をクリックすると、「Environment > Resources > Scripts」フォルダ配下に移動することができます。 

 

 

 

(6) ダッシュボードを選択すると詳細メニューが表示されます。[起動]をクリックすると、「1.2.4.2 ダッシ

ュボードの選択」（P.178）、[複製]をクリックすると、「1.2.4.3.2 複製」（P.208）とそれぞれ同じ動作

となります。 
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(7) ダッシュボード管理を閉じる場合は、メニューから[閉じる]を選択します。 
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1.2.4.3.4 共有コピーの更新 

公開実行済みダッシュボードの構成情報を更新します。 

 

(1) ダッシュボードメニューから[共有コピーの更新]を選択します。 

 

 

[共有コピーの更新]メニューの表示について 

• 公開を実行していないダッシュボードでは、[共有コピーの更新]メニューは表示されません。「1.2.4.3.3 公開(共有の有

効化)」（P.210）の手順に従って公開を実行してください。 

 

 

 

[閉じる]メニューの表示について 

• 設定変更を行うダッシュボード以外に Pulse 上に表示されているダッシュボードが存在していない場合、[閉じる]メニュ

ーは表示されません。 
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(2) 上書き確認が表示されます。[はい]をクリックすると、構成情報が更新されます。 

 

 

再公開の実行について 

• 公開済みのダッシュボードが削除されている場合や名前が変更されている場合は、再公開の実行確認が表示されます。 

 

 

• 再公開を実行する場合は、[はい]をクリックして「1.2.4.3.3 公開(共有の有効化)」（P.210）の手順を参照してくださ

い。 

• [いいえ]をクリックすると再公開は実行されずダッシュボード画面に戻ります。 
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1.2.4.3.5 名前を付けて保存 

公開実行済みダッシュボードの構成情報に別の名前を付けて保存します。 

 

(1) ダッシュボードメニューから[名前を付けて保存]を選択します。 

 

 

[名前を付けて保存]メニューの表示について 

• 公開を実行していないダッシュボードでは、[名前を付けて保存]メニューは表示されません。「1.2.4.3.3 公開(共有の有

効化)」（P.210）の手順に従って公開を実行してください。 

 

 

 

[閉じる]メニューの表示について 

• 設定変更を行うダッシュボード以外に Pulse 上に表示されているダッシュボードが存在していない場合、[閉じる]メニュ

ーは表示されません。 
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(2) ダッシュボードの公開画面が表示されます。設定を入力します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

ダッシュボード名 ● 公開するダッシュボードの名前を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 255 文字まで設定可能 

説明  公開するダッシュボードの説明を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 2,000 文字まで設定可能 

Genesys Configuration 

Server に保存 

 ダッシュボードの保存先フォルダを指定する。 

チェックを入れない（デフォルト） 

 Pulse 

チェックを入れる 

Environment > Resources > Scripts 

• 保存先による機能差異はなく、任意で指定 

 

ダッシュボード名について 

• 作成時には既存のダッシュボードと同一名称での作成が可能です。上書き確認が表示されますので、必要に応じて名称の

変更または上書きを行ってください。 
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(3) [保存]をクリックしてダッシュボードを保存します。 

 

 

 

ダッシュボードの上書きについて 

• 同名のダッシュボードが存在する場合は、上書き確認画面が表示されます。上書きする場合は[はい]をクリックします。

保存をキャンセルする場合は[キャンセル]をクリックし、ダッシュボード名を変更してください。 
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(4) 保存されたダッシュボードは、ダッシュボード管理で確認することが可能です。[管理]メニューから[ダ

ッシュボード管理]を選択します。 

 

 

(5) 「Pulse」フォルダの[∨]アイコンまたはフォルダアイコンを選択すると、保存されているダッシュボー

ドを確認することが可能です。 
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[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れて保存した場合について 

• ダッシュボードを保存する際に[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れた場合、ダッシュボードの保

存先は「Environment > Resources > Scripts」フォルダの配下となります。 

 

 

・「Pulse」フォルダ配下のダッシュボードを選択し[移動]ボタンクリック後、[Genesys Configuration Server に保存]をチ

ェックして[移動]をクリックすると、「Environment > Resources > Scripts」フォルダ配下に移動することができます。 

 

 

 

(6) ダッシュボードを選択すると詳細メニューが表示されます。[起動]をクリックすると、「1.2.4.2 ダッシ

ュボードの選択」（P.178）、[複製]をクリックすると、「1.2.4.3.2 複製」（P.208）とそれぞれ同じ動作

をとなります。 
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(7) ダッシュボード管理を閉じる場合は、メニューから[閉じる]を選択します。 
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1.2.4.3.6 エクスポート 

ダッシュボードのエクスポートを行うことができます。 

 

(1) ダッシュボードメニューから[ダウンロード]を選択します。 

 

 

(2) エクスポートするダッシュボードを保存するファイルのファイル名を記載し、[保存]をクリックしま

す。 
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ファイルの保存場所について 

• ブラウザのダウンロード設定でダウンロード前に各ファイルの保存場所を確認する設定になっていない場合は、予めブラ

ウザに設定してある保存先にエクスポートされます。 
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1.2.4.3.7 閉じる 

ダッシュボードを閉じます。閉じられたダッシュボードに対する変更は、「1.2.4.3.3 公開(共有の有効化)」

（P.210）/「1.2.4.3.4 共有コピーの更新」（P.217）/「1.2.4.3.5 名前を付けて保存」（P.219）のいずれ

かの手順に従って保存されていない場合は、削除されますのでご注意ください。保存済のダッシュボードを

削除する場合は、「1.2.4.4 ダッシュボードの削除」（P.229）を参照してください。 

 

(1) ダッシュボードメニューから[閉じる]を選択します。 

 

 

[閉じる]メニューの表示について 

• 設定変更を行うダッシュボード以外に Pulse 上に表示されているダッシュボードが存在していない場合、[閉じる]メニュ

ーは表示されません。 
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(2) ダッシュボード削除の確認画面が表示されます。[はい]を選択します。 

 

 

(3) ダッシュボードが閉じられます。 
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1.2.4.4 ダッシュボードの削除 

保存済のダッシュボードを削除します。 

Pulse 上の表示から削除する場合の手順は、「1.2.4.3.7 閉じる」（P.227）を参照してください。 

(1) [管理]メニューから[ダッシュボード管理]を選択します。 

 

 

(2) 「Pulse」フォルダの[∨]アイコンまたはフォルダアイコンを選択すると、保存されているダッシュボー

ドを確認することが可能です。 
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[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れて保存した場合について 

• ダッシュボードを保存する際に[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れた場合、ダッシュボードの保

存先は「Environment > Resources > Scripts」フォルダの配下となります。 

 

 

・「Pulse」フォルダ配下のダッシュボードを選択し[移動]ボタンクリック後、[Genesys Configuration Server に保存]をチ

ェックして[移動]をクリックすると、「Environment > Resources > Scripts」フォルダ配下に移動することができます。 

 

 

 

(3) 削除するダッシュボードにチェックを入れ、[ダッシュボードの削除]をクリックします。画面は「リア

ルタイムレポート用ダッシュボード_カスタマイズ」を削除する場合の例となります。 

 

 

どちらのボタンでも削除可能です。 
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複数のダッシュボードを同時に削除する場合について 

• 削除する全てのダッシュボードにチェックを入れてください。 

 

(4) ダッシュボードの削除画面が表示されます。[削除]をクリックします。 

 

 

(5) ダッシュボードが削除されます。 
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1.2.5 ウォールボード 

リアルタイムレポートの表示項目であるウィジェットを配置し、コンタクトセンタ内の大型ディスプレイで

の表示に適した形で表示するための機能です。 

 

初めて Pulse を利用する場合は、ウォールボード/ダッシュボードを新たに作成するか、作成済みのウォール

ボード/ダッシュボードを選択する必要があります。ウォールボードを新たに作成する場合は「1.2.5.1 ウォ

ールボードの作成」（P.233）を、作成済みのウォールボードを選択する場合は、「1.2.5.2 ウォールボード

の選択」（P.238）を選択してください。ダッシュボードについては「1.2.4 ダッシュボード」（P.172232）

を参照してください。 

 

ウォールボードの保存について 

• 保存したウォールボードには組織設定は適用されず、Pulse にアクセス可能なすべてのエージェントから参照が可能で

す。 

• ウォールボードに設定されたウィジェット内オブジェクトの参照可否については、組織設定が適用されます。 

 

本項は以下の内容で構成されています。目的に応じて各項を参照してください。 

 

項番/項目名 概要 参照先頁番号 

1

． 

ウォールボードの作成  P.233 

2

． 

ウォールボードの選択 保存済みのウォールボードを開く手順 P.238 

3

． 

ウォールボードの変更 ウォールボードの名前変更/ウィジェット追加/ウォー

ルボードの保存/ウォールボードを閉じる手順 

P.241 

4. ウォールボードの削除 保存済みウォールボードを削除する手順 P.290 
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1.2.5.1 ウォールボードの作成 

(1) [ダッシュボードの追加]ボタンをクリックします。 

 

 

(2) ダッシュボードとウォールボードの選択画面が表示されます。[ウォールボード]を選択します。 
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(3) ウォールボードの追加画面が表示されます。[空のウォールボード]を選択し、[構築]をクリックします。 
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(4) ウォールボードの設定画面が表示されます。設定を入力します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

ウォールボード名 ● 作成するウォールボードの名前を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 255 文字まで設定可能 

説明  作成するウォールボードの説明を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 2,000 文字まで設定可能 

 

ウォールボード名について 

• 作成時には既存のウォールボードと同一名での作成が可能です。保存時または公開時に上書き確認が表示されますので、

必要に応じて名前の変更または上書きを行ってください。 
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(5) 入力が完了したら、[構築]をクリックします。 
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(7) 新しいウォールボードが作成されます。 

 

 

ウォールボードの詳細について 

• ウォールボードの構築を行ったエージェント ID に対して、当該のウォールボードを表示する状態が保存されます。GAX

からログアウトした場合でも、再度 Pulse へアクセスすると当該のウォールボードが表示された状態となります。 

• 構築を行ったウォールボードへウィジェットを追加する手順は「1.2.5.3.2 ウィジェットの追加」（P.247）を参照してく

ださい。 

• 構築を行ったウォールボードの名前の変更/保存（他のエージェントへの共有）/削除を行う手順は「1.2.5.3 ウォールボ

ードの変更」（P.241）を参照してください。 

• 作成可能なウォールボードの数に上限はありませんが、作成可能なウィジェット数の上限は 12 個となります。複数のウ

ォールボードを作成しても、ウィジェット数の上限は全ウォールボードに対する合計となります。ウィジェットの作成に

ついては、「1.2.6.1 ウィジェットの作成」（P.294）を参照してください。 
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1.2.5.2 ウォールボードの選択 

(1) [ダッシュボードの追加]ボタンをクリックします。 

 

 

(2) ダッシュボードとウォールボードの選択画面が表示されます。[ウォールボード]を選択します。 
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(3) ウォールボードの追加画面が表示されます。作成済みのウォールボードを選択し、[開く]をクリックし

ます。画面は「東京センタ用ウォールボード」を選択する場合の例となります。 

 

 

(4) ウォールボード内容の変更に関する確認事項が表示されます。[OK]をクリックします。 

 

 

確認事項の表示について 

•  [今後表示しない]をチェックすると、次回以降は表示されなくなります。 
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(5) 作成済みのウォールボードが表示されます。 

 

 

ウィジェット内のオブジェクト表示について 

• 作成済みウォールボード内に設定されたオブジェクト（エージェント ID やエージェントグループなど）が既に削除され

ている場合や、組織設定により参照できない場合は、以下の表示となります。 
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1.2.5.3 ウォールボードの変更 

ウォールボードの変更メニューでは、以下の操作を行う事が可能です。全ての変更操作は、その操作を行っ

たエージェント ID に対して、変更後の状態が自動で保存されます。GAX からログアウトした場合でも、再

度 Pulse へアクセスすると変更後のウォールボードが表示されます。 

 

項番/項目名 概要 参照先頁番号 

1

． 

起動 ウォールボードを全画面モードで表示する P.242 

2

． 

ウィジェットの追加 ウォールボードへウィジェットを追加する P.247 

3

． 

カスタマイズ ウォールボードの名前/説明を変更する P.266 

4. 複製 ウォールボードの複製を作成する P.271 

5 公開(共有の有効化) 他のエージェントに対してウォールボードの構成を共

有する。1 回実行すると、以降は表示されなくなる 

P.273 

6. 共有コピーの更新 公開済みウォールボードの構成情報を更新する。公開

実行前は表示されない 

P.279 

7. 名前を付けて保存 公開済みウォールボードの構成情報を別のウォールボ

ードとして保存する。公開実行前は表示されない 

P.281 

8. 閉じる ウォールボードを閉じる。 P.288 
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1.2.5.3.1 起動 

ウォールボードを全画面表示に切り替えます。 

 

(1) ダッシュボードメニューから[起動]を選択します。 

 

 

メニューの表示について 

• 公開実行前のウォールボードの場合は、[共有コピーの更新]/[名前をつけて保存]は表示されず[公開(共有の有効化)]が表

示されます。 
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(2) 全画面モードでの起動確認が表示されます。 

名前/説明/ヘッダー表示色を変更する場合は、[カスタマイズ]をクリックします。・・「(3)」（P.244）へ 

変更が不要な場合は、[起動]をクリックします。・・「0」（P.246）へ 

 

 

[カスタマイズ]のクリックについて 

• 表示内容の変更画面からウォールボードを起動することはできません。再度「(1)242」（P.242）の手順から実施し、上

記の画面で[起動]をクリックする必要があります。 

 

[サイクル ウォールボード]のチェックについて 

• Arcstar Contact Center 2.0 では利用できません。チェックを入れても全画面表示モードには反映されません。 

 

  

←表示を変更する場合 

表示変更が不要な場合→ 
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(3) 表示内容の変更画面が表示されます。設定を変更し、[保存]をクリックします。 

 
 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

ウォールボード名 ● 変更するウォールボードの名前を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全

角文字が利用可能 

• 最大 255 文字まで設定可能 

説明  変更するウォールボードの説明を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全

角文字が利用可能 

• 最大 2,000 文字まで設定可能 

タブでのアラート通知の有効化  アラート通知設定しているウィジェット数をタブに表示

する。 

 

• デフォルトは無効 

テーマ  ウォールボード全画面表示の配色に淡色または濃色を選

択する。 

淡色の場合 

 

濃色の場合 

 

 

• デフォルトは淡色 
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ヘッダー色  ウォールボード全画面表示のウォールボード名の背景色

を HTML カラーコードまたはカラーネームで入力す

る。 

 [ヘッダー色]にカラーネーム「orange」を入力した

例 

カスタマイズ画面 

 

全画面表示 

 

 

• デフォルトは#222529 

テキストの色 

 

 ウォールボード全画面表示のウォールボード名の文字色

を HTML カラーコードまたはカラーネームで入力す

る。 

 [テキストの色]にカラーピッカーでカラーコードを入

力した例 

カスタマイズ画面 

 

全画面表示 

 

 

• デフォルトは#ffffff 

 

ウォールボード名について 

• 作成時には既存のウォールボードと同一名称での作成が可能です。保存時または公開時に上書き確認が表示されますの

で、必要に応じて名称の変更または上書きを行ってください。 

 

ウォールボードの全画面表示について 

• [保存]をクリックするとウォールボードの表示画面に戻ります。全画面表示に切り替えるためには、再度「(1)242」

（P.242）の手順から実施し、「(2)」（P.243）の画面で[起動]をクリックする必要があります。 
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(4) ウォールボードが全画面で表示されます。全画面表示を終了する場合は[ESC]キーを入力してください。 
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1.2.5.3.2 ウィジェットの追加 

ウォールボードにリアルタイムレポートを表示するためのウィジェットを追加します。 

 

追加可能なウィジェットの上限について 

• ウィジェットの最大値はダッシュボート/ウォールボード合わせて最大 12 個となります。ダッシュボート/ウォールボー

ドの数を問わず最大値が適用されますのでご注意ください。 

• ヒストリカルレポート/CDR レポートの出力で生成されるウィジェットもそれぞれカウントされます。 

 

(1) ダッシュボードメニューから[ウィジェットの追加]を選択します。 

 

 

 

ウィジェットの追加について 

• ダッシュボード上にウィジェットがない場合は、ダッシュボードに表示されている[+]（ウォールボード ウィジェットの

追加）をクリックすることでも、(2)以降の手順へ遷移することが可能です。 
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メニューの表示について 

• 公開実行前のウォールボードの場合は、[共有コピーの更新]/[名前をつけて保存]は表示されず[の公開(共有の有効化)]が

表示されます。 

 

 

 

(2) ウィジェットの追加画面が表示されます。「Pulse」をクリックして、設定済のリアルタイムレポートテ

ンプレートを表示します。 
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(3) 追加したいウィジェットが含まれるテンプレートを選択し、[ウィジェットの作成]を選択します。画面

は「【ACCS】キュー統計レポート」を選択した場合の例となります。 

 

 

テンプレートの選択について 

• 名前に【ACCS】が付与されているテンプレートが、Arcstar Contact Center 2.0 のサンプルテンプレートとなります。 

• 名前に【ACCS】が付与されていないテンプレートは、Genesys 社の製品標準テンプレートとなります。NTT ドコモビジ

ネスでは表示内容の正常性確認は行っておりませんので、予めご了承ください。 

• サンプルテンプレートに含まれるウィジェットの詳細については、「1.2.7.1 Pulse サンプルテンプレート」（P.310）を

参照してください。 

• 環境構築サポートを利用してリアルタイムレポートのテンプレートを作成している場合、テンプレートの名称およびテン

プレートに含まれるウィジェットの詳細については、環境構築ベンダーにお問合せください。 
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(4) ウィジェットの設定画面が表示されます。設定が必要な項目は以下のとおりです。 
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(5) 目標（オブジェクトの選択）の画面構成は以下のとおりです。 
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(6) オブジェクト一覧からレポート表示対象とするオブジェクトにチェックを入れます。画面はキュー統計

レポートにおいて、ルーティングポイント「10001@J1_SwitchSIP」をレポート表示対象とする場合の

例となります。 

 

 

オブジェクトの選択について 

• ダッシュボードと異なり、表示可能なオブジェクト数は 1 ウィジェットにつき 1 オブジェクトとなります。複数のオブジ

ェクトを選択しても、[表示オプション]設定で選択可能なオブジェクト数は 1 オブジェクトとなります。 

• 同一テンプレートのオブジェクトを複数表示する場合は、オブジェクトの数に応じてウィジェットを作成してください。 

• 組織設定を行っている場合、選択できるオブジェクトはログインしているエージェント ID の所属する組織/配下の組織に

限定されます。 
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(7) 選択したオブジェクトが、画面右の「ウィジェットの概要」内に表示されます。オブジェクト名の前に

表示されている[×]をクリックすると、オブジェクトは選択対象から外れます。[すべてクリア]をクリッ

クすると、全ての選択済オブジェクトが選択対象から外れます。 

 

 

オブジェクトの選択について 

• ダッシュボードと異なり、表示可能なオブジェクト数は 1 ウィジェットにつき 1 オブジェクトとなります。複数のオブジ

ェクトを選択しても、[表示オプション]設定で選択可能なオブジェクト数は 1 オブジェクトとなります。 

• 同一テンプレートのオブジェクトを複数表示する場合は、オブジェクトの数に応じてウィジェットを作成してください。 

• 組織設定を行っている場合、選択できるオブジェクトはログインしているエージェント ID の所属する組織/配下の組織に

限定されます。 

• オブジェクトが 1 つも選択されていない状態の場合は、[ウィジェットの作成]ボタンが有効になりません。最低 1 つ以上

のオブジェクトを選択する必要があります。 

 

統計項目の選択/表示オプションの設定を行わない場合は、[ウィジェットの作成]をクリックすると作成した

ウィジェットが表示されます。レポートの項目が表示されるまでには数十秒程度の時間がかかります。 

引き続き統計項目の選択/表示オプションの設定を行う場合は、[ウィジェットの作成]をクリックせずに以降

の手順に従って、設定を行ってください。 
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(8) [統計]タブを選択します。 

 

 

(9) 統計項目選択の画面が表示されます。画面構成は以下のとおりです。 
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(10)統計項目一覧からレポート表示対象とする統計項目にチェックを入れます。画面はキュー統計レポート

レポートにおいて、応答率を表示する場合の例となります。 

 

 

ウォールボードに作成するウィジェットにおける統計項目数について 

• ダッシュボードと異なり、表示可能な統計項目数は 1 ウィジェットにつき 1 項目となります。複数の統計項目を選択して

も、[表示オプション]設定で選択可能な統計項目数は 1 項目となります。 

• 同一テンプレートの統計項目を複数表示する場合は、統計項目の数に応じてウィジェットを作成してください。 
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(11)選択されている統計項目が、画面右の「ウィジェットの概要」内に表示されます。統計項目名の前に表

示されている[×]をクリックすると、その統計項目は選択対象から外れます。[すべてクリア]をクリック

すると、全ての選択済統計項目が選択対象から外れます。 

 

 

統計項目の選択について 

• 最低 1 つ以上の統計項目選択が必要です。統計項目が選択されていない場合は以下のエラーメッセージが表示されます。 

 

 

 

表示オプションの設定を行わない場合は、[ウィジェットの作成]をクリックすると作成したウィジェットが

表示されます。レポートの項目が表示されるまでには数十秒程度の時間がかかります。 

表示オプションの設定を行う場合は、 [ウィジェットの作成]をクリックせずに以降の手順に従って、設定を

行ってください。 
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(12)[表示オプション]タブを選択します。 

 
[表示オプション]タブの選択について 

• [表示オプション]タブは、本項「(6)」（P.252）の手順に従ってオブジェクトの選択を行わないと有効になりません。 

 

(13)表示オプションの設定画面が表示されます。 

 

 

プレビュー内の統計値について 

• プレビューに表示されるグラフ内の統計値は、表示されるグラフをイメージしやすくするためのサンプル値となります。

実際の値とは異なります。 
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(14)表示オプションでは以下の表示設定を行う事が可能です。レポートの表示項目数とウィジェットタイプ

の組合せによっては、全ての統計項目を同時に表示できない場合があります。 

 

③ ウィジェットタイトル 

ダッシュボード内に表示されるウィジェットの表示名を入力します。表示名に入力可能な文字は半

角英数字、半角記号および全角文字、最大文字数は 255 文字となります。 

 

④ ウィジェットタイプ 

以下の 2 種類から表示方法を選択します。設定はウィジェット追加後も変更することが可能です。 
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[フォーマット]に「数」を設定 備考 

表示例  

Pulse 内表示の場合 

 

 

全画面表示の場合 

 

 

 

サイズ ダッシュボード上での表示領域を設定する 

（最小）1x1 ～ （最大）2x2 の範囲で設定可能 

• 表記は縦 x 横 

オブジェクト 統計値を表示するオブジェクトを設定する • 指定可能数は 1 個 

統計 設定したオブジェクトに対して表示する統計値を設定する • 指定可能数は 1 個 

更新間隔 表示の更新間隔を設定する。最短は 10 秒間隔となる • 既定値は 10 秒/15 秒/30 秒/60 秒 

• カスタム値は 61 秒～3,600 秒 

アラート定義 統計項目の値が予め設定された値を超えた場合に、画面にア

ラートを表示するための定義を設定する。 

 

Pulse 内表示の場合 

 

 

全画面表示の場合 

 

 

•  [低い方が良い]にチェックを入れない 

既定値より大：1 / 既定値より小：2 

• [低い方が良い]にチェックを入れる 

既定値より大：2 / 既定値より小：1 

• 設定できる色を変更することはできない 
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[フォーマット]に「スパークライン」を設定 備考 

表示例  

Pulse 内表示の場合 

 

 

全画面表示の場合 

 

 

 

サイズ ダッシュボード上での表示領域を設定する 

（最小）1x1 ～ （最大）2x2 の範囲で設定可能 

• 表記は縦 x 横 

時間範囲 1 グラフの表示範囲を 15 分/1 時間/1 日から設定する •  

オブジェクト 統計値を表示するオブジェクトを設定する • 指定可能数は 1 個 

統計 設定したオブジェクトに対して表示する統計値を設定する • 指定可能数は 1 個 

更新間隔 表示の更新間隔を設定する。最短は 10 秒間隔となる • 既定値は 10 秒/15 秒/30 秒/60 秒 

• カスタム値は 61 秒～3,600 秒 

アラート定義 統計項目の値が予め設定された値を超えた場合に、画面にア

ラートを表示するための定義を設定する。 

 

Pulse 内表示の場合 

 

 

全画面表示の場合 

 

 

•  [低い方が良い]にチェックを入れない 

既定値より大：1 / 既定値より小：2 

• [低い方が良い]にチェックを入れる 

既定値より大：2 / 既定値より小：1 

• 設定できる色を変更することはできない 
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(15)[Alerts]タブを選択します。 

 

 

[Alerts]タブの選択について 

• [Alerts]タブは、本項「(10)」（P.190）の手順に従って統計項目の選択を行わないと有効になりません。 

 

(16)アラートの設定画面が表示されます。統計のアラート追加をクリックして統計項目を表示させます。 
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(1) アラートを追加したい統計項目をクリックします。以下は「応答率」を選択した場合の例です。 

 

 

選択した統計項目の設定画面が表示されます。アラートする既定値を設定します。 

 

[低い方が良い]にチェックを入れない（デフォルト）と、既定値以上の場合に緑色でアラートする 1 種類の

設定、既定値以下の場合に黄色でアラートする設定と赤色でアラートする設定の 2 種類の設定ができます。 
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[低い方が良い]にチェックを入れると、既定値以下の場合に緑色でアラートする 1 種類の設定、既定値以上

の場合に黄色でアラートする設定と赤色でアラートする設定の 2 種類の設定ができます。 

 

 

設定できる色を変更することはできません。 

 

以下は、フォーマット毎のアラートの表示例です。 

フォーマット アラート表示例 

数 計項目の値が予め設定された値を超えた場合に、画面にアラートを表示するための定義を設定する。 

 

Pulse 内表示の場合 

 

 

全画面表示の場合 
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フォーマット アラート表示例 

スパークライン 統計項目の値が予め設定された値を超えた場合に、画面にアラートを表示するための定義を設定する。 

 

Pulse 内表示の場合 

 

 

全画面表示の場合 

 

 

 

(17)表示オプションの設定が完了したら、[ウィジェットの作成]をクリックして設定を完了します。 
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ウィジェットの上限を超える場合について 

• ウィジェットの上限（12 個）を超える場合は、以下のエラーメッセージが表示され、新しいウィジェットは追加されま

せん。ウィジェットの数には、ヒストリカルレポート/CDR レポートのウィジェットも含みます。 

 

 

 

(18)作成したウィジェットが表示されます。レポートの項目が表示されるまでには数十秒程度の時間がかか

ります。 
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1.2.5.3.3 カスタマイズ 

ウォールボードの名前/説明/ヘッダー表示色を変更します。 

(1) ダッシュボードメニューから[カスタマイズ]を選択します。 

 

 

メニューの表示について 

• 公開実行前のウォールボードの場合は、[共有コピーの更新]/[名前をつけて保存]は表示されず[公開(共有の有効化)]が表

示されます。 
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(2)  カスタマイズ画面が表示されます。設定を変更します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

ウォールボード名 ● 変更するウォールボードの名前を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全

角文字が利用可能 

• 最大 255 文字まで設定可能 

説明  変更するウォールボードの説明を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全

角文字が利用可能 

• 最大 2,000 文字まで設定可能 

タブでのアラート通知の有効化  アラート通知設定しているウィジェット数をタブに表示

する。 

 

• デフォルトは無効 

テーマ  ウォールボード全画面表示の配色に淡色または濃色を選

択する。 

淡色の場合 

 

濃色の場合 

 

 

• デフォルトは淡色 
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ヘッダー色  ウォールボード全画面表示のウォールボード名の背景色

を HTML カラーコードまたはカラーネームで入力す

る。 

 

 [ヘッダー色]にカラーネーム「orange」を入力した

例 

カスタマイズ画面 

 

全画面表示 

 

 

• デフォルトは#222529 

テキストの色 

 

 ウォールボード全画面表示のウォールボード名の文字色

を HTML カラーコードまたはカラーネームで入力す

る。 

 [テキストの色]にカラーピッカーでカラーコードを入

力した例 

カスタマイズ画面 

 

全画面表示 

 

 

• デフォルトは#ffffff 

 

ウォールボード名について 

• 作成時には既存のウォールボードと同一名称での作成が可能です。保存時または公開時に上書き確認が表示されますの

で、必要に応じて名称の変更または上書きを行ってください。 

 

(3) 変更が完了したら、[保存]をクリックします。 
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(4) 変更が反映されます。 

 

 

ウォールボードの名前の表示ついて 

• ウォールボードの名前に表示可能な文字数は、全角文字 7 文字/半角文字 14 文 字が目安となります。それを超える場合

は、「...」での省略表示となります。 

• 名前の上にマウスカーソルを置くと、全ての文字が表示されます。 

 

 

 

ヘッダー色 /テキストの色の表示ついて 

• 全画面表示で確認することが可能です。全画面表示への切り替えは「1.2.5.3.1 起動」（P.242）の手順を参照してくださ

い。 
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1.2.5.3.4 複製 

ダッシュボードの複製を作成します。 

(1) ダッシュボードメニューから[複製]を選択します。 

 

 

ウィジェットの上限を超える場合について 

• 複製後にウィジェットの上限（12 個）を超える場合は、以下のエラーメッセージが表示され、複製は実行されません。

ウィジェットの数には、ヒストリカルレポート/CDR レポートのウィジェットも含みます。 

 

 

 

メニューの表示について 

• 公開実行前のウォールボードの場合は、[共有コピーの更新]/[名前をつけて保存]は表示されず[公開(共有の有効化)]が表

示されます。 
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(2) ウォールボードが複製されます。複製されたウォールボード名には「コピー元：（複製元のウォールボー

ド名）」が自動で設定されます。 

 

 

ウォールボード名の重複について 

• ウォールボード名は重複が可能です。同じウォールボードから複数の複製を行った場合、複製されたウォールボードは全

て同じウォールボード名となります。 
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1.2.5.3.5 公開(共有の有効化) 

他のエージェントに対してウォールボードの構成を共有します。 

 

公開の実行について 

• 各エージェントが作成したウォールボード/ウィジェットの設定は、各エージェントの設定としてウォールボードを閉じ

る操作を行わない限り保持されます。作成したウォールボードの構成を他のエージェントに共有する必要がない場合は、

公開の実行は不要です。 

• 公開を実行すると、「1.2.5.2 ウォールボードの選択」（P.238）から選択が可能となります。組織設定は適用されず、

Pulse にアクセス可能なすべてのエージェントが選択できる状態となります。 

 

(1) ダッシュボードメニューから[公開(共有の有効化)]を選択します。 

 

 

[公開(共有の有効化)]メニューの表示について 

• 公開を実行済みのウォールボードでは、公開メニューは表示されません。ウォールボードの構成を上書きする場合は、

「1.2.5.3.6 共有コピーの更新」（P.279）、別名で保存する場合は「1.2.5.3.7 名前を付けて保存」（P.281）」の手順をそ

れぞれ参照してください。 
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(2) ウォールボードの公開画面が表示されます。設定を入力します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

ウォールボード名 ● 公開するウォールボードの名前を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 255 文字まで設定可能 

説明  公開するウォールボードの説明を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 2,000 文字まで設定可能 

Genesys Configuration 

Server に保存 

 ウォールボードの保存先フォルダを指定する。 

チェックを入れない（デフォルト） 

 Pulse 

チェックを入れる 

Environment > Resources > Scripts 

• 保存先による機能差異はなく、任意で指定 

 

ウォールボード名について 

• 作成時には既存のウォールボードと同一名称での作成が可能です。上書き確認が表示されますので、必要に応じて名称の

変更または上書きを行ってください。 
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(3) [保存]をクリックしてウォールボードを公開します。 

 

 

ウォールボードの上書きについて 

• 同名のウォールボードが存在する場合は、上書き確認画面が表示されます。上書きする場合は[はい]をクリックします。

保存をキャンセルする場合は[キャンセル]をクリックし、ウォールボード名を変更してください。 
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(4) 保存されたウォールボードは、ウォールボード管理で確認することが可能です。[管理]メニューから[ウ

ォールボード管理]を選択します。 

 

 

(5) 「Pulse」フォルダの[∨]アイコンまたはフォルダアイコンを選択すると、保存されているウォールボー

ドを確認することが可能です。 
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[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れて保存した場合について 

• ウォールボードを保存する際に[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れた場合、ウォールボードの保

存先は「Environment > Resources > Scripts」フォルダの配下となります。 

 

 

・「Pulse」フォルダ配下のウォールボードを選択し[移動]ボタンクリック後、[Genesys Configuration Server に保存]をチ

ェックして[移動]をクリックすると、「Environment > Resources > Scripts」フォルダ配下に移動することができます。 

 

 

 

(6) ウォールボードを選択すると詳細メニューが表示されます。[起動]をクリックすると、「1.2.5.3.1 起

動」（P.242）、[複製]をクリックすると、「1.2.5.3.4 複製」（P.271）とそれぞれ同じ動作となります。 
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(7) ウォールボード管理を閉じる場合は、メニューから[閉じる]を選択します。 
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1.2.5.3.6 共有コピーの更新 

公開実行済みウォールボードの構成情報を更新します。 

 

(1) ウォールボードメニューから[共有コピーの更新]を選択します。 

 

 

[共有コピーの更新]メニューの表示について 

• 公開を実行していないウォールボードでは、[共有コピーの更新]メニューは表示されません。「1.2.5.3.5 公開(共有の有

効化)」（P.273）の手順に従って公開を実行してください。 
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(2) 上書き確認が表示されます。[はい]をクリックすると、構成情報が更新されます。 

 

 

再公開の実行について 

• 公開済みのウォールボードが削除されている場合や名前が変更されている場合は、再公開の実行確認が表示されます。 

 

 

• 再公開 を実行する場合は、[はい]をクリックして「1.2.5.3.5 公開(共有の有効化)」（P.273）の手順を参照してくださ

い。 

• [いいえ]をクリックすると再公開は実行されずウォールボード画面に戻ります。 
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1.2.5.3.7 名前を付けて保存 

公開実行済みウォールボードの構成情報に別の名前を付けて保存します。 

 

(1) ウォールボードメニューから[名前を付けて保存]を選択します。 

 

 

[名前を付けて保存]メニューの表示について 

• 公開を実行していないウォールボードでは、[名前を付けて保存]メニューは表示されません。「1.2.5.3.5 公開(共有の有

効化)」（P.273）の手順に従って公開を実行してください。 
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(2) ウォールボードの公開画面が表示されます。設定を入力します。 

 

 

[ 凡例 ●：必須 空欄：任意 ] 

フィールド名 必須 入力値 備考 

ウォールボード名 ● 公開するウォールボードの名前を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 255 文字まで設定可能 

説明  公開するウォールボードの説明を入力する。 • 半角文字（英数字・記号）、全角文字が利

用可能 

• 最大 2,000 文字まで設定可能 

Genesys Configuration 

Server に保存 

 ウォールボードの保存先フォルダを指定する。 

チェックを入れない（デフォルト） 

 Pulse 

チェックを入れる 

Environment > Resources > Scripts 

• 保存先による機能差異はなく、任意で指定 

 

ウォールボード名について 

• 作成時には既存のウォールボードと同一名称での作成が可能です。上書き確認が表示されますので、必要に応じて名称の

変更または上書きを行ってください。 
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(3) [保存]をクリックしてウォールボードを公開します。 

 

 

ウォールボードの上書きについて 

• 同名のウォールボードが存在する場合は、上書き確認画面が表示されます。上書きする場合は[はい]をクリックします。

保存をキャンセルする場合は[キャンセル]をクリックし、ウォールボード名を変更してください。 
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(4) 保存されたウォールボードは、ウォールボード管理で確認することが可能です。[管理]メニューから[ウ

ォールボード管理]を選択します。 

 

 

(5) 「Pulse」フォルダの[∨]アイコンまたはフォルダアイコンを選択すると、保存されているウォールボー

ドを確認することが可能です。 
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[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れて保存した場合について 

• ウォールボードを保存する際に[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れた場合、ウォールボードの保

存先は「Environment > Resources > Scripts」フォルダの配下となります。 

 

 

・「Pulse」フォルダ配下のウォールボードを選択し[移動]ボタンクリック後、[Genesys Configuration Server に保存]をチ

ェックして[移動]をクリックすると、「Environment > Resources > Scripts」フォルダ配下に移動することができます。 

 

 

 

(6) ウォールボードを選択すると詳細メニューが表示されます。[起動]をクリックすると、「1.2.5.3.1 起

動」（P.242）、[複製]をクリックすると、「1.2.5.3.4 複製」（P.271）とそれぞれ同じ動作をとなりま

す。 
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1.2.5.3.8 エクスポート 

ウォールボードのエクスポートを行うことができます。 

 

(4) ウォールボードメニューから[ダウンロード]を選択します。 

 

 

(5) エクスポートするウォールボードを保存するファイルのファイル名を記載し、[保存]をクリックしま

す。 
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ファイルの保存場所について 

• ブラウザのダウンロード設定でダウンロード前に各ファイルの保存場所を確認する設定になっていない場合は、予めブラ

ウザに設定してある保存先にエクスポートされます。 
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1.2.5.3.9 閉じる 

ウォールボードを閉じます。閉じられたウォールボードに対する変更は、「1.2.5.3.5 公開(共有の有効化)」

（P.273）/「1.2.5.3.6 共有コピーの更新」（P.279）/「1.2.5.3.7 名前を付けて保存」（P.281）のいずれ

かの手順に従って保存されていない場合は、削除されますのでご注意ください。保存済のウォールボードを

削除する場合は、「1.2.5.4 ウォールボードの削除」（P.290）を参照してください。 

 

(1) ウォールボードメニューから[閉じる]を選択します。 

 

 

(2) ウォールボード削除の確認画面が表示されます。[はい]を選択します。 
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(3) ウォールボードが閉じられます。 
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1.2.5.4 ウォールボードの削除 

保存済のウォールボードを削除します。 

Pulse 上の表示から削除する場合の手順は、「1.2.5.3.9 閉じる」（P.288）を参照してください。 

 

(1) [管理]メニューから[ウォールボード管理]を選択します。 

 

 

(2) 「Pulse」フォルダの[∨]アイコンまたはフォルダアイコンを選択すると、保存されているウォールボー

ドが表示されます。 
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[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れて保存した場合について 

• ウォールボードを保存する際に[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れた場合、ウォールボードの保

存先は「Environment > Resources > Scripts」フォルダの配下となります。 

 

 

・「Pulse」フォルダ配下のウォールボードを選択し[移動]ボタンクリック後、[Genesys Configuration Server に保存]をチ

ェックして[移動]をクリックすると、「Environment > Resources > Scripts」フォルダ配下に移動することができます。 

 

 

 

(3) 削除するウォールボードにチェックを入れ、[ウォールボードの削除]をクリックします。画面は「東京

センタ用ウォールボード_カスタマイズ」を削除する場合の例となります。 

 

どちらのボタンでも削除可能です。 
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複数のウォールボードを同時に削除する場合について 

• 削除する全てのウォールボードにチェックを入れてください。 

 

(4) ウォールボードの削除画面が表示されます。[削除]をクリックします。 

 

 

(5) ウォールボードが削除されます。 
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1.2.6 ウィジェット 

ダッシュボード/ウォールボード内にリアルタイムレポートの各々の項目を表示するための機能です。 

 

エージェント削除時のウィジェット削除について 

• エージェント削除実施前に、該当エージェントが追加した Pulse のウィジェットを削除してください。ウィジェットを削

除せずにエージェント ID を削除すると、未使用のウィジェット増加により Pulse リアルタイムレポートの表示遅延が発

生する可能性があります。ウィジェットの削除手順は「1.2.6.2.4 削除」（P.306）を参照してください。 

• 削除してしまったエージェント ID と同じエージェント ID で再作成することにより、再度該当エージェント ID が設定し

ていたウィジェットを表示/削除することが可能です。 

• 未使用のウィジェットにより Pulse リアルタイムレポートの表示影響が発生していることが判明した場合は、NTT ドコモ

ビジネスより未使用ウィジェットの削除を依頼させて頂く場合があります。 

 

追加可能なウィジェットの上限について 

• ウィジェットの最大値は 12 個となります。ダッシュボード/ウォールボードの数を問わず最大値が適用されますのでご注

意ください。 

• ヒストリカルレポート/CDR レポートの出力で生成されるウィジェットもそれぞれカウントされます。 
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1.2.6.1 ウィジェットの作成 

ダッシュボードに新たなウィジェットを作成（追加）する手順は、「1.2.4.3.1 ウィジェットの追加」

（P.182）を参照してください。ウォールボードに新たなウィジェットを作成(追加)する手順は、「1.2.5.3.2 

ウィジェットの追加」（P.247）を参照してください。 
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1.2.6.2 ウィジェットの変更 

ウィジェットの変更メニューでは、以下の操作を行う事が可能です。全ての変更操作は、変更後の状態が自

動で保存されます。GAX からログアウトした場合でも、再度 Pulse へアクセスすると変更後のウィジェット

が表示されます。 

 

 

項番/項目名 概要 参照先頁番号 

1

． 

タブに展開 ウィジェットを Pulse の新しいタブで表示する P.296 

2

． 

編集 ウィジェットの設定を変更する P.303 

3

． 

複製 ウィジェットの複製を作成する P.304 

4. 削除 ウィジェットを削除する P.306 

5 レポートのダウンロード ウィジェットの表示内容を CSV ファイルでダウンロー

ドする 

P.308 

 

追加可能なウィジェットの上限について 

• 本項の手順はダッシュボードに作成したウィジェットを例としていますが、ウォールボードに作成したウィジェットの場

合も同様の手順となります。 
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1.2.6.2.1 タブに展開 

ウィジェットを Pulse の新しいタブで表示します。 

(1) ウィジェットメニューから[タブに展開]を選択します。 

 

 

(2) ウィジェットが新しいタブとして表示されます。 

 

 

メニューについて 

• タブに展開されたウィジェットで利用可能なメニューは、[タブに展開]を除いたウィジェットメニューと同等です。 
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(3) タブに展開したウィジェットの表示方法は、以下の 4 種類から選択します。ダッシュボードに表示する

場合の設定とは異なります。 

 

① Data 

オブジェクトと統計項目の表形式で表示します。 

 

 

メニューについて 

• 表示する統計項目を選択する場合は、表右側の[編集アイコン]を選択します。 
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検索窓から[列で検索]を選択すると、統計項目の値で検索することができます。 

 

検索したい統計項目に値を入れると該当するエージェントが表示されます。 
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① 積み重ね棒 

項目の積み重ね棒グラフで表示します。表示対象のオブジェクト/統計項目の設定/積み重ね値の設

定は、画面右側の項目一覧で行います。 

 

 

 

[∨]アイコンをクリックすると統計の種類を選択することが可能です。 
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[時間の統計]を選択すると、時間の統計項目一覧が表示されます。 

 

 

[数値統計]を選択すると、数値の統計項目一覧が表示されます。 
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[割合統計]を選択すると、割合の統計項目一覧が表示されます。 

 

 

② グループ化されたバー 

オブジェクトに対して統計項目ごとの棒グラフを表示します。表示対象のオブジェクト/統計項目の

設定の設定は、画面右側の項目一覧で行います。 
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③ 時間追跡 

統計項目に対してオブジェクトごとの時間遷移を折れ線グラフで表示します。表示対象のオブジェ

クト/統計項目の設定の設定は、画面右側の項目一覧で行います。 
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1.2.6.2.2 編集 

ウィジェットの設定を変更します。 

(1) ウィジェットメニューから[編集]を選択します。 

 

 

(2) ウィジェットの編集画面が表示されます。設定の変更を行います。 

 

 

設定変更の手順について 

• ダッシュボード利用時の設定変更の手順は、「1.2.4.3.1 ウィジェットの追加」（P.182）を参照してください。 

• ウォールボード利用時の設定変更の手順は、「1.2.5.3.2 ウィジェットの追加」（P.247）を参照してください。 
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1.2.6.2.3 複製 

ウィジェットの複製を作成します。 

(1) ウィジェットメニューから[複製]を選択します。 

 

 

ウィジェットの上限を超える場合について 

• 複製後にウィジェットの上限（12 個）を超える場合は、以下のエラーメッセージが表示され、複製は実行されません。

ウィジェットの数には、ヒストリカルレポート/CDR レポートのウィジェットも含みます。 
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(2) ダッシュボード/ウォールボード内にウィジェットが複製されます。 

 

 

  



 

306 

1.2.6.2.4 削除 

ウィジェットを削除します。 

(1) ウィジェットメニューから[削除]を選択します。 

 

 

(2) ウィジェットの削除画面が表示されます。[はい]をクリックします。 
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(3) ウィジェットが削除されます。 
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1.2.6.2.5 レポートのダウンロード 

ウィジェットの表示内容を CSV ファイルでダウンロードします。 

(1) ウィジェットメニューから[ウィジェットのダウンロード]を選択します。 

 

 

(2) ファイルがダウンロードされます。 

 

 

CSV ファイルについて 

• CSV ファイルのエンコード方式は UTF-8 となります。Microsoft Excel で開く場合は、Shift-JIS への変換が必要です。 

• ファイルの保存場所はブラウザに設定された保存場所またはダウンロード時に指定した保存場所となります。 
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1.2.6.3 ウィジェットの削除 

ダッシュボード/ウォールボードのウィジェットを削除する手順は、「1.2.6.2.4 削除」（P.306）を参照して

ください。 
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1.2.7 テンプレート 

1.2.7.1 Pulse サンプルテンプレート 

環境構築サポートでのカスタマイズを前提とした「サンプルテンプレート」を提供しています。ご利用の環

境によりカスタマイズを行わないと表示が正常に行えない場合がありますので、ご了承ください。 

 

また、Arcstar Contact Center 2.0 ご利用開始時から環境構築サポートをご利用いただき、レポートの表示

項目カスタマイズを実施されている場合は、本項でご案内するサンプルテンプレートはご利用いただけない

場合がありますのでご了承ください。 

 

Pulse では、Arcstar Contact Center 2.0 がサンプルとして提供しているレポート以外に、Genesys 社の製

品に組み込まれている製品標準テンプレートも一覧に表示されます。Arcstar Contact Center 2.0 が提供す

るサンプルレポートは、レポート名に【ACCS】が付与されているレポートとなります。【ACCS】が付与さ

れていない Genesys 社の製品に組み込まれている製品標準テンプレートについては、NTT ドコモビジネス

では表示内容の正常性確認は行っておりませんので、予めご了承ください。 

 

選択可能なオブジェクトの最大数について 

• 各レポートにおいて、1 つのウィジェット内に選択/標示可能なオブジェクト（エージェント等）の最大数の目安は

「1.2.1.3 性能指標」（P.156）に規定のとおり、以下のとおりとなります。 

Google Chrome：6,000 エージェント x 10 項目 

Internet Explorer：4,000 エージェント x 10 項目 
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1.2.7.1.1 エージェントステータスレポート 

エージェント単位でステータスのレポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりです。 

No. 項目 概要 備考 

1 ステータス エージェントの現在のステータス（アイコン表

示）と該当ステータスの経過時間を表示する。 

• アイコン表示とエージェントの状態の詳

細は、以下補足事項を参照 

• 保留時間を含まない 

• 保留解除すると 0 から再カウント 

• 毎日 0 時の累計値リセット対象外 

2 通話時間 現在通話中のエージェントの通話継続時間を表示

する。 

• 保留時間を含む 

• 10 分を超えると黄色の警告マーク 

• 30 分を超えると赤色の警告マーク 

3 離席理由 離席中のエージェントの離席理由コードを表示す

る。 

• 離席理由名は表示不可 

4 ログイン時間 エージェントがログインしてからの経過時間を表

示する。 

 

 

ステータスについて 

• アイコン表示とアイコンへのマウスオーバーに対応するエージェントの状態は以下のとおりです。 

 アイコン表示 マウスオーバーによる表記 エージェントの状態  

  LoggedOut ログアウト  

  NotReadyForNextCall 準備中（離席理由あり/なし）・応答不可  

  WaitForNextCall 受付可  

  CallInbound 通話中（外線着信）  

  CallOutbound 通話中（外線発信）  

  CallOnHold 保留中  

 
 

CallConsult 引継通話中  

 CallInternal 内線通話中  

  AfterCallWork 後処理  
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1.2.7.1.2 エージェント統計レポート 

エージェント単位で統計に関するレポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりです。 

No. 項目 概要 備考 

1 着信数 エージェントに着信した呼数を表示する。 • 呼出開始でカウント 

2 応答数（着信） エージェントが応答した呼数を表示する。  

3 応答率（着信） No.2 応答数(着信) ÷ No.1 着信数 x 100  

4 平均応答時間（着信） エージェントに外線が着信してから応答するまで

の時間の平均を表示する。 

• 引継ぎ転送の応答時間は対象外 

5 発信数 エージェントが発信した呼数を表示する。 • 呼出開始でカウント 

6 応答数（発信） 発信先が応答した呼数を表示する。  

7 応答率（発信） No.6 応答数(発信) ÷ No.5 発信数 x 100  

8 通話完了呼数 発信および着信通話の完了呼数の合計を表示す

る。 

 

9 長時間通話呼数 通話時間が 10 分以上 240 時間以内の呼数を表示

する。 

 

10 放棄数（着信） 着信呼のうち、エージェントが応答前に切断され

た呼数を表示する。 

• 引継ぎ転送中に発信元が切断した場合は

カウント対象外 

• 無条件転送中に発信元が切断した場合は

カウント対象 

11 離席回数 エージェントが離席した回数を表示する。 • ログイン時の初期ステータスによる離席

もカウント対象 

• コールフローで不応答時に自動離席する

設定とした場合もカウント対象 

 

出力項目のうち、発信/着信/放棄のカウントに関する項目のカウント基準は次頁を参照してください。 
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[○：カウント対象 ×：カウント対象外] 

種別 No 項目 内線 外線 アウトバウンド 

通
常 

発
着
し
た
通
話
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ン
サ
ル
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
コ
ー
チ
ン
グ/

モ
ニ
タ
リ
グ
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
会
議
で
受
け
る 

通
常 

発
着
し
た
通
話
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ン
サ
ル
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
コ
ー
チ
ン
グ/

モ
ニ
タ
リ
グ
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
会
議
で
受
け
る 

プ
レ
ビ
ュ
ー 

プ
レ
デ
ィ
ク
テ
ィ
ブ 

プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ 

着
信 

1 着信数 × × × × × ○ ○ × ○ × × × × 

2 応答数（着信） × × × × × ○ ○ × ○ × × × × 

着
信 

放
棄 

10 放棄数（着信） × × × × × ○ ○ × ○ × × × × 

発
信 

5 発信数 × × × × × ○ × × × × ○ × × 

6 応答数（発信） × × × × × ○ × × × × ○ × × 

 

 

 

  



 

314 

1.2.7.1.3 エージェントグループステータスレポート 

エージェントグループ単位でステータスのレポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりです。 

No. 項目 概要 備考 

1 受付可 受付可のステータスが選択されているエージェン

ト数 

• 着信鳴動中は含まない 

2 対応中 通話中（保留を含む）のエージェント数 • 着信鳴動中は含まない 

3 後処理 後処理のステータスが選択されているエージェン

ト数 

 

4 離席中 離席のステータスが選択されているエージェント

数 
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1.2.7.1.4 エージェントグループ統計レポート 

エージェントグループ単位で統計に関するレポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりです。 

No. 項目 概要 備考 

1 着信数 エージェントに着信した呼数を表示する。 • 呼出開始でカウント 

2 応答数（着信） エージェントが応答した呼数を表示する。  

3 応答率（着信） No.2 応答数(着信) ÷ No.1 着信数 x 100  

4 平均応答時間（着信） エージェントに外線が着信してから応答するまで

の時間の平均を表示する。 

• 引継ぎ転送の応答時間は対象外 

5 発信数 エージェントが発信した呼数を表示する。 • 呼出開始でカウント 

6 応答数（発信） 発信先が応答した呼数を表示する。  

7 応答率（発信） No.6 応答数(発信) ÷ No.5 発信数 x 100  

8 通話完了呼数 発信および着信通話の完了呼数の合計を表示す

る。 

 

9 長時間通話呼数 通話時間が 10 分以上 240 時間以内の呼数を表示

する。 

 

10 放棄数（着信） 着信呼のうち、エージェントが応答前に切断され

た呼数を表示する。 

• 引継ぎ転送中に発信元が切断した場合は

カウント対象外 

• 無条件転送中に発信元が切断した場合は

カウント対象 

 

出力項目のうち、発信/着信/放棄のカウントに関する項目のカウント基準は次頁を参照してください。 
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[○：カウント対象 ×：カウント対象外 △：条件により異なる] 

 No 項目 内線 外線 アウトバウンド 

通
常 

発
着
し
た
通
話
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ン
サ
ル
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
コ
ー
チ
ン
グ/

モ
ニ
タ
リ
グ
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
会
議
で
受
け
る 

通
常 

発
着
し
た
通
話
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
コ
ン
サ
ル
転
送
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
コ
ー
チ
ン
グ/

モ
ニ
タ
リ
グ
で
受
け
る 

発
着
し
た
通
話
を
会
議
で
受
け
る 

プ
レ
ビ
ュ
ー 

プ
レ
デ
ィ
ク
テ
ィ
ブ 

プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ 

着
信 

1 着信数 × × × × × ○ 
△ 

[※1] 
× × × × × × 

2 応答数（着信） × × × × × ○ 
△ 

[※1] 
× × × × × × 

着
信 

放
棄 

10 放棄数（着信） × × × × × ○ 
△ 

[※1] 
× ○ × × × × 

発
信 

5 発信数 × × × × × ○ × × × × ○ × × 

6 応答数（発信） × × × × × ○ × × × × ○ × × 

 

[※1] 

• 同じエージェントグループに所属するエージェントから転送を受けた場合はカウントされない。異なるエージェントグル

ープに所属するエージェントから転送を受けた場合は、転送が着信した時点で着信したエージェントが所属するエージェ

ントグループに「着信数：1」にカウントされ、応答すると「応答数（着信）:1」、応答しないと「放棄数（着信）：1」に

カウントされる。 
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1.2.7.1.5 キューステータスレポート 

キュー（ルーティングポイント/バーチャルキュー/DNGroup）単位でステータスのレポートを出力します。

出力項目の一覧は以下のとおりです。 

No. 項目 概要 備考 

1 現在の待ち呼数 キュー内でエージェントへの着信待ち状態の呼数

を表示する。 

• 2 コール以上で黄色の警告マーク 

• 5 コール以上で赤色の警告マーク 

2 現在の最大待ち時間 キュー内でエージェントへの着信待ち状態となっ

ている呼の中で最長の待ち時間を表示する。 

• 60 秒を超えると黄色の警告マーク 

• 300 秒を超えると赤の警告マーク 

3 直近 1 時間の入呼数 直近 1 時間におけるキューへの入呼数を表示す

る。 

 

4 直近 1 時間の着信数 直近 1 時間におけるキュー入呼後のエージェント

呼出開始回数を表示する。 

 

5 直近 1 時間の応答数 直近 1 時間におけるキュー入呼後のエージェント

応答回数を表示する。 

 

6 直近 1 時間の放棄数 直近 1 時間におけるキュー内またはエージェント

呼出中の放棄呼数を表示する。 

 

 

  



 

318 

1.2.7.1.6 キュー統計レポート 

キュー（ルーティングポイント/バーチャルキュー/DNGroup）単位で統計に関するレポートを出力します。

出力項目の一覧は以下のとおりです。 

No. 項目 概要 備考 

1 入呼数 キューに入呼した数を表示する。  

2 着信数 エージェント呼出を行った呼の数を表示する。  

3 応答数 エージェントが応答した呼の数を表示する。  

4 放棄数 対象キューに積滞している間に放棄された呼、お

よびエージェント呼出後にエージェントが応答す

る前に放棄された呼の合計数を表示する。 

 

5 着信率 No.2 着信数 ÷ No.1 入呼数 x 100  

6 応答率 No.3 応答数 ÷ No.1 入呼数 x 100  

7 放棄率 No.4 放棄数 ÷ No.1 入呼数 x 100  

8 平均待ち時間 キューへの入呼からエージェント呼出開始までの

平均時間を表示する。 

• エージェント呼出が行われなかった呼は

対象外 

9 平均応答時間 キューへの入呼からエージェント応答までの平均

時間を表示する。 

• エージェントが応答しなかった呼は対象

外 

10 平均放棄時間 キュー入呼から放棄までの平均時間を表示する。 • 放棄呼以外は対象外 

11 最大待ち呼数 キュー内でエージェントへの着信待ち状態となっ

ている呼の最大数を表示する。 

 

12 最大待ち時間 キュー入呼からエージェント呼出開始までの最大

時間を表示する。 

• エージェント呼出が行われなかった呼は

対象外 

13 最大応答時間 キュー入呼からエージェント応答までの最大時間

を表示する。 

• エージェントが応答しなかった呼は対象

外 

14 最大放棄時間 キュー入呼から放棄までの最大時間を表示する。 • 放棄呼以外は対象外 
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1.2.7.1.7 キャンペーン統計レポート 

キャンペーン単位で統計に関するレポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりです。本レポート

は Genesys 社の製品標準テンプレートのため、項目の表示は英語表記となります。 

No. 項目 概要 備考 

1 Hit Ratio 発信した呼のうち発信結果（Call Result）が「応

答済み」となった呼の割合を表示する。 

 

2 Estimated Time 実行中のキャンペーンまたはコーリングリストが

完了するまでの推定時間を分単位で表示する。 

 

3 Records Completed アウトバウンドキャンペーンとしての処理がこれ

以上行われないレコードの数を表示する。 

 

4 Answers 発信結果（Call Result）が「応答済み」となった

呼の数を表示する。 

• コーリングリストの call_result では

answer が該当 

5 Dialed Answering Machine 発信結果（Call Result）が「自動応答装置」とな

った呼の数を表示する。 

• コーリングリストの call_result では

Answering Machine Detected が該当 

6 Attempt Busies 発信結果（Call Result）が「ビジー」となった呼

の数を表示する。 

• コーリングリストの call_result では

Busy が該当 

7 Wrong Number 発信結果（Call Result）が「間違い電話」となっ

た呼の数を表示する。 

• コーリングリストの call_result では

Wrong Number が該当 

8 No Answer Result 発信結果（Call Result）が「応答なし」となった

呼の数を表示する。 

• コーリングリストの call_result では No 

Answer が該当 

9 Unknown 発信結果（Call Result）が「不明」となった呼の

数を表示する。 

• コーリングリストの call_result では

Unknown が該当 

10 Dialed Abandoned 発信結果（Call Result）が Abandoned となった

呼の数を表示する。 

• プレディクティブ/プログレッシブ利用時

において、エージェント応答後にオペレ

ータが応答する前に放棄された呼が該当 

11 Dropped Results 発信結果（Call Result）が Dropped となった呼

の数を表示する。 

 

12 Attempts Cancelled 発信結果（Call Result）が Canceled となった呼

の数を表示する。 

• プレビュー利用時において、「このキャン

ペーンではこのコンタクトに電話をしな

い」を選択した場合が該当 

13 Attempts made アウトバウンドキャンペーンによる発信が試行さ

れ、何らかの発信結果（Call Result）が設定され

ているレコードの数を表示する。 

 

14 Silence 発信結果（Call Result）が Silence となった呼の

数を表示する。 

• 発信先の応答から 1 秒以内に発信先の発

話がなく、エージェント応答後にエージ

ェントも発話がない状態のまま終了した

呼が該当 
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1.2.7.1.8 キャンペーンコールバック統計レポート 

キャンペーン単位でコールバックの統計に関するレポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりで

す。本レポートは Genesys 社の製品標準テンプレートを基にしているため、項目の表示は英語表記となりま

す。 

No. 項目 概要 備考 

1 Completed キャンペーンコールバックが設定されたレコード

のうち、コールバックが実行されたレコードの数

を表示する。 

• コールバックが完了（=発信先に接続さ

れた）したレコード数ではない 

2 Missed キャンペーンコールバックが失敗したレコードの

数を表示する。 

 

3 Scheduled スケジュール予約されているキャンペーンコール

バックのレコード数を表示する。 

 

4 Personal Completed パーソナルコールバックが設定されたレコードの

うち、コールバックが実行されたレコードの数を

表示する。 

• コールバックが完了（=発信先に接続さ

れた）したレコード数ではない 

5 Personal Missed パーソナルコールバックが失敗したレコードの数

を表示する。 

 

6 Personal Scheduled スケジュール予約されているパーソナルコールバ

ックのレコード数を表示する。 
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1.2.7.1.9 キャンペーングループステータスレポート 

キャンペーングループ単位でステータスに関するレポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりで

す。本レポートは Genesys 社の製品標準テンプレートを基にしているため、項目の表示は英語表記となりま

す。 

No. 項目 概要 備考 

1 Current State キャンペーンのステータスを表示する。 • StatusDeactive：未ロード 

• StatusActivated：アクティブ 

• StatusRunning：実行中 

2 Dialing Mode キャンペーングループが現在のダイヤリングモー

ド（プレビュー/プレディクティブ/プログレッシ

ブ）に設定されてから経過した時間の合計を表示

する。 

 

3 Waiting Records キャンペーングループから発信対象のレコードが

なくなり、レコード待ちの状態となってキャンペ

ーン発信が停止してから経過した時間を表示す

る。 

 

4 Waiting Agents キャンペーングループから受電可能なエージェン

トがいなくなり、エージェント待ちの状態となっ

てキャンペーン発信が停止してから経過した時間

を表示する。 

 

5 Waiting Ports キャンペーングループが利用可能な空きチャネル

がなくなり、空きチャネル待ちの状態となってキ

ャンペーン発信が停止してから経過した時間を表

示する。 

 

6 System Error システムエラーの状態となってから経過した時間

を表示する。 
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1.2.7.1.10 キャンペーングループ統計レポート 

キャンペーングループ単位で統計レポートを出力します。出力項目の一覧は以下のとおりです。本レポート

は Genesys 社の製品標準テンプレートを基にしているため、項目の表示は英語表記となります。 

No. 項目 概要 備考 

1 Activated キャンペーンがアクティブの状態となった時間の

合計を表示する。 

 

2 Running キャンペーンが実行中の状態となった時間の合計

を表示する。 

 

3 Deactivated キャンペーンが未ロードの状態となった時間の合

計を表示する。 

 

4 Waiting Records キャンペーンがレコード待ちの状態となった総時

間を表示する。 

 

5 Waiting Agents キャンペーンがエージェント待ちの状態となった

総時間を表示する。 

 

6 Waiting Ports キャンペーンが空きポート待ちの状態となった総

時間を表示する。 

 

7 Sysystem Error キャンペーンがシステムエラーの状態となった総

時間を表示する。 
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1.2.7.2 テンプレートの作成 

 

テンプレートの作成について 

• Pulse 用テンプレート作成は、NTT ドコモビジネスの環境構築サポートメニューをご利用いただく場合において、NTT

ドコモビジネスまたは NTT ドコモビジネスの委託を受けた環境構築ベンダーが利用する項目となります。 

• 環境構築サポートメニューをご利用にならない場合でも以下の手順で作成を行う事は可能ですが、動作保証の対象外とな

りますので、予めご了承ください。 

 

(1) [管理]から[ウィジット テンプレート管理]を選択します。 
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(2) ウィジット テンプレート管理 画面が表示されます。[新しいテンプレート]をクリックします。 

 

 

作成済みテンプレートからの作成について 

• サンプルテンプレートを含む、作成済みのテンプレートを元に作成することも可能です。テンプレートから作成する場合

は、「Pulse」フォルダを展開して元にするテンプレートを選択し、[複製]をクリックします。以下の画面は、「【ACCS】

エージェントグループステータスレポート」を元に作成する場合の例となります。 
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(3) テンプレートに使用するオブジェクトタイプを選択します。画面は「エージェントグループ」を選択し

た場合の例となります。 

  

 

(4) [追加]ボタンをクリックして、統計項目の入力画面を表示します。 
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(ア) 統計項目の入力画面が表示されます。追加する統計項目の情報を入力します。 

 

 

各項目の入力制限について 

• 各項目に入力可能な文字種別および最大値は以下のとおりです。設定する通知モードにより表示されない項目がある場合

があります。 

 オブジェクト/統計  

 項目 文字種別 最大値/入力範囲  

 表示名 半角英数記号、全角文字 63 文字  

 説明 半角英数記号、全角文字 1,000 文字  

 エイリアス 半角英数字、半角_ 63 文字  

 通知頻度(秒数) 半角数字 999999999  

 統計タイプ 半角英数記号、全角文字 255 文字  

 タイムプロファイル 半角英数記号、全角文字 255 文字  

 区別なし 半角数字 999999999  

 時間範囲 半角英数記号、全角文字 255 文字  

 フィルター 半角英数記号、全角文字 255 文字  

 公式 半角英数記号、全角文字 bigint 型（2 の 63 乗-1）  

 列でグループ化 半角英数字、半角カンマ 58 文字  

 表示オプション  

 項目 文字種別 最大値/入力範囲  

 テンプレート名 半角英数記号、全角文字 255 文字  

 説明 半角英数記号、全角文字 2,000 文字  

 次の値よりも大きい場合 半角数字 -2147483648～2147483646  

 次の値よりも小さい場合 半角数字 -2147483648～2147483646  
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(5) 統計項目の入力が完了し、設定が完了できる状態になると、統計項目入力画面右上のチェックボタンが

赤枠表示から黒枠表示となります。[チェック]ボタンをクリックします。 

 

 

(6) 統計項目の追加が完了します。引き続き統計項目を追加する場合は、(3)（P.325）から(6)（前頁）まで

の手順を繰り返します。 
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(7) テンプレートの表示オプションを設定します。[表示オプション]タブを選択します。 

 

 

表示オプションについて 

• テンプレートに設定する表示オプションは、テンプレートからウィジェットを作成する際にデフォルトで設定される表示

方法の定義です。ウィジェット作成時に任意の表示方法に変更することが可能です。 

 

(8) 表示オプションの入力が完了し、設定が完了できる状態になると、保存ボタンが有効になります。[保

存]をクリックします。 
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(9) ウィジェットテンプレートの保存画面が表示されます。[保存]をクリックして作成を完了します。 

 

 

テンプレートの上書きについて 

• 同名のテンプレートが存在する場合は、上書き確認画面が表示されます。上書きする場合は[はい]をクリックします。保

存をキャンセルする場合は[キャンセル]をクリックし、テンプレート名を変更してください。 
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[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れて保存した場合について 

• テンプレートを保存する際に[Genesys Configuration Server に保存]にチェックを入れた場合、テンプレートの保存先

は「Environment > Resources > Scripts」フォルダの配下となります。 

 

 

・「Pulse」フォルダ配下のウォールボードを選択し[移動]ボタンクリック後、[Genesys Configuration Server に保存]をチ

ェックして[移動]をクリックすると、「Environment > Resources > Scripts」フォルダ配下に移動することができます。 
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1.2.7.3 テンプレートの変更 

(1) [管理]から[Widget Template Management]を選択します。 

 

 

(2) Widget Template Management 画面が表示されます。編集するテンプレートを選択し、[編集]をクリ

ックします。画面は「受付可ステータスレポート」を編集する場合の例となります。 

 

 

編集可能なテンプレートについて 

• サンプルテンプレート/Genesys 社製品テンプレートは編集できません。 
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(3) テンプレート編集画面が表示されます。設定変更を行います。 

 

 

編集可能なテンプレートについて 

• [名前を付けて保存]をクリックすると、「1.2.7.2 テンプレートの作成」(9)（P.329）のテンプレートの保存確認画面が

表示されます。上書き保存または別名で保存を選択することが可能です。 

• [保存]をクリックすると、テンプレートが上書き保存されます。確認のメッセージ表示はありません。 
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1.2.7.4 テンプレートのエクスポート 

(1) [管理]から[ウィジェット テンプレート管理]を選択します。 

 

 

(2) ウィジット テンプレート管理 画面が表示されます。削除するテンプレートを選択し、[エクスポート]

ボタンをクリックします。画面は「受付可ステータスレポート」をエクスポートする場合の例となりま

す。 
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(3) エクスポートするテンプレートを保存するファイルのファイル名を記載し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

ファイルの保存場所について 

• ブラウザのダウンロード設定でダウンロード前に各ファイルの保存場所を確認する設定になっていない場合は、予めブラ

ウザに設定してある保存先にエクスポートされます。 
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1.2.7.5 テンプレートの削除 

(1) [管理]から[ウィジェット テンプレート管理]を選択します。 

 

 

(2) ウィジット テンプレート管理 画面が表示されます。削除するテンプレートを選択し、[削除]ボタンを

クリックします。画面は「受付可ステータスレポート」を削除する場合の例となります。 

 

 

削除可能なテンプレートについて 

• サンプルテンプレート/Genesys 社の製品標準テンプレートは削除できません。 

  

どちらのボタンでも削除可能です 

←こちらの削除をボタンを利用する場合はテンプレートのチェック

ボックスにチェックを入れてください 
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(3) テンプレートの削除画面が表示されます。[削除]をクリックします。 

 

 

(4) テンプレートが削除されます。 
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1.2.8 オブジェクトのインポート/エクスポート 

1.2.8.1 オブジェクトのインポート 

選択したオブジェクト（ダッシュボード/ウォールボード/ウィジェットテンプレート）のインポート/エクス

ポートを行うことができます。 

 

(1) [オプションをインポート/エクスポート]を選択します。 

 

 

(2) [インポート]をクリックします。 
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(3) インポートするファイルを選択し、[開く]をクリックします。 

 

 

(4) インポートするファイルを選択し、[インポート]をクリックします。 
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(5) オブジェクトが追加されます。 

 

 

 

1.2.8.2 オプションのエクスポート 

(8) [オプションをインポート/エクスポート]を選択します。 
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(9) エクスポートしたいオブジェクトを選択し、[エクスポート]ボタンをクリックします。 

 

 

(10)エクスポートするオブジェクトを保存するファイルのファイル名を記載し、[保存]をクリックします。 

 

 

ファイルの保存場所について 

• ブラウザのダウンロード設定でダウンロード前に各ファイルの保存場所を確認する設定になっていない場合は、予めブラ

ウザに設定してある保存先にエクスポートされます。 
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2. よくあるご質問 

2.1 サービスについて知りたい 

リアルタイムレポートの更新間隔は何秒ですか？ 

CCPulse+をご利用の場合は約 3 秒、Pulse をご利用の場合は約 10 秒となります。ネットワークのご利用状況によっては、

それ以上の時間がかかる場合があります。 

 

リアルタイムレポートへのアクセスについて、アクセス権（参照可能なレポートの指定）を指定できますか？ 

できません。 

 

リアルタイムレポートの累計値はいつからの累計ですか？ 

日本時間の毎日 0 時からの累計値となります。日付が変わるとリセットされ、0 に戻ります。ただし、エージェントステー

タスに関する項目はリセットの対象外となります。 
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2.2 故障かなと思ったら 

リアルタイムレポートが更新されません 

同時に多数の PC からリアルタイムレポートにアクセスを行うと、レポートの更新間隔が遅くなる場合があります。アク

セスする PC を 1 台に限定して、正常に更新できるかどうかを確認してください。CCPulse+をご利用の場合は、アプリケ

ーションを再起動して状況が改善されるか確認してください。Pulse をご利用の場合は、Web ブラウザを再起動して状況が

改善されるか確認してください。 

 

以上のご確認をいただいても状況が改善されない場合は、故障受付窓口へお問い合わせください。 

 

リアルタイムレポートにアクセスできません 

【特定の PC で発生】 

OS の設定変更、アプリケーションの追加・削除・バージョンアップ、周辺機器の追加、OS のパッチ適用など、PC の環境

を変更した後に起動しなくなった場合は、いずれかの変更が起因していると想定されます。変更した設定等を元に戻してか

ら、再度お試しください。 

 

【LAN 内全ての PC で発生】 

ネットワークが正常に稼動しているか、お客さまのネットワーク管理者にご確認ください。Arcstar Universal One の故障

受付については、Arcstar Universal One の開通案内（ご利用内容のご案内兼内容確認票）をご確認ください。ネットワー

クが正常に稼動していることを確認できてから、再度お試しください。 

 

以上のご確認をいただいても状況が改善されない場合は、故障受付窓口へお問い合わせください。 
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3. お問い合わせ 

3.1 問い合わせ先一覧 

Arcstar Contact Center 2.0 に関する問合せ先は以下のとおりです。 

 

問合せ内容 担当窓口 連絡先 

故障時のお問合せ 故障受付 電話：0120-565-054 

受付時間：24 時間 365 日 

音声案内に従って以下のとおりお問い合わせください 

(1) 1 番(IP 電話サービスの故障に関するお問合せ)を選択 

(2) 2 番(Arcstar Contact Center サービスに関するお問合せ)を選択 

(3) 契約番号(N から始まる 9 桁)または IP 電話番号を入力し、「＃」

を入力 

(4) オペレータへご利用のサービスが Arcstar Contact Center

「2.0」である旨をお伝えの上、お問い合わせください。 

操作方法・設定方法に関す

るお問合せ 

ヘルプデスク メール：accs-support@voip.ntt.com 

受付時間：平日 9:00～17:30（土日祝日・年末年始を除く） 

料金に関するお問合せ ビリングカスタマ

センタ 

電話：0120-047-128 

Web：https://www.ntt.com/b-charge 

受付時間：平日 9:00～17:00（土日祝日・年末年始を除く） 

工事・故障情報 Web サイト URL http://support.ntt.com/maintenance 

 

ヘルプデスクへの問合せについて 

• 次頁の問合せ用フォームに沿って申告いただくことにより、回答までの対応がスムーズになる場合があります。 

• 問合せ用フォームに沿わない申告については、状況の確認に時間を要する場合がありますので予めご了承ください。 
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3.2 問い合わせ用フォーム 

ヘルプデスクへメールでお問合せいただく際には、以下のフォームに沿ってご申告いただくことにより、回

答までの対応がスムーズになる場合があります。 

--------------------------------------- 

１）お客さま情報  

 ①お客さま名： 

 ②お客さま番号：（N から始まる 9 桁の数字をお伝えください） 

 ③ご申告者さま名： 

-------------------------------------- 

２）発生事象情報 

 ①事象概要：（発生している事象をお伝えください） 

 ②発生日時：（発生日時をお伝えください） 

 ③発生状況：（発生時の操作内容やエラー内容などをお伝えください） 

 ④業務影響：（事象発生時の代替運用の有無をお伝えください） 

 ⑤ご対応内容：（発生事象の切り分け等を実施頂いた場合、実施内容をお伝えください） 

-------------------------------------- 

３）発生箇所情報 

 ①拠点名称： 

 ②発生端末：特定端末 or 複数端末（台数：）or 全端末 

 ③エージェント ID：(特定のエージェントと無関係の場合はその旨を明記願います) 

 ④エージェント姓名：(特定のエージェントと無関係の場合はその旨を明記願います) 

 ⑤内線番号：（内線番号と無関係の場合はその旨を明記願います） 

 ⑥発信電話番号：（全桁または下四桁、電話発信と無関係の場合はその旨を明記願います） 

 ⑦着信電話番号：（全桁または下四桁、電話着信と無関係の場合はその旨を明記願います） 

-------------------------------------- 

４）ご利用環境情報 

①ハードフォン：未利用 or 利用（機種名：） 

 ②ソフトフォン：IWS or WDE or その他 

 ③ご利用 PC(OS)：（事象の発生している PC の OS） 

 ④ご利用 PC(IE)：（事象の発生している PC で利用している Internet Explorer のバージョン） 

-------------------------------------- 
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4. 用語集 

ユーザーズマニュアルやカスタマポータルで使用されている主な用語（略語）の読み仮名と意味の一覧で

す。 

 

用語 よみがな 意味 

ACD えーしーでぃー 「Automatic Call Distribution」の略語。エージェン

トのスキルや各種条件により着信通話を振り分ける機

能 

ANI えーえぬあい／あに 「Automatic Number Identification」の略語。発信

者番号のこと 

CCPulse+ しーしーぱるすぷらす リアルタイムレポート表示用のクライアントツール。

エージェントやキューの状態についてリアルタイムで

統計情報を取得し、表示するツール 

CDR しーでぃーあーる 「Call Detail Record」の略語。電話発着信の日時など

1 通話単位の詳細情報 

CTI しーてぃーあい 「Computer Telephony Integration」の略語。

Arcstar Contact Center 2.0 においては WDE で提供

するエージェント状態/通話制御に関する機能全般を指

す 

DN でぃーえぬ 「Dialing Number」の略語。RP と VQ を包括するオ

ブジェクト 

DNIS でぃーえぬあいえす／でぃーにす 「Dialed Number Identification Service」の略語。

着信番号のこと 

DTMF でぃーてぃーえむえふ 「Dual Tone Multi Frequency」の略語。ソフトフォ

ンの各ボタンに割り当てられた発信音のこと 

GAX ぎゃっくす 「genesys administrator extension」の略語。

Arcstar Contact Center 2.0 の設定管理を行う Web

ツール 

Genesys Administrator じぇねしすあどみにすとれーたー Arcstar Contact Center 2.0 のアウトバウンド用の設

定管理を行う Web ツール 

IRD あいあーるでぃー 「Interaction Routing Designer」の略語。コールフ

ロー設定・管理用のクライアントツール 

IVR あいぶいあーる 「Interactive Voice Response」の略語。発信者のダ

イヤル操作に合わせて、あらかじめ録音してある音声

を発信者側に自動的に再生し、自動応答を行う自動音

声応答システム。お客さまのプッシュボタン操作によ

るメニュー選択により通話の接続先を制御することも

可能 

IVR コールフロー あいぶいあーるこーるふろー コールフローの中で IVR を使用して実現する RP(ルー

ティングポイント)のこと 

Workspace Desktop 

Edition 

わーくすぺーすですくとっぷえでぃ

しょん 

Arcstar Contact Center 2.0 で提供するソフトフォン

/CTI クライアントの製品名称。略語は「WDE」 

PBX 機能 ぴーびーえっくすきのう 外線/内線への電話着信/発信/保留/切断/転送を可能と

する機能 
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用語 よみがな 意味 

Pulse ぱるす リアルタイムレポート/ヒストリカルレポート/CDR レ

ポート出力を行う Web ツール 

Routing Point るーてぃんぐぽいんと 略語は「RP」。Arcstar Contact Center 2.0 上でコー

ルフロー割当を行う単位 

SpeechMiner すぴーちまいなー 通話録音の検索および再生を行う Web ツール 

VoiceXML ぼいすえっくすえむえる IVR コールフローから呼び出され、音声ガイダンス/プ

ッシュボタンの受付など行う 

Virtual Queue ばーちゃるきゅー 略語は「VQ」。本来のキューと異なり、実体を持たな

い仮想キュー。コールフロー上に設定することで呼を

カウントするために使用される 

wav ファイル うぇーぶふぁいる Windows の音声ファイル形式 

WDE だぶるでーいー 「Workspase Desktop Edition」の略 

アタッチデータ あたっちでーた コールフローで設定される通話に含まれる情報。コー

ルフロー間や Arcstar Contact Center 2.0 の各アプリ

ケーション間で、引き継いで利用できる 

インタラクション いんたらくしょん お客さまとのやりとり。Arcstar Contact Center 2.0

では通話の単位と同義 

エージェント えーじぇんと 電話応対やカスタマポータルから設定を行う担当者。

エージェント権限/スーパーバイザ権限を有する担当者

を総括してエージェントと定義 

エージェント権限 えーじぇんとけんげん カスタマポータルで設定できる権限の１つ。ソフトフ

ォンを利用できる。カスタマポータルからの設定や通

話録音のダウンロードは制限される 

オペレータ おぺれーた エージェントと同義 

会議通話 かいぎつうわ ３者以上が参加する通話状態のこと 

カンファレンス かんふぁれんす 会議通話と同義 

キャンペーン きゃんぺーん アウトバウンド機能を利用する際の業務単位のこと 

キュー きゅー エージェント分配されてから着信するまでに積滞する

ポイント 

キューイング きゅーいんぐ キューに入った通話をエージェントに接続試行する動

作のこと 

構築用管理者 こうちくようかんりしゃ 契約者用の特権ID。コールフロー作成や電話発着信に

関する設定など、初期構築や業務の追加/変更に伴って

必要となる重要な機能の設定で利用する。1契約につき

1IDのみの提供となる 

コーチング こーちんぐ お客さまと通話中のエージェントに対して、スーパー

バイザが音声で助言等を伝える機能。スーパーバイザ

の音声はエージェントにのみ聞こえ、お客さまには聞

こえない 

コールフロー こーるふろー お客さまからの電話着信をエージェントに着信させる

までの流れ（フロー）の定義。契約者の業務に応じて

作成する必要がある。Arcstar Contact Center 2.0 契

約時の初期状態ではコールフローは設定されていな

い。コンタクトセンタ環境構築にてコールフロー作成

に対応 
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用語 よみがな 意味 

コーリングリスト こーりんぐりすと アウトバウンドキャンペーンにおける発信先電話番号

リスト 

スーパーバイザ権限 すーぱーばいざけんげん カスタマポータルで設定できる権限の１つ。通話のモ

ニタリング/コーチング、カスタマポータルによる設

定、通話録音のダウンロードなどが利用できる 

スキル すきる 論理的な着信先。お客さまからの電話をスキル単位に

着信させることができる。スキルはカスタマポータル

で作成し、電話対応を行うエージェント/スーパーバイ

ザに割り当てる事ができる 

ストラテジ すとらてじ IRD で作成するコールフローのこと 

組織 そしき エージェント ID やスキルなどのオブジェクトに設定す

る事が出来る権限の単位。階層構造をとる事ができる 

ソフトフォン  そふとふぉん 通話機能を提供するソフトウェア。クライアント PC に

インストールして利用する 

テナント てなんと Arcstar Contact Center 2.0 の契約者に対して割り当

てられる契約単位 

テナント管理者権限 てなんとかんりしゃけんげん カスタマポータルで設定できる権限の１つ。カスタマ

ポータルでの設定を主に実施する管理者向けの権限

で、ソフトフォンは利用できない 

プレイス ぷれいす 内線番号と同義 

モニタリング もにたりんぐ お客さまとエージェントの通話内容をスーパーバイザ

がリアルタイムで聴取する機能 

 


	リアルタイムレポート編
	更新履歴
	目次
	Arcstar Contact Center 2.0ユーザーズマニュアル リアルタイムレポート編
	1. 　リアルタイムレポート
	1.1 　CCPulse+
	1.1.1 　CCPulse+の概要
	1.1.1.1 　機能と権限
	1.1.1.2 　性能指標

	1.1.2 　ログイン/ログアウト
	1.1.2.1 　初回設定
	1.1.2.2 　CCPulse+へのログイン
	1.1.2.3 　CCPulse+からのログアウト

	1.1.3 　CCPulse+画面説明
	1.1.3.1 　ペインメニュー
	1.1.3.1.1 　フローティング
	1.1.3.1.2 　ドッキング
	1.1.3.1.3 　自動的に隠す
	1.1.3.1.4 　非表示

	1.1.3.2 　オブジェクトペイン
	1.1.3.3 　ビューペイン
	1.1.3.4 　詳細状況ペイン
	1.1.3.5 　レポートビュー
	1.1.3.5.1 しきい値の設定

	1.1.3.6 　リアルタイムビュー
	1.1.3.6.1 　テーブル
	1.1.3.6.2 　グラフ


	1.1.4 　CCPulse+レポート表示
	1.1.4.1 　ワークスペースの設定
	1.1.4.1.1 　新規作成
	1.1.4.1.2 　開く
	1.1.4.1.3 　名前の変更
	1.1.4.1.4 　削除

	1.1.4.2 　リアルタイムビューの設定
	1.1.4.2.1 　新規作成
	1.1.4.2.2 　変更
	1.1.4.2.3 　非表示

	1.1.4.3 　画面表示設定
	1.1.4.3.1 　全般
	1.1.4.3.2 　更新頻度
	1.1.4.3.3 　状況表示
	1.1.4.3.4 　テーブルビュー
	1.1.4.3.5 　グラフビュー

	1.1.4.4 　しきい値の作成
	1.1.4.4.1 　新規作成
	1.1.4.4.2 　選択したスプリクトから作成
	1.1.4.4.3 　修正
	1.1.4.4.4 　削除

	1.1.4.5 　アクションの作成
	1.1.4.5.1 　新規作成
	1.1.4.5.2 　選択したスプリクトから作成
	1.1.4.5.3 　修正
	1.1.4.5.4 　削除

	1.1.4.6 　インポート/エクスポートユーティリティ

	1.1.5 　CCPulse+サンプルテンプレート
	1.1.5.1 　キューレポート
	1.1.5.2 　エージェントグループ
	1.1.5.3 　エージェント
	1.1.5.4 　テンプレートの作成
	1.1.5.4.1 　新規作成
	1.1.5.4.2 　選択したテンプレートから作成
	1.1.5.4.3 　修正
	1.1.5.4.4 　削除



	1.2 　Pulse
	1.2.1 　Pulseの概要
	1.2.1.1 　機能と権限
	1.2.1.2 　画面
	1.2.1.3 　性能指標

	1.2.2 　ログイン/ログアウト
	1.2.2.1 　ログイン
	1.2.2.1 　ログアウト

	1.2.3 　Pulse画面説明
	1.2.3.1 　GAX
	1.2.3.2 　管理
	1.2.3.3 　Pulseアカウントメニュー
	1.2.3.4 　ヘルプアイコン

	1.2.4 　ダッシュボード
	1.2.4.1 　ダッシュボードの作成
	1.2.4.2 　ダッシュボードの選択
	1.2.4.3 　ダッシュボードの変更
	1.2.4.3.1 　ウィジェットの追加
	1.2.4.3.2 　複製
	1.2.4.3.3 　公開(共有の有効化)
	1.2.4.3.4 　共有コピーの更新
	1.2.4.3.5 　名前を付けて保存
	1.2.4.3.6 　エクスポート
	1.2.4.3.7 　閉じる

	1.2.4.4 　ダッシュボードの削除

	1.2.5 　ウォールボード
	1.2.5.1 　ウォールボードの作成
	1.2.5.2 　ウォールボードの選択
	1.2.5.3 　ウォールボードの変更
	1.2.5.3.1 　起動
	1.2.5.3.2 　ウィジェットの追加
	1.2.5.3.3 　カスタマイズ
	1.2.5.3.4 　複製
	1.2.5.3.5 　公開(共有の有効化)
	1.2.5.3.6 　共有コピーの更新
	1.2.5.3.7 　名前を付けて保存
	1.2.5.3.8 　エクスポート
	1.2.5.3.9 　閉じる

	1.2.5.4 　ウォールボードの削除

	1.2.6 　ウィジェット
	1.2.6.1 　ウィジェットの作成
	1.2.6.2 　ウィジェットの変更
	1.2.6.2.1 　タブに展開
	1.2.6.2.2 　編集
	1.2.6.2.3 　複製
	1.2.6.2.4 　削除
	1.2.6.2.5 　レポートのダウンロード

	1.2.6.3 　ウィジェットの削除

	1.2.7 　テンプレート
	1.2.7.1 　Pulseサンプルテンプレート
	1.2.7.1.1 　エージェントステータスレポート
	1.2.7.1.2 　エージェント統計レポート
	1.2.7.1.3 　エージェントグループステータスレポート
	1.2.7.1.4 　エージェントグループ統計レポート
	1.2.7.1.5 　キューステータスレポート
	1.2.7.1.6 　キュー統計レポート
	1.2.7.1.7 　キャンペーン統計レポート
	1.2.7.1.8 　キャンペーンコールバック統計レポート
	1.2.7.1.9 　キャンペーングループステータスレポート
	1.2.7.1.10 　キャンペーングループ統計レポート

	1.2.7.2 　テンプレートの作成
	1.2.7.3 　テンプレートの変更
	1.2.7.4 　テンプレートのエクスポート
	1.2.7.5 　テンプレートの削除

	1.2.8 　オブジェクトのインポート/エクスポート
	1.2.8.1 　オブジェクトのインポート
	1.2.8.2 　オプションのエクスポート



	2. 　よくあるご質問
	2.1 　サービスについて知りたい
	2.2 　故障かなと思ったら

	3. 　お問い合わせ
	3.1 　問い合わせ先一覧
	3.2 　問い合わせ用フォーム

	4. 　用語集

